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1 AOI " U h‘ らのr:J..反跳原テ吋-.&., "'Ti"'捕某r. U(/) 成板J::への自発
析瓜
（新潟大埋）橋本哲夫， 0 水f—易，杉山広和，外林武

1. 1-然の｝＂力系て争放射性壊灸糸列における非手街状態が広く存在して II ること

は良く知ら水てお＇）， その主原因乙 L て直接的な d 反躁尿テ＂作用が｝立目さ水てい

る． ウラン尿f'」て9 の吋／219U 放射能叱の平衡がらのずれ 1す 9 数殺告さ札ており／立
年て、は町I 土”争該壌変過程て．のr:J.反眺原子'JI{.仏＂反跳エネル寺J - K もとづく直将的

危 4乍用 hゞ，従来ょ＇）考え 5 札ていた 4し乎的リーケング差臭の効泉よ＇）も，手衡 E 乱
す K めによ＇）肩初て•あみことボか、裔凍授 K よリ殺告さ1/1. o"洲on.,j_ら I, よリ支持されて

，、が；9) 濱者ら 1さ傑糸よ＇）反眺月旅や反眺トラ,, 7 吟成白乙ーの面から d 反琉原子の直
蒋4/f用の放射jし手的研免 E 復ねてきてお'), ”’孔ら土過租て: QI r;J..反跳原子の月腹
り‘らIf)放臥現象,,つ＇，て殺告 L てきた．) ここく・は天然現象乙しても嶼味のある上述

の 299 了今叫L (&'(j.. 2吋T らコ）逍程 k 注目 L, 各種厚さ a tぃ磁万濃維反 E 有する

u 雹肴線屑、と用い／ 真差中に石，、て線猾、辰面よ＇）放瓜こ札楠泉板に条まった d 反跳

原｝町-:t.., 211払の校払足量乙行い， 各緑源 K ?,、ての捕条（又は放出）劫卑£戒め、
相互屯較と行うことと目的ェした。 g "'簡単灯均一▽禄屑、作裂 o k め凡板J::.へり 17

q自究析瓜希勅も網ぺ K のて•あわにて殺告する．

2. ll 線源．＂のため既知量II) Tl e 含もf・酸了ンモニウム落浪か 5, ス了ンレス
麟知勺T2 竜解析瓜ざ伍た．竜着使赤 9~ ランず下＼が乾瑶紋以下 n 捕某笑験ぺ
用し K IJゞ， EV- 3 拭料 k ?いて 1;tを着板の均熟と約 2 時間行い切 0，こした。す誠料•
~ L.て I~ 紅， 天然，澤維汀（原·研月及免のも11)) £.使用 L, を着▽量は陀 Au 半喝
條枚瓜易により既知ジカメト 1- 0 もとてゆ／ d スペ 9 卜 0 メトリーして戎め k 。 d

反 m、子捕茶di R めに，各種縁滸、（府妨屯着面，，径 2 C'1f<.).,t::.I,' 丈（佐 2,4心．） £肴

する;r: 1) エケレン昂い°ーサー（＂さ／”')と翌き， 更 1,、その上へ高紀良ル椅羨板
£隻れ， 柊肴'f, 1゜て••国定 L 1, 線源、と椅集板この直将•的汀将触£さけk. 繰源一

“板スク，7 り毎I- I オ日豆闇の乃禄と防＜・ため，ボ゜．＇）ス午レ；；翡忠翠 1く入叫こ礼
ら 2 負差忘器中 (""'10-2向） K 納めた状態て：、 IPム日f恥~反眺麻子の捕集乙行わ
k. 柿集終了f(支，操溝の放印礁良からも子偲さ札たよう 1ゴ椅慕板L 0)放射犯1灸皮
は倣騎て， h ? k k め，心椅祟板の放射篤則足叫低J\ •• ,.7 り＇ヲウンド P 繰検紀翠（
叫a 般， LBC-2213,)く、•, 7 1.. 7 ウンドの平 1月（直は 1否 1舌→ 1 cr叫て＇ぁ？た.)によ＇）行

6 い／砕ぅれた移麦曲も艮の解析 I< よ＇） ／椅集終了時 I~ ];,ける補祭板J:. Q) 2噂，”’該
dl I可皮ぃが放貯怨｝＂ーと戒｀めた。 3 た瓜板J:.へのぴ称殷戻験"{. Iす'AP..板こエメリー
（非Jo oo) 1・珂麿 L, ¥ k f<'ちiく村幻9 へ各且み込んだ杖． ▽滋液(~/t"及；農度のも

n 2 ．析広面積 c傭・当り o.74 蚤） £入れ， 72 ゜c 乙 7j •c ｛自を前広 1 已た．

3, 折集版のp放耐能浪l 戻から碍られた璃変曲繰の劇1E 国 1a、ル K 示す。祈考て・

は長寿命() 2埒孔 (24,I J.)以外 k 短寿命 292 粉· (I0,64ぷ） 1;: よる瑣度が強く， 目芍乙した

町'Ii. (2t:.パ）成分と正樟 1, 戒めるのは不可能て．．あった．紋者d) f.V. かり b 町い竹

丈献 I) 凸心， S必匹，平． 47('7I) 2) 0smo,.よ .Co如‘;t. At,. E→r．恥．，早比／ （ ‘7り
3) H必摩ぷ． k払0. 出知心む． S,tふY“K. Nu』 I咄． M叫．よ．，投稿中
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喜爪笹、投出禾白い． 2瀑 11 電着拭料 l乍

襲中 I＜混入 L た倣~昼の四r/.. I, よるもの

乙秀えられる。楠集板J::.への万日身の

楠、f n＼付いこl'., f-;I I 三 T松み法 1•' 碍、! 100 

め K. p棟＂自乙吸収と烹視 L. 2)濯：
成分には町＆成分 b 含まれて 1) ること：

` 2 月慮した上て｀｀、各種縁源から件られ 10 

た捕象f知二 c1l 2,~謀のが［心）C) と媒源

上の親枝桂町「ll}午（四）s) 乙 n f麟

h‘ ぅ捕梨（又r.r枚弘）妨卒 (F) と、応

（（呵）c石）』•(I- .u料位）丁1 式 K i｛入して

盃めたもd)と，組原、膜店月と・エピも 1;:

ゑ 1 I, 示す． この令舌泉から補集初卑 I'd

線准限屏り成ヽ]rと乙も K 増加してあ') ｷi 
2_ I 

最高て，．／よ～／£ %の位と与えて II る。こ＞

の位は｀d')柱薄媒冴、力‘うの捕集牟 30 i 
％よリも低 1) が，村ム U の服犀の差が・

茂分呼孫捕象の成少｀どもたらしたこ硝

択て、さる。し s s 浬論犬と用いた uo.

中の d 反眺原テ町い粛栢礁 ""42暦佐
乙も乙 1くしても，捕梨効痒の服厚増加 Iてよる戚少,-;r各当 6 4直て«あろう。 >l'TJ..に関し

て l'<l,前述のご乙く刀2 枕の芍言があ’J E.u．の弁。特泉てりも高，、指条効辛 n 4直 E 示 L

てお＇）再検吋が必要て•あるこ乙爪わかった．灼熟練肴、 EU- 3 乙 EV- 2 h 闇 k 捕集籾

辛の差臭が 13 こんピ社ら札后いこ乙 lコ l '”Tんの反跳エネル手ーク／．ク紅hゞ 4L 年結合エ
ネル芍•一乙・叱較 L 勺•町』い K 尺さいこ乙から当図、q各舌泉乙も云える．
次 I, AQ板.t.'\ n ▽の自免折嵐括泉としては， 7.t゜CIくあいて村弘時間と折広すt k 

直線的百関係 hヽ叫られ，／00的s/4ぷ月さのものと件る Iく口， ほほ I{) 分間d)析広時間て．．
f.1 -- 哀いこ乙 b'\ わ

Source Collector F-value 、
U-238 U-235 'Ih-234 咋—231 Co11ection /Jヽった。 また
(dm) (d回） （d皿） （d回） efficiency析出すの入線

日折 l＼゜ 9 -ン

からす02 の今

hゞ且払さ心

切 08 乙して析

ff.. L て (I r.い

図 1a Eu-5 媒酒、砧得た補条板9
成射拾シ釈史曲線
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団 l J.. EU-b 保源よ＇）繕られた将瀑滋い勾
紐射能衣亥翁珠

ー 294-n、

10 ヽ r 2/) (8) 

Sample Weight% 
of U-235 

EU-5 

EU-6 

19.79 

89.98 

Thickness 
°皇三琴:sit
炉g/an.<)

11.8 

16.1 

21.96 

4.32 

NU-D 

EU-2 

“ EU-3 
EU-4 

NU-C 

NU-B 

0.711 

1.48 

2.97 

9.76 

0.711 

0.711 

15.3 

51.6 

56.0 

90.0 

162.4 

247.9 

35.02 

118.0 

126.1 

188,3 

374.2 

571.1 

34.41 

213.3 

1.59 

11.25 

24.49 

129.5 

17.0 

25.97 

3.54 

0.67 

4.1 

6.6 

7.1 

6.3 

6.4 

5.3 

68.7 

l.69xl0 
-1 

1.54xl0 
-1 
-1 

3.22xl0 -* 
l.23xl0 
-1 

5.88xl0 
-2 

5.88xl0 
-2 

3.53xl0 
-2 

1. 79xl0 
-2 

9.75xl0 
-3 

こ乙がわかフ

た
゜

* for Th-231 そ十 灼焦緑麻、や巧 Oa)
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1 A02 俄相 1：：お 1すり抜雙桂釦柊杓で注紋す 3
町｝r, 82-Br d)整イオン反応

康北•K該屁 。疇｛むX祁、八木益潔

1.繕言； 哨~ ~,;J.これiで｀気柑 CH←- Hぬ＂伽（ o-.- H 四加）互にお、，て核引叫

紐 z·· '1:ぶする 80B r， 82Br の再絡合横翡ぶつヽ1 て禅々の俄呉から検討 k 加えてきf:. 0 

漆9疇の生紋勃が枠 l須 I『 1 袖果から，芍猥｀生成物t牛える生放禎祉J-;t-t:/w.-.,,,1.
go瞑。＂ず2B,.+aんヒ CHゲIIJ反危で｀虹坂する⇔9pムと、｀o九 C C肱加）がpre eurso)'> ヒ

r.r.．）／このc..o巧’砂知しの渕与ずる A オン惰｝反たで説明された。

本研啜で｀ 1J J:.記臣で得られた知見ともとに，さら 1< 条I:..して CH3 x(X = F, (l.Br) 
E泥心、 Heo咄， H匹'Br 't: sou.rce molLeu...RJLとし、各呆 Iくる＇＂て 1号られる生故加

種親，収率tJ)い、南係がら，気槌 1-:. ぷ l↑る釦糾，q... 十to n の再¢玲機~l<:: つヽ I てよ＇）

紐—的虹い翡 3 ミとを目的ヒした。 江既1項報喉しやよう 1-::: 炉唸r, g;z.屯r 両ぷの

バ匹和炉崩雌翌式の相立逗因する剛叫効果 li 30窃r の 2 段府肉的祁嗅足
祥がいの原因tあ I) J紅J1 3 の半｝輝セ特つ中向レベ｀ Iレで,.s co呼止ん』’on1J一旦数；

/1虹直｝も令屯述ー CL匹如 ldiり扱しこのような零 oo気のもとで‘2 段目内粛澤涙
ね也行す 3 ものと府えられf--。 従って吃の At恥J効果 11 表丘］柑のそれと投仮し
'("うことが予拠 2 れ，序砺廃で 1J CH<,--Heo,..8rJ CH午 -H 釦官h -H(i/  CH“...e -H屯

i、よ (..‘‘CHJ F-H約"'Br /-<:つ"て国祖亥就t行、‘, 80唸r, 炉m恥の気柑互の東瞭締呆と比
蒋捉討し 1'く。

2. 実験みよな結果： H‘゜瓜lh• ぷJ {,,")1如Br 1.t偉シ広に従って園翌した• 他のふ柁

厄媛濱↑記t手I<.K．よ＇I 購入 L た祐紐パの支のを用 19 た。 俎i公に従って 1 ソ
か噸嗅のの 9 弓危睛洵荻毘復抽出 Iくよ＇）盾檄、敏熾月疇髄l-，さら 1＜肩楼ダ0)一評
とヲジ＼ X サ｀ス 7 ロマト 7" ラ 7 1< 薯入し屯汎物の同足·1dt 1 t-。 な宅奴拘の放射能
強度は杖射笥t租盆器の出力と 4 K. PHAIc 入れマ）レケ午ャンネ・ 1レ浅て＂ 1；；i1)た。 分粒条

件'" 60 "80 ．＼ッジ..l, Ce/、,te s45 、::. s必eon • D c-!i!i-0 • (.z.oん）と 9 CO4-ti ngしたモfl)を

幻叶I 'l:.し‘r<'.カラム (79 切、 X 7) と用、，行った。 国 1< ― CH3X -H如面〈 X= H, 

F, Cfl.,Br , 叫／ CH3 X =- o 、 9 :t o 、 0 I I 圧力： 66 0 土 30 mmH9) ゑのラジ｀オがス

？ロマト？＂ラム 1 i·した。 各辰で祷憤：的はミと lJ C H3F ゑで /d F -r.疫全 A 衿 lJ

全く訳められず9 (.H 'f系月材<2H—ぽ疾生汲｝り似年が Hー且戎主村わ収幸ょ＇）大さ
しヽ。 iた C、 II3 包ばJ釦系でJJ,、ロデン置戒宝汲吟が認めシれた。 r、i• H —置

屎印入物）パビ系を根出され応 肩点畔 lJ CH汀0/.. I 0 、4- o/., -がとひー沿サて知、
他、1 CH'f '7', 2 sｷ • /., C H3 ば 仕ヽ •I。 I C 11.J/J... 仁. 0 ゜んであフた。 表に CH 午ー

H 30 出13>-, c H'f― H和;r-H{l 系の国祖 I"- ;f,・け 3 緒果左示した・ 度験 li HBr (65 四 H3),

屯(/3 0""' 勺）ぶよし• H(｣ (930 一 Hg)を反た窓店這に毎さJ棗紅咋叫—®I，に
t行，＇出禾 brる｀ ,r 哀<._ :毘合す 3 ようにし 1 行った。 CH3 Br/ CHュBa の r直が 0ぷ9

である気租の渇令と愛 Tふ｀）園祁系で、5 その直がそれ X‘・れのゑて" /,2, I、 6 と、国祖系

ぐ‘Id CH3 釦が cH..BrL ょ生奴 L やす， I ミとと示した b

3. 名療： 昧 K 報告しfくよう 1く系 K灯す~ in叫戸未加史験かウ H Br e 
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Sou,..ce Mole«J&ヒした場合得られる屑横｀生奴吻 1l 氾；可月手する記オン反た• 1：：：よ 7
て屯たらされる。iた濫終的 I違生奴物とケえf;i reaction 叫の中で｀ CH/尻 c沿；r 0 

ょう rJ P叫ふ4 の関牛する K 床·I i t£りこヒも明ら·b'斥した。各互における生於功の生

紋誤キ真にフ 11 て 1i CH4 至で｀取 1-:: 牙‘\.「く｝）にiす仕砂加＆ ｀転 I広 CH3 X ヒ反灰 L 四油
滋 CH以加と形杖するものと芳えられる。 塑ヵ弓！カメ荏がら H｛瀑戸＼物 ,1

H+ tv松が心知(/) I ：：ょ 7 Z., i「：：： 2H —ぽ扶佑奴抄'"フ 11 て 1よ士として rlB>- と四必

ヒ0) I旬If/ 4 オン一分｝ k 応 (3) によるものと外ぇられる。

( x* /3,..,. -t HB,.. (。,-. CH3 X) • CH2 x*/'3,.. + H2. Iふt(.,. CHi,xー') 

CH以り3; -+ HBr(oY CH3x)→凶ぷ(o,.CHXん）十出（。•国）＋ HX (Z) 

なぶ• CH心， CH;/.み条 Iてあ• 11 てハロ T｀ン置培生牧物が孜盆され F こと l °J c Hs,, cH1'ji 

系と 1 i限な＇），次のようり、反応（ 3) が発整反応であ~ ~ l:::. I澤因 9 a td)と芳えられ 3。

CH3 'X ..,.~Br.,.. —• C1-f3 !fB>"+ -+ X ()(=cR, Bi-) OJ 

i F 仇 lご C枷H冗で得 5 れ l I／又年t如;,. 4 廂t稟林式'" t.ヒづ｀•I て rrocess CA)····雌庫
我＋叩汁環，proOS$CB)-··i雌珀殺＋名ワl'cV (媒放公 I＝分複し叩—炉咄 111 蛉果い）比

敢がら両店 41 ~fo Iキ効果,i yv函渇）

Iくよることt矛した・ rYocesSCA) 

Iー名ヽ"て 80咋r ハ中向 V I\` IV で‘づ旦

( 1 i W, H炉硲t私可 3

;_,. n -c.t...Aむしが吟奴．されナ 2殴 B

内訂取投，1 こ/J) 6-うな雰印気・ぐ進

行するものと佐えられる。
C.. H1t-歪 I"-/.• II てproce% (,4.)(J) 

qわ屁／ CHz.lJr乙の{1J. 11-I｀んと今 la

国祖で｀f号「；；； ／必あ・よ C H戊．注加ゑ

て‘得た／、 6 と遁＜，：のミと I公本

究検のような高圧下で 1l 't?ii叫

lり勅丼ょ<. ;on ー（ムぅ士er t,Ii'ク紋

して，、ちことt木して，、ら．

ion 

(I) 

CH4 

CH3F 

CH3Ct 

CH3Br 

咬iし
’‘ '/‘t-

C'2FBr 
li ,' 

一‘‘--

叩r2
‘’ I I 
l ¥ ,. _、 I `T 

r
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2

、

F
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`
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、

•

C
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CH名 Br
;', 

,—•'‘r--

%B、~_::1, _Cli:3CHBrCI 
i¥CH2Br2 
',.l ^ ̂‘ ，．．勺‘·‘,、..—;.. Tr  

一

r

`

 
ー

1

B
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9
9
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比
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C
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c
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ヽ

B

`

 

比
R
l

ノ

C

-

表，国相 CH...ナt紀祝， h t心
CHり -H8D吋v-H(L 系にあ｀け 3

生成霜収努比（研戎rサ l ヒして）

retention time 

国 CH3X-H‘゜喰,. (Hル／CJl3X= 0、 lm.ol) 0) 

ラジオガ｀ス？ロマトゲうム

System CH Br 
3 
CH BェCl
2 

CH Br 
2 2 
CH,CHBrCl 
a 

CH~CHBr 3 - -2 CH_BrCH_Br 2 -2 CHBr 3 

80m 
H Br-CH 

4 

80m H -----Br-CH. -HCl 
4 

1.2 ー 0.90 0.18 0.34 

l. 6 0.96 ー 0.51 0. 79 < 0.1 
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1 A03 < m Al).の広渇曼也｀庄じる ”sHantの今ャージスペクトル〉

狸化労研究梵 。伊東芳｝ 荒谷美智 野均正

/ 絲言固体表面陪の研究には， XMA J Es CA I Au Cr E IZ !fが放用され
ている OI‘’ ，放射杜点知‘｀生じるイオンの今ャージスペ 7 トルは極＜藷ぃ固体麺屠
の状態に競敏l：：昂響されるのて表OO雄究の方1J rJ手段となリうる笞て｀•ある。 す
で｀ l：：、中枝子捕獲ゃ認碍虹Jる反挑原J Iてついて(J闘究されているが｀、炉紋
て生じる今ャージスペクト）レにつし I て(J,ま K｀珈笏．されてし I 「ぶ I 9 ケイ秦J:. I：萬
＜茶着し E 企の ll'rALL ("/1., ir)”が加反応による I9iAu ニ― H戸の知ージ入
ぺクトルと測定して、そのイオンの量と他教＆しらべ「：：。 同時 /-::ES CA て＼｀試叶
表面のスペ 7 トルと絨渕しf：：， ／？がAu （ま羊減期 2,7 日 1 /?『H9 の反跳ェネルギー
は最高ょ夕ん7 て｀＇、その［翡の内神転険1民数は 0,0 ＃て、ある．

2 梵駿言翡料 l這さ笈0 月列』火ぎさ／3 江 X9 口d)鐘面研靡した平善休ケ
4 奏板(< I oo >面）を HF て醸ib股を隙広した後、企を厚さ弘0 7l m.と／勾応
｀着したものと即 l た。 膜美月 IJU L VA C の DTM- ;z.90 密モニクーて＇制御し
、放射化て｀＇，確言忍し「：：：。 3to n 勿の試料lj杓幻束／，夕 x //}/2 n cl1l. -2 心c召＂／2
疇照射し、）印l定時の放射能[J約／呪但’て＂あっ「：：° /:zo l1.勿の試和"[J印幻
束，ぷIX /01a'/I, C次芦cー／て＂ ／／，｛時間囀tし、測定記の放肘能tJ籾知’て’’
あった。今ャージスペクトりメーターは日立尺 MU 巳舷紅易牛径z勿灰冗のセ 7 J
ー型て＇｀、イオン源、と枝進渇い郭令を放射杜生物倣町別定に適し紅うに改逃したもの
を用い F ・ スリット中 113 位孔7fl (7)試｀料て｀・ IJ ? m '1l1. X/.2加m. ? /.2.9 7l m.の試＇料
詞t m m. xs,26 m,冽 l：：し，抑速覺圧 IJ夕 k -rとし「：：：。 検出器/:c {;J 2 次恩｝消
條管を側月し、）＼，ルス計数う討‘と用いた。

3 結果図 11J浪Il定に用いた 3£o n m. t1>試料勿E3GA スペクトルである。
図 2 は上段のスペクトルが、図 I の 0 | 5 I Si2P, Aパザの邦今ぎ拡大（た｛
のて｀＇、下役の同一条件て｀、金を唐＜蒸羞し（：試料のスペクトルとと比庫文 l たものてあ
る。 試料のスペJ 1- lUヵ＼‘、シフトしている：：とから測定に用いた 36() 月灰パ叶粁IJ.
金とケイ素カ\". iJ｀グリノ＼り；屁叩状態で｀あうと秀んられる。 図 3,)月49J糸IJ. d) 
試"(J)4 ャージスペ 7 トルて、どちらも 5他が最火て‘'ある。 入{{)み灰の言礼‘I和‘'、
S1恥冽叫這蒋釦l"思、いため、 Si O りf H戸 l：：含jれてt l 3 可徳叩l'、ある。
図 5 (1 /2 (J l2 況の訓粁を空気点 l：さらした後、分解陀をあり‘‘て、 SLo 十と Hげの
麟を成1応し（こものてあう。 S し otの顕蜂「j増加叩I＾ヶられ、これガらも、ごく
薗ぃ固休麦面屠の協的厄研約：［Jナャージスペクトル妍応用てべき 3 ことか｀、予想され
る．
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1A04 Ab 心tio 法にぷるPり斐変の距詢的梢兌（オ4叛) JH-ターシ

トシンI ~H-i,-シトシンの炉衷要i:: DNA I：：ぉ Iパ心物/'(,i肝淑l
果

（約立天唄呼hif) o 'f 1咀氏，今打昌、

1. シトシン (l刃 1) 心、グ了：：：ン、テミン、了デニンと天 ~(q) 

1 こ． DNA と構成すか品基てある。乙れウ v, t島苓 1J. j'7 ==-✓ .• • 0~)/ ~、)\
-‘ントン乙了デ＝ソーテミン＊柔特令呆 k く乍，）、デオそゾ 'l l(2) `/  H(11) 

求ースと 'l 項いが阜合しててさ r＜二茶の一太元o ふ令 3紀合咳l .-o• N:)(4憂ヽ H
c (10) 

＂砂｀つ 11 て、＼る。 D N A1s いう 3 て•もる‘く．遺佑怜惰反とフか l 
N (8) 

乏どもいピ?>')、今 3)ぎ窃 l即的にみて、うわのて甲帝t・わる。 .·揺 •HCiヽ）

今国 I~' I;'ー 3 \-1- -•I トシゾ（同 2-~) I いH- シトシン（回 2-b) I司 1. :,,.,トンゾ

の釦屡要 0麟6打愈言ね臼Q` \\、乙いわが DNA 屯碁として販＇） ::: S れた際戸吻
心輝喝こつヽ＼て議論鱈，
2. 泊てフベ Iレした分否の釦要度にぷる命秘汀物とt v, 工キい—状態 1.J，非

履醗3飢直法と町\~疇計簿にぷフて菜のることがt｀さる（オ疇放的心

訳論会／ $.恥ta et ＆ノ~. C~em. Pk>js.,, ~/ 4-ヽ 71(1977)) 。今回も 1司叡取
＇｝知 l ど付び、＄ T 0-s年戸繹畔と豆 Ab initio 1.....CA  0 -s c5-
MO シ勾：： S'）t渭i □ Tく。計廟3 すべて叩麟G心SS 池.,_ 70 H H 

ブ :.7;:r:。門、JV\ルーF芦゜ Mr-::: /✓7: l：ぷJ:て6-3H- フ／卜。／。〔汀゜、よ
ンと DNA1ごと＇）乙 S 屯た渇令 op嘉装 1 ：：：ぷる DNA蜘碍T H/N、H t-\/N、 H

初キャ史然愛畏訥起効果 1：：ついて詳狐な実院と行Q｀っている。 (a) (b¥ 

応ヵ宅呼柑果と 3 とのて表.L Iご牙、す。乙 V) 柿晃 Iさ、 DN A m 田H汀細ツ（a) ＆叫t::/

傾 v) t刀竹籾辛ゃ茫然変具誘梵〇禎度が炉H-
(b) 

表 1，埓シトシン 9DNAIこお 1T る守物的切呆
｀ントン乙＆瑶ント：／ンとて・者るしく嬰勺る

ごととネして..f-j'J、単二．咀→硲戸屯奢 vう

殊ヵ戸直：：：よる初果たり• C'13 なく I t要委 l<

来づく‘‘Q。ぐa§ でffeぷ＇が阿翌匂｀役割 k レ

DNA令恩が7/併「

心H- シ・トソン . 1 
: 

6-1H ・：／いシン 4 

茫 ?.F.' 変奨誘発
(X i易面） ぐSIう 7rージ）

e
・
・

1

500 

て、ヽるごととぇ、して 9ヽる。

z ii'\迄｀ 3恥汀｀ r襄要に南する野瞼計算心少心く、咤I：：：，守溶禾 1：：：）荊連可るがっ
n ての栖も\,;;.\'見当ら'.sい。源荏ら 1s 、 3 1-1 HO のft` t慇度において、加起状態のイオ ✓

呵（切）が'l立‘し、：： B 応鐸栓て'3寿-eV 0 エキ，ぃ午・ーが放也 2 れ 9Z ととi直

し「く。~ r<.. 2 0 エキ 1レキ―ー 1;;1'、在年禾において l<J°)訃）〇水条特令呆と訊し、 1吻

印的効果と／及 I迂す専~\'.S守因 l こ匂―`J 7 -0ヱとと木唆 L rて。
癸底笈喫と l莉涅して、 Z いよて｀ 応，れら 1 ：：：よって、 1· -r =-✓ーシトッJ水呆補合

系（国 3 ）ぃ叩mt蘭がn わ汎， L砂dIn.のり宇 m臣説が提裳 2 孔ている。んか
巫｛，n. I.:r プ了＝ ✓ -ント、ンハの三フ〇水束稲合0 7 り、中央の N-H•• N 水表i甜汀）

？y--oたn. Iくつし I C 1.;J o/叫／e 此蚊 pot叫ia］が信仕レ、この二つ V1 辺詞v') p濯函約

厨＜ぷフて庚忽度臭が起ると名z.,rく。
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”‘§ li (’広，
9 ` 

今国l3 、豆H- 、ントッ:J I 6->\-\-ット‘ンンの戸

r要度に s 7 て T 氏qる姦於イオンにい、 DN A 
に取＇）こ 3 が「ぐH- 。ノトッソの P噸知牙物i以庁
的勃果と， L砂d,'n 0 坂説〇叶脱灯叶と柁訂鱈。

l記 l<.r- mーント、ン:./ I (;-3卜I- ント：／ン 0戸｀

凜恋 1こぶフて屯応可る寿応；li:..懇 0 籍以；；・I VJ 

ギテンジ-"1 Iv 朋様とそ V1 森於イオ·✓ とオ30,
オげンシ-"1 Iレ曲相\~.いずれも臣寮守ど rd`' J

それt"I!'\. He 原る 0 といたイオン A ~BIこ匂｀

ダこれりりイオン (A., B) と｀ントジン白

身と 0 全OSS o.tom/C f Oだia ti:n k /::t蛉した
vうが表 2 てあゐ。グ了ニンと 0 *茉柿／合siT-e
⑪る N(3) 原 5 と 0 （ワ）尿 3 /I)がい‘●●と（

l：：：肴しく、 0. 1~0.16 （泡J)にもiす-{;).
J r< 、イオ ✓A 1 13 I~ お I\ て、 N(J)原 3 ど

0(7) 保｝ y)度代の天ささが迎飩すゐ z 'lが

守目2 れゐ．

以 r 11)箱果ヵ‘ゥ、 CT...如ne -.IH- [_yto.s、•ne

水条詩合呆 1.J'厄壊麦 lこぷって、 Guan ine-恥 A,
J K IJ、 Guanine - Ion B 水桑結合糸へと

度汎し、＊い柑令 sit-.e 0 CTYOSS cha r,戸
k 火~ TJ忍渇 V) 起る乙とがわかる。し rくが

って、 Z の菱 1い心い結合ェキ lレやーや水
茶翫合 L てし＼るpro恥ハ位置丼へ、こり

よう匂｀影嗜と与もるかと明りtJ‘l ：：：：すること
が、守窃的的初果ど唄ウが 1：：する.t.t奇1,

＂てある。 (H~ が帷訊見して正伺筒こQ`
った S心へ v, 高｝供浮差の付吋浴 1こふる寅
ぅヵ：爵い込みヵ効民共もX l刀と思．れがゐ。）

これ h a 涸趣 1こつ II て I ;rオ万報て•青訂ず令。

久
('一ャ H 

炉↓ \ C-C /° `--• H-N1、f
¥ / ¥ /C-C 
＼戸 ·0 -ｷ  •N°ぶc-H
応-C\ ¥C-NI 

IN-H ---• O/ 、\-1
H 

困 3. ?`、ア=:,/-'.Iトシソ＊茶詰令示
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¥6  3H-C1tosne`  

O、ヽ！．忍N、
°一 o'ーO-o-

1.0 1.5 2.0 
R (C-He)A 

2.5 

I可十 "1碁訳択筍．0\才、守ンシい＇レ町筏

Table Jr. Gross atomic populations. 

N (1) 7. 35認りぷ52) 7. 36:?t．心37 ） 吋翌誌ne
C(2) 5.601(0.022) 5.565(0.058) 5.623 
N(3) 7.214(0.151) 7.244(0.101) ?.546 
C(4) 5.644(0.056), 5.641(0.059) 5.700 
C(5) 5.806(0.390)* 6.150(0.046). 6.196 
C(6j 5.853(0.038) 5.558(0.333)* 5.891 
0(7) 8.186(0.120) 8.146(0.160) 8.506 
N(8) 7.507(0.033) 7.501(0,039) 7.540 
H 〔釘 0.669(0.065) 0.651(0.083) 0.734 
H(lO) 0.816(0.079) 0.895 
H(ll) 0.798(0.102) 0.900 
H(l2) 0.676(0.050) 0.673(0.053) 0.726 
H(l3) 0.698(0.043) 0.693(0.048) 0.741 

( ) 0¥ i Ji 1 J,シトシン X へ牙

* 15. 7)-1へつヽヽて、｛ E 床缶度E3

＜即辛〉
苓裸澳にふI<')、 G四巫,'a.NI 70 7゜口 7•• フムと Tだ＜礎疾下_J'J.,, 0 ヽ、ウと

議誦して下~ 11 jした、珂如手柚丸吋、后田ネ屡ev, 明村朋硝代 1：：思翫ヽ R し
3 寸。 3 尺 茶碑凡 1こ臀； 1:: 1え Bn と万7J 3 L.と下さいJし. Jiく、東 1＼文＇言｀坪印告や、 1屈

V} 存信粒拘、名伶随二 B7J1奸史、即東卸直丈管野l"や、im 軒博社名女貰 1：：稔’即 I\ v( 

し 3 す。
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1 A05 Abmtゅ法にぷが互凜忍遺論的研兄（元報）
TH刈••H-NHz, TH年松M-•-H-NHが井 0 A/-ｷｷ I-/吠／ ＊呆柘麟 1こ

ぉ⑬炉鯰 （肴口直．桐抑頂、輝）

°す，打氏、樹和l象ー、今打昌．
1. 牙牛報て、 7' -Y= :/-jが｀ントシン水ま粍合禾 Iる P嬢変k ぷフて｀グ丁ニ

シーイオンA, S r< IS 、斤：：：‘./ーイオン）3へと菱代し、＊発特合 s沈Q 0 NO) 命

ふ、 0 (7) 令J 0 CTやSS 迂omIC F°rふt,'on tlJ要代かとく I, 希しくな ~z とと
報呂L.. Tく。

輝こ 1.;J. 1H2N--ｷ 1-t -N 出（了パ＝了二沖ィ苓＼~ THz窪N--·H-NHz (メテル戸
：ー了ンも二了＊免特令禾） l ：：ふ 1T "Q I → H匂戸t懃度 D 券礎的挽言キと門心｀い、 N•H-N
水和拝冷 I ：：：／S:Z 1;f ~水免荘屯 s it..Q 0 po p u Q叶ion v) 晋ゲ暫丼にフいて誘箔す己。

2 ，計蔦心酎報（オ4 報＼ X 同様、 STO-sG-法と未応布粒と.;r ~ Ab.-n:t,ｷo 
んで AO-SC 平ー／叶 0 ふ＜.s 7 て行'.. S., rく。もT扉y1汀象にした了ンセ＝了＝爵坪
とメ予 Iし了ミン一了ンモ＝ア水免特冷呆 v) ぎ）旬酎置と回 1 Iミネ恣。了｀／モニ了とメ

テル了ミ ✓ v, 炉eo匹t~口宅珈息とその 3, m rく。了ハモーアニ魯坪V) *手秤令工
キ！レギー 1 ;t. Y- CN ヽ ··N)"' J .os A て•7. 68  k凶／md 、 メ干Jレ了ミ • ./—了ンモニ了かS

Y-(N •• 1¥1) "'j, 0 1?)\て• J、J 7 知J /..,{Iてぁフ仄。

3 、ブ了ニン―｀ントンン水茉岱合条ぽ、オ4報の図 31：：：ネ戸う 1< 、二つ反）

N-H ヽ •0 'C一つ 0 N- 1-1-··N水知特合とがらr.J‘る。人ら w必り 1反説て＾/.J これら//)うり
N-H••N ＊茶柿令が甲宅な役割と果 rくし、とく I< r四To几 B信置が文t刀tぁるとふ八
て＼ヽ,-!;) 9 し広が‘フて 未報ご\,J".厄t要度vJ N-1-1--ｷｷ N 
＊令純令にJ女 lぎす効果につ＼ I て汚目するz..ど＼こ吋る。

叩に、 TH退•H-NH注芽特令い T →1-\げ壊度
にお lT~ 樟 0 差炉屯パ＇テンシ-'() I国釦戸。
こヵ曲稲と某灼っ，、へあr<って、y(N- He) 以外 O'缶 l旬
酎置 \3 杏ゎらないし力どし「く。こ P 不゜了ンシ)<l IV曲
楳 0 形から、 He n‘• 13 可｀．爪、謡・`•H ヽ叩（ .!.A I) が守応

することが陥ミ。＝ v, ,fオンと N1 衣毘と可；。こ

0N1 斗訂慧において、 凡•H-N水苓和合n

p碕on1 こ l芍吋る太9 千ンジゃ I\,' 飴稚と並ャ

否ど、田 3 °'ぷう 1 こ doい山叫j ?°— 

如tia！町鯰爪る。J R 、 N--· N)薗西離．

1こ）甘打 3・芥｀干ンシ"" Iレ曲帷 2 某のつと、

Y(N`··N) 古 al. C/-応て紆心如／ ／mblB 水
令拝令エネ Iレギーと未芍翫＼かin,•m<.Am が‘;

喝りれ，： a jt釘て D ゃ泣迅lこ l阿す＝木゜

〒ンパ lレ曲息S N 1 状懇l!: lJ嬰な＇）、
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回2、~-"-一咄刈; (.1J( )n ネ゜7 ンシ4憤雌

1.0 

SI.nJ& wc以p応nも以 I (,..,-ク。以エと 3 と⑦て禾可と図千 n ぷうになる。 TH況・

H-NH2 OB-r要倉にふ\\て I J: 姦ず｀． H凶—• H-NHぇ （ェが） （ N1 状恕）がて..さ` /¥I N 
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叩直汀沿s., て Y(N••N) きJ．午応 0 N ぇ疇とな＇），

そして、母底斗t約（惰／）へ＇芙ボすう。令＜井称な舟

X 枯 s·、 (NH2·· f\··Nt12Y¥- 0 水条桔合 19 ロト ✓ II）ギ干ン

シィ Iレ 1.J、凡l\ }蘭町『0\や I9 とこう℃＂ doubj)Q w叫

とな｀）、 N•N l科胚維＾丙 I\ °l:こう·(. s;n3.P,.,研紗

とな‘), ma,'n aTomA l旬ぃ腔緒が距専なこl'..とネ

してヽ、否。 TH汎••H-NH2 /J厖t息恋にふって＊手租令

午‘が阿足火すか特殊な 1アースて••あ＝。

J.~7 如／mbI V) ＊芽特令エキ lレギーと元~ TH直晶

H-NH2 水手柿□ Iり釦炉廷ぷ，て吠H退•- H-NHぇ
げ1') へ変化す;;,, 9 こ〇イオ1/ v, NｷｷｷN 

叩F 計栢こ惰頂｀るネっ干Jシ><I Iレ節楳心図 5
VI ょうにな‘)、水缶桔令エキ）レ手一 1打3

社でず、正：NH :z. t Nl-13 \：：：解維可る。
7・了＝ンーシトシ:/水手桔令条にぶ了

~ l\1 -H-··N ＊和玲° ?°rふtionl3. p— 

壊度にぶって表 11こホすぶう 1：：：守化する。
3 R ，メテル了ミン一了ンモニア 1こふ IT

る N-H •• l\\水令枯令 1こ l芍するやや＼心ion
屯\;jジ同様なも約とする。 I I ..j、 N··N 

l訂距捨と＼訂足し、水全柿令しているテロトン

のボ゜丁ンツ>(I ’v曲相と某のつと Sinげe "-'eu 
とな‘)、曲 4` i直とネ寸アロト ✓ O\位置心、親
内丈干 Iレ了ミシー了ンモ＝マ禾と念ゎゥ 0‘I\ 。

し re 廿ーって、プ・了＝ンーシトシンドぶ Iyるニ

っ 0N卦•O 水手柿令13 面希と）団足して、、否

r：：： IT てなく、偲q申専な得割と昂\i<.して、ヽる

七qと考もらがる？

速在． Ab,'m; t,’o 法と）可 I\ て `N-\-l···l\\

い N- 1-1 ···0 キ手科令角 8 と合足モデ，レ忙令物

叶慕と、 C ND  0 法にふ己 Guan,'ne-

CYtos,’ne 壬q f,食度＾計恙と行なって、，る。
これが o 枯果 Id N屯0 ギ衰杓令0) f閉割とぷ

＇）哨噌： 2 せ弓炉のと期叩爪ま。
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9 こ l祠mギ和砂池雑

表1. E.嘉度 1：：・に勺ごごし紅
N - H-----N 

呵B '1年 9．丸ら
A ワ4'T T.214 

'1.244 

亨喝間ば芸 '1.403 

'1. 2氾

*• 
互今Te a心邸如如f-cl尽ゥ
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1 A06 卜｀ l 千汀ぃ棟蔚°ロパソおよび卜 Iしエンのぽ裟侶：：：とも TJう
新片イオン化の研碗

（東北た理） 0組野健二．占原、盾::. ·卿 1月侶
1. r Jじ,r,> 1 ：：：

T • H;, ¢痕変にともなっ？庄成すゐイオンの理節的廂尻 1J,光較町簡阜 rJfヶ
(l1T, C. H汀はど） 1：：：フいて 1J庄目ら 1) によって 1隣験的ゲ＂軌迫広を用 II て 1f rJ
われた e •今釦，乎荏蜘幻軟大 (MlN·P0/2) を用いて，以較勾大さ lJ屁
て｀あるトリテり遭飯九）むンおよ叫 lしエン 1：：：アいてぽ壌愛によっく生紋す狂町
片イオンが輝叩利を行 rJ I ヽ，そ”結果， We')(知釘ら 2) の代綬紡果を走庄的 1灌泥、
吼すゐことがt"さ r：：：の z―級告すゐ．

2. 角え方
い）千ウム椀懺疇町 RT) の RTL 叫tみ刈碑
環釣的 1＜示すヒ国 1 のように 1Jゐ。す TJl):7ち I (I) の
場合はんの健 D‘"LR-He]tの解離エネ lレャーj' I) 小さい
鳴合？ー1 [R-He)t,J的定 1＜呑圧す b じ予創 3 収ゐ。(ll )IJ
a 疇合解掩工芥 Iレギーよ I) 入さく，又，（皿） l成挑哩
ボテンジ々Jレ曲嫌：てあゐII) 2‘・，励ガの楊·合ともぼ廿e]t
戯渭籠するものヒ和如八暉りっ 2 生餃いき
名イオンがすがり碑Lネ）レギーを持っ <'I 、 b 鳴合に息
lJ更に新片化すゐ力 0 と恥れる。
以X の為以から，（1) 恨イオンのも危う状態のポ

テンラャ lレ齢魚 (2）右釦杖｀態への遷約確率(3)的
インの新片4じの凡部エ}} lしヤー．1衣危．ぽがA.t. 3 長が用 Y (R-He) 

らかにすれ(JRT の Pサ吸麦 I'.:. じも TJ?新片 1じヒ予渉11 図1. RT £R沿過程の痕鵡

~ 

Pon 

(1) 

a
 

RT 

(IT l 

(lll.) 

ることが‘てきゐ。

狼 1 オンク亮鹿状態の 11行ンジ"? Iレ曲線：1 J.
MIN.DO/2 忠：：：j" I) 計算レに。親から恨イオ
ンの華底杖侭への邊杓碓象ま，’'衝間迎以'’n‘‘
餃 l) 立っ □魏し， Poo ＝＜五 l函。炉に
ょ＇）幻 Tc 。 ここ 2＂亜p,生ん 13 それぞれ親
および娘イオンの基底1［態りを躙関嵌を表
わしでいゐ。 西両斤化贔邦エ芥 lし 1.`­
ィ紅庫（J生田ら3〉直謬？求めに

3. 結果あ｀ ＆靖乗，
即 1 -c p-C叶T が如ズン r-c西Heへ湛底

1燻、のボテンジィ lバ屈泉t示す。このポテン
万 Iレ曲嫁荘叫うり‘l＜反花茫名 (,-He 絡合
は直ら 1-:::.脩雛するものし危必られゐ．（図 1 の
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m..の場合 1,祖哲す~)。 この時．［C3 両］T
に 1訊郎□ Iレギ｀ーとし之最尺4E=2,02
eV が牛ルられる。図 3喝の芦3田ラジカ

ル硫節曲線からに西］十の内奇立牙 Iレ千｀
ーが 2eV 以下の物含む汲するイオンは
叩'r/t t C3tiS.,. 2¥あるシとがわかる。 3 「<

，親b心狼イオンp-c咋H-et I')基釦燻へ
が租物程年 P00 かい 57. ？ % （国 2) 7 あゐ

から、朽珈T 汀表夜によっ 2 生餃 1 ゐ
イオンの約 607-, rJ Cぅ Hずとら HST 2もの

るシとが打ね爪か
S~C西T もp-C3由T と同材乍I灼ン 念
乞 l\I曲線IJ反挑把 2‘―,,1&= t>. 93 eV t••あ こ

リ，遷約唯．年 Poo=sJ.t % rあった。 1図 3
ーレの S-UHヮラジカ lレの分餅曲線：から，
S-C西T の¢頂綬 I：：ょ， 2 王放すゐイオン
叶りJo¼ {J C3H•? オ占めゐンヒ 11‘し予測さ

れ．る。

虹叶剰1ふ飴パey,ら2) が謹姉果
-p-c3田Tにつ (I< ／す Ci Hヴヒ臼日；ど全
体の 70 1/o J p-C.ぅ而 T についマ I 'J C出が

が終％占めゐ。一とよく一致すゐ b の 27沿．

100 
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5 10 
Internal energy(eV) 

Fig_ 3-a. Breakdown curve of 
p-C3H7" radical 
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O-CH;,C6出T' 汁⑳c、 H4T, f-Ula~ Hq. T みよび• C出T ⇔Hc rr:Jピのトリテ
加｝難卜 lレエンにつ 11 <も同属泊廃t仕 r-c.

O- C.H3 句Hq T の場在娘ィオン 0-CH3&HfHetの星底1灯息がにテンジャル曲線
l該捷型 2~ ムヒ＝.;l. 30 eアが得らill I 遵翫餌和は既．砂％とい叫尊柏畏1J喝
ら囮~。 l記に示した 0べH3 C.brl千ラジカ）レの分解組線、から， 0-CH荘心T のり感受
によっ 2 田成する断庁イオン＇叶約夕s r.tc.けがィオンが｀占めるこヒが予莉I される
。他の1-- Il 千り遣蔚 lレエンにつ I/ 之も， C1村 1 オンが主主絞イオンであると
100r ro-o-o¥ C7H7+ . !.:」され， W辺er ら 3) 直蜘果をは

• o C祖7+ • l~`'祀明すゐ::..ヒがでさfC 。
叫）

3H3 / i)主田ら，第 20囲放射化磨甘餘広⑭争爵）
講痕料い集)> !;~ (/'I'76) 

2) S. Wexler 以．必．，J Ch珈． Phys.) 逗，
• O 、

'/. I ワ（／？砂）

5 10 3) S.Ik心 4．必，伽叫sjりん辺豆
Interna I energy (eV) 
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Fig.4 Breakdown curve of 
o -CH3C5H4ｷ radical 

匡，迂l
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I A07 簾子炉廂射I~ より炭 4ヒ水素中 Iて庄成する '3N の,{I:.草朕態
一主として放射線介僻反食、との肉連一—

（詳放犬→麟が原証） 氣紅義灯o戸村縄児 松涌｀J艮男

ベンゼンおよび‘シクロヘキサン‘dJ原千炉内、咀射で反糾暢千によリ．主 Iて ,sC ( 
p, n) I~ J{疇で I3N が生成‘する。：：の習．庄戒する種々の 93N it:令嬌の放射囀

的碍 Iよ、狐、射中のターケ‘‘ット物領の種囃な 9 如湿虎（まt-:: ＼ま固／知戒態） 1< 

たきく｛疇い。 ”N~ 反躁畔パ‘‘- (2～ぢ k-eV) ガ‘ら:f! I断レて I I双ガ‘冴夜支援
前I> J3 C 叩這 1~ ヒビ｀ね尋 Iお 1 ヽ 2 い。輝 /3り応…4ヒ学反応を記
最終的 l凜釦れる吹化知加該戒‘する士のと思、われみ。ターゲ‘ット分子c?,I炉内
放射線分解l這るま疇毛、：：If} I) N との 4ヒ浮反忍藩与する毛のヒ角え，ゎ礼わ

むの実兼条件にわlr砂這棧靭辮琵｀物召恥‘1 上祀の '3N 4ヒ令物］生成反沢ヒ咽
連を検討する。
2 斜料およ紅‘‘照射茶｝十：斜料 Iて 1.r吹m- げ‘、フトし同様1--::: l"l-e.r-ck社製スペ’外
Iレ 1刊診巣屯径索介ス斧函氣中で‘1糾還、瑠レたit/)屯用いtく。囃料を叶如鰈辞狐Iて
係名なが夕立叙尺章康千炉 F 、眼射打L で‘I() ~60 分面、眼射した。：：のときの有絡吸
収チネ lレキ‘‘ーは（人／ 1~ 7、 0) X I O 2 I eV,/グになる。
疇遺l 定：ベン也｀‘ンターケ｀‘`？卜 1< おいて IJ高喝、€、の心に合物の牧：和藩I吠き
いので｀，祓針線分哨荘成‘勅 Iてクいて主忙す、』裔、そ、物領な諏べ‘ヤく。照射し「可齢料 I 0 
,m.iなわ滋骨レ「~ I|ヽヒ‘`-1l -1-::: 採取レ，沸、t、以下m謡ぼ‘ベンゼ｀ンを揮察がど、
2~ 3 4 ま約麟した後，真洛テ‘‘シケーク内で‘アスピレータ名用いて残リのべ‘ン
必‘ンを除去する。次 lて／婁各ポンフ゜な用いて極量位1達す珪て、、（約／ 0 時洵）老

遥で＇真祀脱氣する。残和重量なt
べ、和虹、物知量と店。疇を
エチ Iレア Iレ，コー Iレまた 1Jシクロヘ令

すン 1＜苓領·し／不喀勃1を分副レt俊
甘正20 rJ-/()·~介光老量光度itで
復およ芥｀｀紫外汲牧スペクト I凶扉l
足する。
3 ベン必‘ンクーゲ‘ウトにク V‘てf阜
叶砕：高斎、§、に輝拉もしくば黄
禍鯰固体で‘•ベンぶ‘ンに可苓，シ
クロヘ寺すン，アJレコー Iレに I ,;t:一部
峯tる。エ和レア，レコー 11/2,幹昂物屯
吏 Iく叶 Iレでレコー Iレで‘よっ街溝
釈した 4 のI/'}崇外吸牧スペクト Iレと

涵 l に示す。ビ‘ァェニー 1レに相当す

る 2/2 b‘ よが‘2 j- o れ血.1{:桜記吸

牧·叶函尺芍詩、めるが、長成長復,1への
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21 abs1d..”屯'1 (10~... eV/sa町le)
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irrad'11. t:iJHI (ain.) 

図 2 炉内要、射時向と、鳶弗点物債生成量の渕係
煎、約峨 o d r-y-J.c:e （約ー比 oc) J 

0 ~6 °C および● ~ 2 含゜C ．（べ‘ン七‘‘ン）

チーリンク‘‘毛可成リ火芝＜、高
係妥、知撃組知し合蒻］を含む殺こ
種の複輝であみ屁考える，

釈‘る照和駿和濱 1rる狛
差、物侑の屯成量ば吼射裔·fa\k.d'l 

潤係と函2 に示す。ドライアイ
幻蝕隣渡（約ー_f-.f ~c) J 1 
°C および‘2 ぶ °Cのい訊咽譲
において毛庄成邊と埓祖の向Iて
11.鉛息紺係がある。ま疇麟
度4‘‘ふ祥，高斧、影、物知吠
管々歌、かなる碩釦‘｀見ら也
現系 I~ お IT砂姓灘惰膝1-::::.
這免緋釦ヽ、ある：：とが蒻‘
ぶ‘える。拾，如仔線lくよる＆
(-C山）値とレて． z J'、iｷc 
で｀ I 、 27 な翡店。
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Sb 絞付製訊｀珈化咋冷肋

渇 k 愈碩） 而 H恥・麟，—詞今翫綱• O森此爺丈

諷介知改｀叩ii)/J)化喀卸麟：：： ? ＼ l て 11:説(:::.§謬し和ようし」、紺綬如 0 補嗅6
緬レで旦｀す釘噂叡4 0)と bィ遣翫l’ず｀哨鴎釦繹1ら1J\‘'訊笥丘麟11
砥雌内 7.:. -Iし寺落水槃激を黙ふ＼沢絲「して笠ぷ可紅崎似恥化浮位平蜘 lつハ）
て翁舌可知

厄ぃ渇釘逗じく｀も知？ ＼ I ても沢杓凡紋併ほ似 Y蛾．p瑶訴よび反紐鴨ふ苫）と
絞介梨月 l::, fげ燎算祐起恥足が，＂(1.t tJ-¥ a dl て‘ロラジ｀力 1しス h /\`‘ンジャー℃して
〇るb（園）、らb(V) (/) t鰭を試｀灼 I ご ho え巳危々も斑識｀してふ‘< -;:..とにより．叔り澤読
起底）歪＇ 1::::- 南可 b 知見も僭ゥ↓＼;) 9 
（市除）
唸bで燻諏しにが（町）と 1).ちい愈識‘した叫（17）を訴］製し｀ン約r, 3 稲：心‘式利を日危

I A08 

しf::.,

直詔紐mroぷ』 ぁ b い l［熱 lしミネッセ‘／灯繹訂
＂）寄（直） 0 、01 呵，叫(V) 0`01“1 を含も O.? N 磁醜K 魂成。、2.心
iii)洲（也） O.D1 ""i. S応） 0、ol吋．叫 0げヌ 1-Jmu oぎ 0, 1 11,\'}も含む。`'8 N 石紅粒、
玖 0、2.戌

：：かゥ 0試叩譲1:::. 訊咤素tエ、石疾翫乱｀丘魂吋レて． KU R P 斤気喘差管
て＿ 2 ~這向詞照、印し応疇筏豫1 1‘／燻虹[')、 5疇）尋b(V) を迅
唖疇難レ、 1飼然紅 A‘賀o 戸稟紅ぶ卜し一打ーが戸象を G心）脈ム応｀吼'1虹た。
(J:謹）

叩如銀諒麟応：：：ついて

扉、よびiiり爪言〖孔：：ホいて．-sb々W..)直｛しホ｀よひ｀‘るb方）遣元がみるいわ。図 1
じ汀咤n 繹13稟（知ll' Y を辰｀ ＼臼輝虚．談年紅）によなるb(Til）げ紐麟組，
lり2.（こ分 (7) n 墨凡())~低を、不可。誇にI)) a 他 1--a:＼吋‘爪も分（圃）の殺急改伊l レた。
1.5 r • 0.15r ゴ l\‘'I し卜 60.‘K'戸内

杖籾釦＼‘ょ冗砂
製斤の1i叡合におl1
り昇 11".感筍虚
直にぷるみ＾と危
た0 J＼る。ごN\ l こ

攻して啜元の¢叶直

11-いず小もる欧）

町農度l-:, t鳴’1 する

が非祐に小さく、

埓循 U‘詞危心隣

)

q

S
I
)
9
 0.5 

1.0 

図 1

1 2 3 4 5 

[Sb(ill)]x 104(M) 

> 
)

q

S
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[Sb(V}]X 104 {M) そばな＼）。
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②威が裂之｀｀釦特訊｀する珈麟併にフ 1) て
叫のャ易合に l'l Iつ埼、そレてね3U Ol t易合 l:::. I1 巧b. 131Sb. I如同祁‘よぶ｀ I ュ8Eb が欧

冦て｀＇釦軒這‘す瑾J合/J)大さいi司柑倅て演る。二J＼ら 1す大きf6l文蹄1 元（し守‘｀ーと
府慇を待って生欲‘いが嗅釘夜な｛碍喝もい臼復知t鰭疇 l汎叩衛麟
反応＇和浚 11 "JJも(J\'t.仮虎す 3 。｛鱈パ鵠牡怨秀起反応叫 Sb(1!1) a-,駿釦'[5這）『
似作表度に氏例レ、 5聞(V) の唖元 1す外(V) /J)t即和霰度 1:.. tt初ず 3 -: t.丘伶葱 l二入ハて、
虹1窯令起反応も将げ砂A荀か化学形を求 n 3 と表 1 叫｀シ。威侑破て護埓知＼｀ 4
“合 l1 ．同瓜ぽ(:;:.よる葬 1 J l f'i..んと｀な＼ I :;:. G-が｀予慇fiY'-.1:恋表 1 麟辰］｛嬌
I 1 吋‘'かも 5以皿）として訂たにかJ11瑣やに人ざ＼ l 。 le /JI・品冷と同じく ⑲将祖希1つ
邸雌ば lにい勺I\｀・勺墨元俄りなる，
Table 1. Oxidation states o:fSb:fission products in 0,8N H2 ~So 4• 

Fissioning Sb Fission Half life Measured y-ray Cumulative Percent formed Percent 

nuclei products (KeV) :fission yield(%) by /3-deca y(%) as Sb(III) (%) 
(y-Abundance) 

235 u 133 Sb 2.6 m 913 (0.88) 2.29 , 99 土 7

233 u 133 Sb 2.6 m 913 (0.88) 0.86 2 99 土 6

132 Sb 2.93 m 974 (l.O) 1.25 , 86 士 5

130gSb 40. m 840 (1.0) 0.065 14 81 士 7

l.28gSb 9,0 h 743 (LO) o.so 5 95 士 6

⑨瑾嗽を堡由レてな瓜｀｛紅峨 1也刷：：つ＼ l て
叫J q)喝合、 93澤、 13園 l30為、 130扇あ‘よび｀ 1;i.ちP l頂誠5心‘ら(/) 9 煽巌[:::..よ

かい麟がかなり而｝。乙餌い麟 l'f就釦V\幻滴t1 a; 召芭袋可 3e ®臼
1：：ように．絞介然て燻符乍釘‘可 3 哀韓ばか八‘‘て る辰囮）て惰 3 ℃して、〇甘讀心
戒｀｛ 3 5虚位｛和ィ噂ffらをぼめた（表 2) 。

Table 2. Q,cidation states of Sb isotopes formed by ~-deca y in O.BN H,,SO,. 
2 4 

Sb Isotopes Half life Measured y-ray Cumulative Percent formedｷ Percent as Sb (V) (%) 

{KeV) fission yield(%) by/3-decay{%) (by /:)-decay) 

(y-Abundance) 

132 Sb 2.93 m 974 {LO) 2.55 22 82 土 12

131 Sb 23. m 944 {0.464) 2.34 34 65 土 9

13om Sb 6,3 m 840 (1.0) ~0.7 ~70 55 士 5

130gSb 40. m 840 (1.0) 0.38 29 63 土 13

129 Sb 4.35 h 813 {0.426) ^o.5 ~75 51 土 6

128m Sb 10,4 m 743 {0.96) 100 59 土 4

:.,.て、口ゃ甘碍島虜与 1 け諷釦い叩囀有釦賛jすt"f\も爪ワ‘•あ 3 ，なお‘、 1凸珈

億ii.2知 (W) を約当な吋印平衛ざせて符「ュもI}\”てあ；，表2. (J)「咄＇停 I J\\ず八t淑17)
¥レての収和吋‘なリ大 3 \1 。tい易合と国し‘'<. 9 浙啜て釦＼‘／い l iil位件 IJ、咳

竹蝦て｀｀雹埓訊 1 ぅ印訪恥1叩らかじ寮な口杓兎b 鱈i。二J直． Lい這叩
秀 1:. よる 4 (f)と思わかふ
伶為文献 l) 面ら/芹.2.DI筑約’じ討諭な千稿般， 1 名 (1116)
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1A09 水系 lミお lfる '‘O(P,P公） ”o 反応(<よる 's 02.の生淑

（祓匡珂） 0 岩田錬 伶未和年 汁f逹雄

1 ．目 的 叙々 11 サ 4 7 アトロ｀／からの 7゜ロトン粒 3 8 伯いて、 (P) A) や

(p'伍）反広埼｛くよって生成する"[, 13N'I町）の季章月の系拷伶的な祈窃t閉忙し 1~.
ミから反痰屈 1 (か、1 トア)-ム）は（れ）『）反応 l況勃レてその付酋、す紅知村mjJ

界（ LET) が大 3 く．反応＂賓稽を祇胡するミと 1;1.-舟(il廓である繕念ぶり。

仮禾こから豆貧のため 1~ はター'1,.`7 卜 e なる切簡改和邪今絹をで•さるf＜寸お 3

えて（舒ち荷電粒令？沢の {lux を、）、さくレて）史瞼ぷ行われてV' 1-::. が、 ミが 1 l.f /ux を

犬さくしf孔合生叙し 1< 反跳原 3 はそのエネ Iレやーを失っていく逗灌 1~ おいて、あ

るいは最終的笈立淑初どがってからも、 ク／ゲ、フト杓慮の放射椋令肝反広（＜和又込み
がてぃ 3 、その反応遥発ぃ、も別で｀ 3 なーいためて••ある．

m環今斜直構ぶよく研究 3 がている系tダーゲ、1 l- I忍ぃう双澤な裔釦坂
加と系炉.. i放した反誂摩令の殺炉t'.. 1 豹も此ヘ・ること（こより、 その反応過程を理

鮮てさるミどれヽ炭韻される．そこて波射熊今硝微楕応よく知られている水を潟材： E 
する否を夕／ゲ・ヮ｝どして l月ぃるのり直してい b E 芳えらかfて．未脅告で 1ょ疲も争

挽な否どして 純水守て・ibo (P, P孔） 150 反応て・多成すも 1, D が 'so乙どな｀る争1 合を褪l

ペて ”0 OJ水否 lミちげる桑街1 ら芳‘差した。
2 . 皮験方政 団ー L lこ 1更困しf-:. 1l旦射レスチいの概落~~-or. 1· -0)-、パ幻 1:1.,

入射チ矛ルキ•• -4-0HeV, flux 1~ 10がA 1 測V'.疫射千において l1 タノ斤―...,卜液中

（てキマリアーどして He, ,A r, O;;,:, カ｀．、ス 8 ー淀紅（ SO~ 3()0 ,nJ／~)で通じ主叔した

`、を取似し放射令と意を衣｀めた。系tS で 1a 150 の氾 °N ど r t c 3滋坂するが蒋 I" 11e, 
は "COi.どし7.オャ）1 アー灯｀＇1--. 11~ 項れ以ミ・かるため、 、J - 9•• ラ 1 かずt逸すこ(: 1~ よ
りこが 5 吼収徐衣レ(<. I50L 心3忍どぎt度桧兒 IJ..矛淑渕のラ〗、1 足 I~ び｀うジ 1 IJ‘•1--7 

v く｝グ｀う 1 4 (M。i e““lar S i e リe 夕 A 及び＼ Por(J.. rak Q灯うム各i史沿） l-- よって行っ

た。 ダーケ”`7 卜どしてiJ..妥留水のほか（こ｀ 1 叫i- .9 7 -・Jレ和彰夜 e -1 Iレガリ性が
澤夜 (NI>.. OH て•福澤）を用いた．杖 If-]したダ―f‘｀プト忠萎 I広ケ？‘／製（虚栓．． 4.0cnrl, 

匹□ご゜2
RG C. 

Fig.l Schematic diagram of sys七em for the experiment 
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FC: Thermal flow 
controller 

SL: Soda lime 
LM: Activity line 
monitor 

FM: Thermal flow 
metre 

s : Sampler 
P : Pump 
EV: Electric 
valve 

RGC: Radio-gas 
chromatograph 

RLC: High pressure 
radio-liquid 
chromatograph 



厘~ : f. 0 Cll>1-)で、 ダーゲ＇｀7 }痕の格雑（1 切／りサ、て••あっ 1•-. 40 He17 の,;•'O)-ン粒
d'D'-1. 0 況の水 5 直遥すゎ得失わ於るエ許 1 レ埓:·.,.は I ir He 17 である．

3 、移果ビ秀幕 (9 -2 i: f Iux ー史のもでて•• 3 移のキャ I} yーが久の流逗度
杞t賣粒胡閑多り 1 こja：ミが:;, 15 0乙の達どの関稔t. I•日ー 3 Iこ｝応呈ー笈のもと1.­

§lux の度化と ”o,_ の庄淑を E の I馴ゑセるレf<. ‘ーが 0 1/) lil~ヽら明らかのように、 欠

ャリアーダス勺‘)-)e 'e Ar め渇令 1> 釦， の注畝をはほぼ（司じてあったり', 0;, の危令

ぞの雄 lょ辺0)浩以エ（：なっ 1<. {I“x t度粋さゼた滋冷， He で 1.1-品禄切な増加が潔切

らか r: l!ミ， D.zで 11 3バ並進1.和久を名レ， 1 い以工t7) ti心で 1よ ’5 。との庄淑尋，1

滅yレf<.

"Oz. 0)庄放微楕tして)f'- 1: 秀えらがる 0ぇ t恥＇tO, Hげ0乙どの）司柱l本文破反広
は 1· .i}｀／粒 3 (l)龍和終 3 と 1月捻 l: 15 0しの庄泳が正むミ E よりな没ミいる． 1 M 1,. 

タJ / Iレ炉塔液系で (1 f> OL の注成（よ lるどんパ忍められ 1 い、 そのが、1 l が及茄過移 1 こ

J.る多淡祇構に考えらかすもレろうジガ lレ反茄 l-- よ',;, l主放恢惰。＜睛名 3 かf:.す
rよわち，条＼刃で多叙しf-:. 1'0 1:1. 1.-1f.レペ亀•/ t沃っ 1 いく逍移て 15o H ぅジガ）レもィj I) 、

ミの化矛約 1＾水の放射咋今絣豆 IC 項双込iいていくt秀えらがる．i丸て 1,0,よ

(;.) r s-o-ー…～一 !5O H @)'5 DH +• H t H :z. 15 。
(3).ISO H + • OH 一 H z150 ぇ (.4l'~OH -t ·HO z.—-- I> 伽t H,. o 

(/)反to· 1: より， 出 l50, H ュ 15 。 L, t5 。 z どイよる． ~,f' I} アーガスの滋達ぷ、1- 3 ゾうも合

輝し 1こ 150乙は 950ぇt -H ―• H 心。乙 ど.,より函い反茄系 1 こ項又込 1 か 1 いく． このた

め，泳逹t f曾すど IS。z.の注叙管ぷ消po する E 秀えらがる． キィリ 1 ✓ が久が He の

渇合，豆 oH (i区） ／i奴3) の反tu (:従って恥'ro, HげOz e なり，＇”Oz ">庄戒｛バ玲 1 J.
`]、~ v'. し nヽレミがらの反応 1Hl!,,\x~ 哨レてもその争1 合は度“t'.,レなーいため §luX 1-- 尤

悧l,, 7. rsoL 今う淑宥（よ 1曾加す'Q. DL の場合 I ｷHt Oi:• -H O乙反応｛こより 1-1ラジ• P 

）レが失わかるたがえ）の反広がおさえらい、透，に(4) dJ反広ぷ7促進、ミがるこt (--より

庫がわ放をは H、の先合 l：比へ＇はるかに埓す．レかレflux~ 希’すど OH ラ V 1J Iレ

瀑度ぷ沈悧レて清すため(_3) の及茄IJ)忠］合ぷ犬乏<. fi-り｀Soみの屯淑誉 lり咸ゲするビ秀

えらがi,. 系\}./ Iこヲ戸 lレスガペ｀／ジャーである少夕）_.,.. Iレが府丘分る戌濠、 (}H

ラ ‘v 11 1 レ 11 1-..ガベンジ 5 か、 !SOL の注放（＝ほ至らイふI/'. a-1, p H,えり冷厖域でも ”O z.

の注戒囀忍めらがながっf:が、これは ”OH -t e ~• lrOH ―幻茄·りく乞もレておこる I こ

めと劣えらか， It o が '50ガラジガ Iレどレ 1 系の反元 1：取込 1 がていくこどを呼埓

]□— 
/-•_.- •一·

シ•一•一

゜ 1do 2do 
FLOW RATE (Ml/MIN) _ 

15 
Fig. 2 Flow rate -。2 Yield correlation 

—Oz flow rate : 145 ml/min —He 10ー＇

3OO 

云：J／\

：：r：-Folu色悶4；立el:cor:ここ
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1 AlO 姻戸ゆ0系ずの 160 (fぶ）叩反たによる I3J./の芽勃

放紅研 0炭本和0年，笈 0 伶し紆逹雄

（目的J ,Ji/ n: 出0 を Pro tom麹す 5 と 160(Pぷ）勿麟 lこよ 1) 生灰‘す：。
ミ碍生放｀す 3 i·Wの 4直·形疇射条件 1こぶリ大 3 く妥店 3 p紆 1うlくと他0)イ虚物
との漢含系這々の呪麟’4しな物を 5 え 3 。又：：如の系の生衣紛戌対す 3 :::: 
と 1 ミよ~ I) 勿げ炉馴疇叩ミ。この過程 2叫りを効差よく，紅 I涼幻ミ
との 2’\ 、キ 3 桑を発見したが／ ％叶籍差J:.，・昨梼履査 lミ主ゑ認な物 2•1 あ 3,
（輝J ミ：： 2｀‘1史 I~ I 紅試料 ll:全2.命販げ羨特級きそれ以上精斐てず｀i凋ヽ 1 た。
如凜ィオン 1 応lくをかラス裂追釘麦痙を 1月ヽ） 2 /麟翁（たものを 1月＼ I ん綽
挫 □1 臼詞 l i He かスを／＼ブリング｀ 1 3 こ((:ょ l)“床，枇望麦ざい。~ 0) 
訪Iま液雌叫（菊朔斎廃麦と／a -口）を 1月ヽ I ? -tタン裂1 ーゲ｀ットか克
知れ 3 。ミ1l)喝今晨依 3l釦に la ーの社が‘シロ l た後／再ひ~ He ガ＂スをターゲ｀
ットボ‘..''l 久 110 fこ尊入し，再が He 蓋税を行う。肢肘 If放厄祈寸 4 7 ロトロンt使
1利 I 2 1.f/1eV 1-汀喝すれたプ 0 トン粒手を用、 I た。こ<J) 0奇 160 (f,メ）＇J// 反た~
1J'’忍 3 。ダーゲ｀、1 卜叩生阪 1 たか｀スO,,'Ill （直闘中成が又をキャリアt I Z麟
的 Iヘー取出すことが□ 3 ガ‘9／堅射終 5 後放欲んと災 l こ／＼‘｀、•, f hｧ I事、出すことも可屎` 3 。鯉射坂 Iょ哩射秘 S 俊炉ii.. He がスを附 91 て系外 1こ辰y，でれた。ミのように
l 2 系外（遠出日れたか久繹，放~/;1 ll それを‘ポうジオ O'‘ J、ク 12 ？卜 1＂うム支翌I
店逹ラジオ坂的 l2 マトグラフ琵歪乏 l利，／ ？り竹を記戸。汲仮伶のうケ訓3 y 
属OH1 JI品たと糸件／こよ) ? "I,オン／こ¢')叩鱈 Iょ災の条件げ打をffフ
た。、カラム； 2!... x~o..,,""'1 充籾 (.V-02, 資盤放：犀紗 1 IJ.OO_f,パリン彼 /1"?
7 ァ，麟：叩4/一,J肛伶：肱1(TI) を用仇切輝払羞弔差恢I定翌良
“，鱈／ JI巧fょど餃4 ;tンりかば疇が＂ん打をffった。ガうム： 2"'ぷ
匹""'I 充紺I;Atr I ><ー9-I 溶蝿次叩1況ぷ／以(,mf/,,,.t..慮コ：幻ぽ
杭均星 UV
履lJ H20 系 I fi凶 1 /I佑糸 lこつヽ） 2 ffフ虎。

（結采J 1) ル0 系； @I ／こ出0 を＇1ーゲ'•7 卜< I ／幻応V ?ー l2 トンをt紐(I~1
叫| z滋射 l f雌の匝紆グー lフン如呪麟‘虹＼蒻りlい乳{,t、を示 I 衣。この
釦ば、 9 牲射クー 12 ンはの少汎絨 l~ I す／W叱が主砂があ 3 ガ＇f/砂研1””" も
瓜）中仕灰‘伶もがん＇）叶Iなi^1&在すJ.• l か｛複射星の少幻火と叉 Iこ！砂ー／ ／知o;
／＄墳がす．るガ＾ ／砂／のV1バ｀＂坂‘分は、急速I:瓜｀少す 3 。ざ_; I：：並射聾を匁く 1 J 
ど＇露 li i公‘少 I l 13)/0.1-が戎火す 3 。：：れ/J'.反応禾肉 l::. i文釘絲4t‘”’：：庄汲‘I た
似心社が少ヽ）〗［熊," It':W /J＇汎 l：：｢ 3 が｀佑 0との浪度ク＄丈と共/~ I郷 lこ¢田
紋町＇y-林讀‘紹疇 lこ産JC l 2 ゅ（ものと椎定叫t 1 0 この禾 1:-. ち＇り 2 Ii IJ/J,岬

は松出］れ刀力｀ 7 t, 
2) H企叫尿 '@PH 釦危I生： 1l] 2 I ：：り．（が砂的縁 l：劇 H をがえ rH 弧壁 I
［力叙をターゲッ I‘ l:'し 1 いか詞成遠仇1で行フた“<i) /H と生 □｀約り麟、
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を示した。こ疇采？幻H 三／2 0)挽国 2.、 1さ／％が約似ど鱈 l喜碍／高耗及
／こ庄欲 53 ことがグ？作。：：れ 1げ伶うジ乃／いを灼困係を好え：ど糾和今よく複渭
ず、中ふ。gf 5'況が生数＇す 3 ために 1む//tlz..ラジガルが咄要があ 3 と応え 5 、It 3 がI
［の加h ラジガ／し生紋に寄ふす』の 1本り坂‘十？、あげ村 4 月ン 2｀は必ヽ）ことが叙
5 れ？ヽ＼ 3 。一方砂こ鱈ゥ平倫1月係かJ- pHくりがは砂畔給が践＇少す 3 。灸
フ 2 砂ぅ；；り IL 受か｀汰｀少｛ 1 /叩閲少す 1 名のと 4 えJ▼、K 3 。 P砂げz-· I切＇と
の多Iなが公‘少 (2 、) Jのも l蒻鳩紅‘)▼複樹 2‘ 、オ 3 。応屈7/3 2•1 は次のよ）
tJ、ヽとがfi1 Jれ 2 、) 3 。 otf +OH——• H炒t o― I Ò-tH → OH ー ::: • iの反応 l ：：
よリ凡四ぅジガ／しか紺少 l I 応 2 尻t H →属frlz I ,Al/力 +(}I1-M／ん屑()
幻の和詞よ＇）生ぶす 3 処うジ＇ガ／L昼も汲‘少す 3 結果、＇） ！尻ば少す 3 。
®MI“店 I住：如 I灌/Z m 誤及｀q滲紘を加可 2" 加II Iこi雌 I 疇紋を
1 ーケ万卜と（-Z I月 9) /MA1 30。以遺力すを行っ E 鳩今の例濃度と％ ／脅Jの
鱈割冷を示 I 応：れかj公ふよう 1ヽヽ裟度にはほとんと＾ l月4和なく勿~I /Jf//1J 6)土
奴‘割今は1了とんど＇一定］‘古フた。 1 か 1 この糸 1:.:.Etol1 を炉え I~ 翠荻とす 3 ど処
は 3、 2 lo ／切比/~ J-J /. と1~リ非羞 l：：大 3 ¢度 4しがか 1こ。 こq扉呆 Ii.t-（ミ述へ゜戸仮
知り I~ 、）。即 5 ／ミ｀松凰捗川麟ば屈3“i峨知＜砂ぅ
汀／叫一定曼在在す 3 ものと忍いい。徒？ 2 加及た中叩砕と屈ぅジ＇介／し、
の厄瑾釆生す＇3 と忍え）＇れ l ij¥/z.. (JJ割lな/;f長にな 3 。とこうがこの辰 Iこうジ
□ 7、キャベ‘ンジャ？•‘あふ瓦OH をか2え 3 と砂乙ラジガ／しが麟 Iこ鉗少す 3 たり
..t.如L のよう M似 Iミ広？たど牙ん 5 41 」。又このことか）ゾ／桝反た平l崎 lむVI-/3 伶
紅ルと麟 I 直後呪を生公す 3 のがはなヽ）。和~I 我＇々 I口い紐糾知
l Z'};Vが嘘汎＇％H卜と{<) 1 I それが放釘恥江 I汲た I z’妬 lこ応 3 もの
とだえ Z りたが，な 2 の永 2.. IJ//邸tiI IJ;t1;HY:を1松也1 が、オ度がった。従フ 2 勺／が
鱗0HI1%Iかを経屯 l 2 1処 1こ娑化す 1 /I° 入出躁代れたtのと好ん」れJ。

x/-X 
、松0;

灯 と→、％
/ 」 ←←只 ‘Wと

幻~\ I 幻「 x I `~ El 
町aで‘切佑

ぷ［＼［＼
''"J 

l.r 汰

゜ °— 只） ／oo ／印入00 q I I 13 “" 0、 1 /.0 t/ 
.“a 釘1 ひ叶3J―CONC、

国 1. 図 2. 国 3.
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1 A 11 万梼固相（了ミ）該）ての＇t (p.p,n）＇ヒ反応による '’C の At萄形分弁

灌巨茄） 0井戸進雄，鈴木和年，店田 鰊

(13. N. l.) A-?-Wolf 
肩梅化合吻 l：：比校的高 II 工え IV ギ＇の 7° ロトンた百召射 L たとき I IユC(P．伽）＇と反応で生

咸した及跳uしか‘'最終的 l::. とのようなイt~市が分行を示すか 1ま，ホットアトム 4ヒ 1斗 l＝ぁ·

いてはもちろん，加単伺電粒＋による放的絲イt面11)外孵ても顎味力＼＇もたれる。

特に生体的連化合町（了ミ 9 酪，椋醗漏茎，雄，脂柄酪苺々）王？ーゲットとし

た戌も 1す，＂c 棟諏化合莉梨迫ヘ"')il:!.同や，馬退腫和の 7° ロl-ンラも廉 I＝も欣逸した石

用な積秤ゑ科る二と刀＼＇てきる．

"'-c. (p. P"')"C 反,t; Iェ 3 3 Mev 乙｀項いこの阪応断面桟（厄5 呻）乏示し、 31 Mev z’‘13 そ

の 1直 1まq o傭 b "t`'ある。一方このような忠，、エネ IV ギて‘13 7° ロトンが｀有複分~'佃 1::.

午えるエキ IV ギi;t I "'2 x 10-2 eV /pA (100 心i /c厨の 1 →·".,.).)てある。こJI,. l ;J:' "'N 似），t
反応 1：：直した 7゜ロトン（し～7 MeV) に比べ"t. 11 ~か l：：伶ヽ`4直て｀あ 9, 陀（'II, 2小）＇'c. /y応
ゃ Pe(r^)'℃屁応の渇名と同様に有咲分子の散射絲分解 1-; 少＂よ II と応ぇられる・

そ：：て｀‘アミ！殿（ゲ 9 シン， L- テラ＝ン， L- 7,, =)レアラ＝ン， L- メ今万：：：ン）と

固体＂ま: (ぅ房媒の影會又う lプす，直荏勅泉が期特てきる）訥伝研すイク n l- ll ン

布ヽよぴ e. 1J、 L. 604 Y 今サイクロトロン乙｀加速し T::. 7° ロトン (3 q Hev, 32 Mev) で＂

態射し 2 特 1= アミ）酪 1：：函り込ま小る IIC. Iz 注 B しノその杞弔形夕杵乏蒻＼らべた．

方 法 串販特組音。，，アミ）設え，蔀外哺収スヘ’9 1-- lレ栄）定の襟 1：：棟困す 3 打

錠路乙｀直怪 ~oぶ＾<I>.厘さ 100^3尼コのペレァト択 7- ケ｀ット 1：：飼性し，下回 1：：示す

ア lV ミ製の長送， +1::. セットし， 気迅ャ内の気停ゑ He -z:-置揉してから，気迅唯翠肘複

置乙理的し1i-. L- メナ刀：：ン...渇合は全 h 莱裕！の要約察路（下司参惹）足棟用した。

照訂茶件ほ．I),5 ～ I、()pA 乙̀ 5 分～ 60分釦統 I7 ， その向空艮冷粋え 1↑吋った．、衷軒使齋
思の包 7° 7 ムがら気侑笙叙肋之採昂し，ポラ），·ッ 7 Q石ぷ恥もし知ラ＞ー、フ＂5'A If) 

カラムによるラジオがスクロマトて碕祈し，固仔中．：：生哉して9 91 る’と一肴楳A辺吻

につ II て l1 イオン禿戒クロ"-r, 1) M f -1'セダー）レヘ逗な｀ ｀‘・てからのガ｀スクロマト苓
とな府秩采筑介祈 o 今ぅ去て銅らべた．

賑射門気迷千 浬軒磨焙 5 一「ゴ u 1..,,,_ケ‘·.,1-
, g 7 

覧ゴ
z．石某 7:TAIV

3寸
4 (61、'3/Cぷ）

3 ．本体（石羨）

.. .. l I 

3[ 予
ーし 4, 0 リレ？＂かう一

6 5 よ空コヽック
i ----I I If::: •. ｷ.": : • :. •. •. ｷ : : :. ｷ.." • • I 

(T FE) 

b· セフ°7 ム

i. qヂ··，1- 4．純玲I}汀 (TFE) 7.}?却怜 7AV

Z. A17;r1IV(IOOp庫） 5. 本体•{_Al) i・セデクム

3. キャッ 7• (HE) £.慕兎リyr (Brass) i. 0 ーリ〉'7'’
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綿果寄よな＂ 照射硝の気送うのう品良 l;Tサーモラベ‘lV lこさる唄り定て｀ 13 50゜C 欺

..t1::. 11-ならな 3‘-,T=. ターゲ｀ット自-Cf 1J,グリシンのt易合が最t芍定で 1 pA - 30 1:iの
照射で ll ピームスボットお浪責色 l：：度イt. L たのみて＇あった1/1". Lーアラニンでは，fJ,5

pA-60 介て渇笈し，舒介的に細けたのと認めた。L:- 7ェ= I\, 了う：：：ンの渇合t o,5ドA-

60介で視度し一舒嘘暉した。 L—メ今；；ニンL'.'I;)°. 1pA-5令で兒全に分解し今濫0\屍

体口為生したが、 0、1 yA —吟の樫射-c· IJ炉定てあ.,た..::.ii"- IJ A=!菜簗喪的為菜ーのがP
勅果布慇、、T=めと恙えられる。 iたアルミによる影響 1な該められな刀‘., T=が，空長

11 大 1ヽに影窄 L た。照肘後の固係すンブルの苛、 9ト1J界りヌスペクトJV 11, し 1 す｀‘わの渇ら

も照討前とほと人ビ変化なく， 34-00Cll)'i-,

"1Jい収が‘t檜大する二と万＼｀｀共迅の知仁.:·ぁ 表 1. IIC.一気イ本生成廂と＇t-国体生訳杓との~t.

.,.た o

坦賣した樟種 IJ艇Li)-t糾泉スペ？トロメト

11 と¥浪期澳1 定により＂c(~o 分）， 1~Nllo令），

ISo（バ）のみ 1V 言もめられた． . 

哉体生煎物と固体生煎物の激射能収摯

の比を表 1 1::. 示した。気仔乞麻宰 I.I; 7•'} 

シンが最も少なく， K乃二 IV アラ=-ン ,L-

1'7 :::-ンの Ill夏乙•あ.,た。 L-メ今オニン 1 ：：

了ミ 9 醗

ク＇りシン

7“ りシン

グ｀りシンt空気
L- 了う：：：ン

L-7r.=II,,アラ＝ン

L-7ェ :.Iしアラ＝ン

琶ぅ龍、

〇`5 pA

1 l'A 

0,5ｵA 

0、 5 pA

0,5怜

a却A

照訂爵岡 詔体／固停

30 分 0、 02. 

30 分 〇.05

30 分 0.40 

60 分 0、 45

30 分 0. 08 

60 分 o. 11, 

っ n て 1す照射茶件初同一乙＾ 13.,.よヽ＼の℃＂直 長 2. 気仔生放物中の "C化炉彩分和
挽 1::.11-比較でさな、、'1J1‘、最令伝体生政争か‘

高 u と罠われる。

ラジ｀万7J'7- 7 D マI-ク・ラ 7 か‘ら求めた

気休生餃物の "c化洋形分布乏表Z.I：：示す。

この表の催の他， 7‘ りシ:::, z:·,;メ今 Iレア

ミンの生厳ゑ，メ十万＝ン乙＾ 11 メ今 Iv メ

)\,力アクンの生放と訊めて、ヽる。

,t-イビ玲形

11co,. 

"CO 

"C,.Hュ

1も H4

"C..H+ 

ゲりシン

28.o 災

6 q.1 

~1 

゜3.0 

了う::::-ン 九::.lV アラニソ

6.1 % 7.6 % 

6 6.6 g'7、q

l 6 、う ~1 

1,5 

゜q，午 4．ら

良 3 I::.OO 体旬窟物中の '’Ciじ粋肪乏有横 羨 3届］体生惑吻中の',C. 4t.労形分和
景競分離z:·-?直 L た紐祟生示し T=•

両杜物原は約宕｝生て醜・1' IV1Jリ 1：：：涜 11 う

り画℃‘，了ミ 1 鰍． 4t mlV ヽー IV 莉了該

当す 9. 醸社物頂，~ 7 Iレ末ン敵• 7:,::/-l滋

でグ｀，Iシンの晶合に 1す校出さかなかっ1'::.。

“性向項 lすヤミン様（環l応いンを含も），

畔内頂 Iすア）レデ｀ヒド・応師了Jl, J-llr. 戌

化水素『樟当すう。 7ェニ）レアラ：：：ンのt易

介 晶

両社（水滞社）

蘇枇杓阻

温甚社町稜

中杜向陵

加Iマー（お知杜）
両社のうち

諒アミ 1 匝笈

グリシン

50 % 

゜33 
1 7 

゜qo~q2.% 

アラニン た二9レアうニン

65.0 匁 4-6.{, 忠

6.5 2 6 5 

24,!) 0 、 8

4.0 ぇ 3.6

゜
2.5 

22% ~10 災

合; tf) -1)晶 1｀釦 Iv 千じドず校とされた．百楳溶煤・厳・ア）し11? \)す＂れ I：：り牙ぅ鬼っt

O L 応l マー~ L z.分画 L た．また印生りが噴のうちの執l'ミ l 蔽の低 1な 4 オン如桑

りロマトにtって求わらぶ芦今後柁の介邑の 4じ芹秒の同兒とヒも I：：：，ぅ窟液系1..万）

照、け，石I¥ u• IユC('II・丸）＇℃た（い）＇IC.及陀て‘の会も屎との比鼓校討込迫めて、‘<.。
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1 A 12 卜 1レエン疇銚トリヶゥ這も碩応I=- :t,叶 5も水知］｛疇磁
ー心寸 71レオ 0 へ‘｀ン乙｀ンの影埓,~ついて一ー一

（東パ 1 緑也） 0 犬檎段雄 和1 尚哉
（諏複味咽） ・ 麟筍：佳液卸和邸

1. さを 1乞烈々はl,Li. (n .o<.); H 反応をえI( 用し 1 、廂拉門-t"卜 1しエンあ ~•I ／よト

lしエン一むtへ‘｀ンソ＂:::... 1--リ lレt封争的 I= 1--リ午ウムf"-- L.^`‘ 以＂::::.- I,'/ It-1?複休
ヒ l て )-ILL ンと反銚卜＇）ケウム府、チq反応/:.. 7;.サiを水保即叫効果t求勾た。

禾'
い坪果は芳肴知·'は 1. 2. 5 / 叶lし驀四 1.24 こ＂み， T::. 。 今®Itヘキサ 11し
オロベ‘ンゼ‘冴行在手（二上這もq艘争多り1-')午ウム化及た、を行ぃ、在跳トリヶゥ碍、
手に対す 3 へ午サ 71レオ Pベン必‘ン 9 我也効農を確bヽぁ 3 ととも 1= `そ 4 存在下 Iこ
詞 3 望水柔 I司位f本効果(-:.つ｀＼口唆対し↑：。
z. 卜 1しエンあるヽ I l1 卜 lレエン一心，べ‘ンソ｀＇ニト IJ Iレ，ヘキサ 7 IL-オロベ｀ンビ‘ンみ

丘霞低リケウム（屯 Iレ比 I : I : 400 : S-D) を合炉＆令わt 3 回脱気したのち、

ぽ九．吋相が剛王下て‘｀厄茫ァン 7,. I吐甜入し又唸射拭料I'... L 、江倉紅専原名1J対免
知 TRl 年A M^rk lI.原子｀L'fが ro'1~· ~—.2• S¢ー／の中＇は子束の下にし9詞翌知を

行っ Tー。 卜 lレエンとべ｀｀／‘/｀’=-I- I/ /L--つ枚和市を［ャ分紐カラら［：： DE <ir S, 10,ｾ, 3 M-を
印、知～/5,()゜C の品ぅ年f:.よりラジ｀T 力‘スクロ~ I-7" う 7 シ戸‘うた定した。 卜 lしエ
ンtへ‘｀ン‘/":::-ト，J Iレq今 3 内トリ午ウム介府を求ぁ l T=--あ I::... ［よ、まずァン 7°1レ向対

後、非孜和性＾卜 lしエンとへ‘｀ン｀/':;.-1- 'I /t.-- 0 吝屯 9しシ＆令物つエーテ lしシ鬼未 l= 、アン
70［しゞ遺、射しT＝試｀料t～ド、いQ湛令して危＃たした。フで‘'にン0)工ーテ I咳落牙口、
恕棘リケウムをシr 別し 1-,.. 0,す水没し乾燥した。 卜 1レエンしべ｀｝‘/＇’==-トリ Iレ lむ免肪 9:
よりす紐 L 、 卜 1レエン 1-i過，マンガ｀ン酸カリウム水痰来灼痰化 L 、べ｀ンソ’’::--'I-リ Iレ11
科恥1Jリウぷ釦心加7}<.”". 3 こヒにより、屹れぞ＇臼名臭．香醸 1:. 和1 t.. L た。
さらに二れら叩忠良紅知 3，タージニトロを恩、香蘇， 2, 4-, 6- トリ 7'' ,:;i.戸アーリン／
戸bモアセト 7 =--リト"1蒻与し｀それらq比放釦庇逗から、子鱈応ト')ヶ
胚令石 E末足した。まい lレエン喝8 ヒベ‘ンソ＇9:::- トリ/1..--"")逸令物 9場合について
切祥l吠咲里 L た。 I肴虻したこ木ら叶柑糾fv合加枚新條（よすへ｀‘て束1本シン午レー
シかぶ取税毘疇l危した。
3 . ヘキサ 7 lしオロベ‘ンゼ｀ンq在在下1." I-/レエンあを 1111 }--Iし9エン·一人 3 とべ｀ンソ'’ニ

トリ lレゲ粒争的トリケウム｝に 1乞ょ，吋平叶年狂化合窃惰香核つ今各肉f- 'l 'tゥ
ム今祈で元 1 に示す。また此卑知の和01 1:. 、ヘキサ 7 /t--オロベ‘ン£｀ンt令まない系 1"

反応系

辰 1
叩H1 + PhC.N +Cふ

8 2S" I'1 2 I 

3`〉CH32：口CN

-30 -

瞑H3西＋露N + C.l>F6 

IO 2t" 17 2 I 

30□CD3 砕《》CN



反だ系

辰 2

Pl-lC.H3 + Ph CN PhCHず4 f + rhCN 

19 2/ 19 :20 l!J 22 19 20 

21□爪 21(;〉CN 20□百 2/□〉CN
得ら忙吐日毘t知 21"- 示す。

ヘキサフ Iしオロベ‘ンセ‘‘ンを含手ない条 I.,_ r,, II'-I-/しエンヒト／しエン一48 玉狂｀｀そ

れを｀れの反た長つへ｀｀ンソ｀ロートリ/L--0 ~看移9 分各内トリケウム今茄 Iな、いず中んオ
1 レI- 4立わよ公／、°ラ位ヒ比べ｀てメタイ立にわずかに少なヽ、 1哨翫·‘見られ 3 hヽ＂、｛呑ぼ‘シ句苓
1‘ 仄る。この‘ーと 1古、ンれまて｀｀ I-::.瑕々 bヽ．、競々q号希衣もJ壺硬1本切阜T4宕果と一致
レかヽ~. —方、ヘキサフ Iレオロベ｀ン乞｀‘ンを含む系qシ易合/'2--(1;、もれを七吠だ
手 Iつたヽ 1 -z.、へ‘｀ン‘/｀ 1::... トり Iしのメク位 I-:-令加す 3 トリケウム 11 ｀ヘキサ 7 ／←オロヘ｀‘

ンや‘ンt含手なヽヽ喝含＼ヰか‘‘7..わず＇がなが―ら恭少し、 オ lレト 1立 K 砂＂ I\°ぅ位」シ含茄

す 3 トリケ炉や（キ墳加が見ら七T= 。さ~ I:.. ト IレェンおJ=-V," 1--/t..--L-ン-~g'l."（す、せ
t1) I-リケウム令知麹長な誓化6ゞ見かに；色、、オ 1し卜、 9ヽ°テ釈向＇担と示す。とのこ
紅、太字た 11-~）〇和うが戸淫息吾哀I 午ウムのトリ午ウム化み卜ね9卜中 I;, みけ

s7 工 ;:::..Iレ7° D--ヒ・オン西笈 l) 砂V. Cl) 1--'}今ウム化→騎 1-::.-ぅ恥らやた親化合物の子奢
該の介子内1-')午ウム分府ぽ 3) と稜似 9傾向を示す。以上吋全昆から｀ヘキサ
71しオロベ‘ン必‘ン 1本、 I-It.--エンみ名＼ヽ Iて卜 1レエンブサヒヘ‘‘ンゾ｀叫'}Ji-q往令的ト
リ午ウム化反た/::.-,;;り 1 、反踏I-り午ウ

ム原を 1改が咲譴如渭．t土つも＾と方え
られ、 3 。

へそサ 71しオロベ｀ンど‘ンを含まない系

に互 1 1 ` 卜 lしエンヒト lレエン一4”子
脊応令ふ内トリケ炉令弁 IL I 呑/;J:’算
しく、今手内トリ午ウム令府に対―す 3 同

位、1苓効果 Ir-蹂わらヤす戸‘っ T二。 この.::..と

から PhCH3 + rkCN ヒ PhCH3 っり十

PhひI"' 反応知ら心、反跳卜＇）砂
ム層｀子が｀’卜 11.---'.t-ンあ各いは卜 1レエンフえ8

ヒ反応すtエ-;i-,しギー冷面令 Iな l 子／亡溶しヽ‘
と方えらヤt.こ卜はヘキサ 7 /L--オロベ｀

ンゼ｀ンを含t左においても同様て｀あ 3 。

表3 年怠香較， フェ =-1レワ王t,Slオン既
の子香キ亥肉卜り午ウム介1p (ｾ) 

照豹観｀巧紅1虹1本虹ゃぶ。 WI p 
1)午ウム塩のむ以数

忌徳香醜
りケウム

水湛ポt

宅息香籟菱

りケウム

窒水素衣

7 ェニ lレ7°
o t:9ブン劉簗

リケウム

水海衣

I? 

3 し

6ク？

18 

2.“ 

3!;" 

ク／

70 

32.8 

3g 

40 

ム6

l.t-O 

珂

~/ 

~3 

ｫ2. 

幻
炊

3C 以5

32 2'7 

30 25 

色0 凶

37 ヰ

37 2 

3し 23

3b Z3 

30 20 

32 厄

米 大枯匿位，森I') 南威 B 本 1 t..榜令切項澤秀·年会 (_I初7)
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1 A 13 咆反蹄頂、｝とtダン℃の町｀も

りc里犬衛庄） 0新誉和稔斉庇克千龍孝

如．P）唸過程いを放する反釦輝各の液柑℃｀の C知J tJ.冦艇への挿'1-- 1：：がりt
ベジ）‘`うで、1"-)レ l 瞬丸H) ぁ '3(}" 2ぷわしべ｀ン、｝＂干ア、）｀＇ー 1以瞬五）と日＼1 e驀合c.-H
特合への挿入に\;J年IL反た a ひ‘夜汐該紀11'\双方 9`99 瑣＼ 5 してお｀ 1) ，尚勺｀っ邑的n 反和勺｀＂
潟硲t•あ 9 t。令 cc枯合への挿入，3 す』［た I: 1 3 挿入 m み℃名J'c. ¥ -CC~ l\( エ
のことからうを相i"の挿入の比び→厖、C.)tとると 1.0~1.5 t ra,J C-H粘合への挿入サ｀、あ＼＼
直じ示しt。こ中 11 丸相での雌甜汀り＇••関 I魚 l tしI Jものヒ終諭 L ~り前町和与℃＇
13 C也モ邁f．ラ東t l t 1 夕＞の尽重道尺の 1:r淑窃の関遜サらC.-1-1和 a u心硲
1：：，り叶知 L 'v-。 今回 Iii嘔条喝 eC訊't ¥ 1 日記t勺シのい相そt•”べ｀｀／
寄知吼すJひ·Ft, 1Jわ果遠遁厄の庄幻内の屯出紐吃lj"V.:: (.-Hm u`'訊莉令への
神入＾江必 7 VI て’”のる見 9`"`1号 3 ふ TC dJ C' ここv..硝咋万 1 。

後駿］喝□叶狂t呼叫払tふにすリ精龍 l た C碍（佃7ふ吐．qqq松）t恥，＂｀ノと
四l,, a 比を一也't. L t.ス勺べ‘＞巧ー＾い寸i 1) h,晃t孤へr~ 、 茫叩羽屯｝要歎 I3 セ杖文
"i1J研廃所， TYi心心虹屯原ふ't'j lC.') I} 厨，今折 la 和3 の報与の邁 1) 行？乙．2.）
［紅浮、オをひ＂月秦J r勺エt` l い‘‘2. \cl 令圧t, -肥~ l -v..'c.芝しnoo如），心，鳴IH ，叫·曲
布 8 ひ•閲）,,s 11 -,._ 1Jヘ｀ンうーの影贅't箸 1 (.角'f 1G. こ小ち 0 何れも魯環皮の 1が｀

っ?ャ-d)とこ 1 t＇菌 I (噌1J'fl.して U し．，そと高業殴の1.. 1 べ｀‘ろ9- C‘13 伺屯も中わ•9

ぃし邸 I 弘）／ G詞叫），喝心如碍）和"t (),'詞）ぶI~) ヒーたゥく直t示した。一

内ぷわへ‘冴ーの影硝こ食ォ r3 9‘, t t.t吝 1り 13 叫Slo.3 メ）ノ／Jび＇9 年(O以） ℃`浜 I1 ，鳴消 Iて
っい、乙 13 t，，わ足 I} 臼9‘ ℃｀あ？ t。知⑮／q;_.1£... t-比しt 1 401>ベ 110-0如心

℃’＼子フt't- ::.ち. F勺 3 1̀ 1 い｀｀4-，，，Jぅv..郎，鳴叫訊）ふす I tいふ I~ ー克'L"あ，t 9‘‘`, 

知，詞tl..SI.I向t"""'1拇：勺‘ら天lz. 2 y。/ 4~)• し一む（豆と示し1'..更ー（恥砥 l::.. つ n t 

,"：力の祇1)”：知幻 L k,· 虹の苓桑 9‘5 t"の住放換楕t ft森咋の分布ウ‘
ちが発巧る。平•I-石b I:. エ 3 柁狡 13 這35幻原うの圧既.1. 1ー-Iしギ,_サ•雌 L 直，江戸
るい lo輝 I 1-以下の］う｀~• Iげ屯t戸）、ものt知 ~3 。\

Hot Reaction Therrnal Reaction ＼、比＄の

｀ぺ｀言：；迄言s二三s 閾 口：＋：S二言］5SH :::庄汲旧
[H｀ニコ厨：三 cH3s~' i:: iしり竺已：そしば：：凡乙卜

l;f伽p\e,(

(1]国(1]鴻）か 5 L2) &\/)" \3)の過程t’’弓↑こ ~~b i:.:·1~ し'1)の品程℃＇庄泳し r1) 遠 5

\~ :r、 ‘’I I-石ふt‘)もtを VI. 戎v..叫SH i心＇鳴•S ・GH5 口(Il] 2,Jす、"'l-及 Lヽ℃｀庄淡 r ~ d"I ">,/rｷ 

スサペ｀哀｀ャーや丘 n をガ浮、。甜浮、か 5 塾約互しの裔~ I} h VI. CJ-I剥 13n] のを知b a-<,>" 
年．“℃＇屯ぬず知 うt 1 カペ注＇ヤーの在れ乙＂ig lf) a.、 1 バ）ぎ>:::f,L 'ki-う吋叶

初Js d)景渇）とう Iiてし 1 J0 :::J.-t 1a 低滉皮の勺べ｀砂巧ーの禾加℃｀菌 I <..邁1JO ¥ 1 11 3 
=-'<. 9‘ うも紅埓1.れら 1 うに応ゎれる 3! かc.-H幻 U‘' 区舷がへの挿入の江·t t 3 と C-H
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討合の喝合四凶給＼コ1'.tベ｀挿入ぷ禄令勺｀•• b (〖恥の℃'1爵ちい収量に耽言性り知理
這舌ヒ＼の m C.-s党硲 0,02紅い，砂C の注淑ず9が1 二t 1::.示しt u る。
こ尋莉泉 11,:. タ、／，，c..-C 1• すひ｀． c廿紅令への究痔、iの入 I) 器工，記叡か平o差
区D=l江凶叫）古ヽ｝び (IJ直J 4) ~知江虹 l て、 I 3 4 のt旦中い。応，口］
ヒ由吏する凶汎砂バ叫廷で 1d毅ゲ今の碑SH す IIも高ぃ邁 E 子． l t..、 I ~のに
叫① 1こ印まt 1 V1 ょも"'tいい注いかぼ量，a0)の今釦三叫約ぃ直
t 5、 L "l ¥I J、こ.}t1c3 UJ,吋如頂J1J’｀・（l1 i 1) もtぇ℃＇ぷ‘) !しt 9`’’91 挿入のがC サ｀＇i、てC. Ti'.) 

た'f-~dJ -oｷ 1,1. Ti V)が臼い？-It l •今砥も＜詞s）.s ，鳴•~.(,\-15 "'迂幻糾肴也．り吋知の屯
餃狗の竺0バ厄哀撤揺叶鈷ヤ負料知（や V1 I ~苛打口甜そ古ふ．
叫凶． I). \'..Ni＇，知叫必. k. i.Jl..:,. B』．山．心(,.1杯・迎切 1叩

l) 新心澤痕牽和畔射｛呵濶、 1)料認袖平騒•惑証）
NO 禾加知患1) No ラ禾，加莉県＼2）
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1 A14 栽反応 1‘｀虹成すかセレンの化偉形

（広沢エ） 0 竹叩磯， 木惰義え
（京燻泣） 玉甘思路， 1島困喫弥， 私下録充" 3 屯l/（叫f)麟·によって生成す方笑豆税命版令役生成物の化 I了穫の淋勅£

芽紙魔見昧爾九う去'l 1 線ス'\°クトロ｝卜 ’l -ととi狂 9利レて詞へ‘‘ていな， U ふj)麟
/(よって生成す力拉弄命心レン核痘 (Se-$3m., S3j,玖終，路）叩じl"賢戚
燻 I司直也、の見が rt<, Se （汀）が‘1的窃゜／0 ， Se(•W) が約／5＇/oずみっ r, 。I) (1l/) 反
底‘て‘'生成す力包レ ‘/1 て（蜀して 1 で I f /レカ ’l 也レン暇＆守＆‘｛讀it)"恥小て \I 1 が‘，仄
如虞か担し 1(/) 吋象核、種（不 7芍＆e (／スが:I) (J)みて‘‘ある。 z) 一方， 1 ， T t`、生成す｝
呪e 11-,即讀叫索i,:,ょ 11豆元形 I てT'/ 1/ やすいミとが知ら札，この方法ず， 8l3Se
ふ阜離し 9 呪‘e 疇データが訊I\‘‘らがfて03） し力‘レ，親枝撻嚢紅印知l閃 1 碍
詞膚翫‘みられ仰， 本蘭孔，で，伶Se0¥- と限、負1試科として，（ク，'I)及応‘て‘庄成
すち唸e 以外の'l?mse (3, 7 分）， i/勿Se （夕13分） i rr/9Se(/g分）， g3fSe （双げ）あ謬‘

1,T て｀｀を成 1 h rl9Se (J)化学的と，程々のう各科状態、（国 1ん紐，ラm, PH) て‘‘謂
ベ‘ちこ℃と目的とした。

ば験方兎J

試L 灯l エ午レン茶昂，て入瓜，京大炉の圧見諭送管で／か分l司熙釈レfく。熙、射試
料しレて 1不，伶SeOムの国侭 Y 約 9J<ぅ只{ /0-1/'1)了｀‘,悪、知訊として［1, 炉瘍孔
（～位o•し）とドライアイス彊直 (-73 ゜C) で‘ふる。私しンの化営令維ば、“ら冷却涼
＂見輝紅噴っ尺。？疇麟和レて 1 -i, /X tO-,ス M H鴎{pHz.())E I丹し＼，
加危丘知loo汀／zo 畑t‘｀ ／分／釘殊雇じた。あウがじめ X 緑 7 ィルム 1てぷ勺イート 7 ジ‘
え 7`：ラ 7 4-f雌レ T<Se(Wl れよび‘Se(W) のラ絹坑位置 Iミ租当す h 芽祇卸 L 切浙レ I

囀fレ r違訊庁とアク＇／ lし松，,11 豆，窃豆叫）手筒体校武恩て‘‘り線豆忍 r<o
猜らが「"1 線1-.1¥0 7 卜 lレ雌頃知／ii訟見 7-7゜ E 9利\J\ I 1 線ェネ Iレf｀ー，弘魔~ -7 
惰］＂ぽ 0k/TAC ータofI) H t‘行った．

ぽ験姉果］
(12,1) 及応‘で｀紅成すなセレンの，，（ l釦fりばヽf函 K 仏｛雨 1‘｀あっ「て。 栂々＾照、りす存if下

での也レンオ亥謹の ll 〒ンショ、ノ ETab/e l 勺示す。 クtse J g:／嘔， 933Se のリデンショ

‘ノiで，蒻、拉l釘 I, 何息、の見がみらいず，（目｛尽試料•のドライアイス瘍凡て‘‘11 約 6D 扮，
廉i｀炉ぅ釦用ゼ Iで？0 %て｀｀ふフ「て。一方，水私ぅ夜の吃 ~11, 恩屁軌 I て 1 閃 1条 riくほゞ
30 f t‘、あフ「く。 ？f方e の＇／デンション (1上言もの萩撻のゲ小よりも約／0 ％ノlヽマ＼‘f直と
riっf<"., i rて，放星組（司 E 房入tも足IT‘ノシ a 、/1'1嗅わら乃、力‘っ T7::. Se{の1 1) 及
佃‘の守 l厖印訊1 魯恨ば芍e.,『/mSe, 『'裟） ｀の｝這 k っいて観戸がてい方。
レ n‘V / 1訊 1 線の〖紐知の割合訊穏 I司て｀累ナtうが‘I ：：爪ら0\ f‘、ーダ Iて馬っいいて h
読ェネ Iレf`—と急f図 v た。 そ叶§屎， 79町e の及跳ェネ Iレf‘- l了氾の粒穏の？いと比

戦 v て I V く K3 V\ 。その「コり ”Se の 'l テンジョ‘／が他叫硝ょしI も小さ \1直
に叶っドも(/\ t府えらが出
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明:Se ，てついて（不， 8oJe (”/7) gt『Je と｀―fl15e とが‘戻府レたものとレてか

難，剰足マが百。そこて‘'分離像療］定1 1 まて＇‘の祠 l司t遺｀正翼のよう Iてして行っ
fて．菊1 足日町(}) glgSe 疇mtAz iす）尺氏に戊ふ

Aス ：：：：入芦，品（ e-入It -e—入zt) + A。心―入zt

こミて｀， 入I, 心 lすgl”Se, g/1Je の戌没定紅、401 、 A 。ス 1不分離終］商の 31呵e,gl1Je 

の放射往て｀、あ方。"-墳 11, 分酋臣睛,~ ~,吋e が‘印工すi rこめ，t /l印 I~ て｀｀ I T 1`' 屯成し
た方国応‘ふち。 Aoz If（如 1) より直茂紅成レたものと應訳終了筏介雄す h i t'`の
商 1可に 1 T t‘｀王成レたもの [1,Tの舟lJ令）の和て｀｀あな。

（ ”,I) 及応‘1‘｀生じヵ叩e のリテンジョン II ，！田町伐 1 ぐ 1てか離すなのが檜弓
レ1/1.し刃‘v, I S-分の應倒玲閂睛 1‘｀も照、知呼 l て工． T T'’ 笙成す力のが‘/ % 1精令す爪
も．そ、‘て‘`,(71, "f)麟 1‘、生成する磯5e QJリテンジョソ Ia-ii'/喝e.のそれと 1司じ‘であ 1 し

み rs レ「く。 1.T の割合応分離すなまて｀｀の放毘朗／司の 1釦数であ7q. &>IUJe 0 1/ デンミ／

ヨン (,4oz 1 ：：：：ついて）しで放置蛾 l司と来 I 可吸ヽyす力ti\がみらか「;:,. しがし，令患射紅
下て｀‘の翫l ?1'ISe の 1/ デンション（ r心／e 奏思、）が‘累tt ~.なて‘‘，各放昆睛（司の付!Se と
珈Se (1\＇／デンションの笈と 3／可e の'|デンシコン 1‘‘ f命レた［直（g／1Se のもf向からりf函

への彰紆瑾）について I, T /J)’〖畜tの 1司｛京て‘'訊べ‘T：：：． その高足，照射試料（（釦床，飛條）
と水お知レ「て思i手（賞羞ドラ 4 7 4 ス嗚r\ I 液f尽＇笙界選凡研＝た/0) 1噸
｛禾T i ()そ(/) 1町に I,T 1’' 生成す｝也レン(1 (1 ゞ／j0 % # {f西／て転浪レr,. 一方，廊茶
試料ず放畳レ r-::: しぎ 1下，叱の割令汀涛浪の蛉程内 1‘‘ふった。

f) 汀味偲： 日本廉百灯屯＇公話和 50 年匂急 々な (I'/7ぶ）

zl 合． P"f'fぬ-e, :.:r. inor!. 畑d.. Chem.) 立， I ( /?77) 

3) M. f-eJfn-9 、が必．：し必心脳mJ．母ち互，ク？ CI97よ）

Retention values of Se nuclides produced by (n,y) 
reaction of K2Seo4 under several conditions 

irradiation 
75 Se 79m Se 81m Se 83g Se 

120 d 
condition 

3.9 m 57.3 m 22.4 m 

265 keV 95.9 keV 103 keV 357 keV 

reactor temp. 30.9 士1. 0% 20.6 士 0.5% 29.5 土1. 5% 28.7 士1. 0%
liquid 

dry ice temp. 30.1 士1. 0 16.6 士 0.5 26.6 土1. 5 26.3 士 2.5

reactor temp 93.7 士1. 0 86.8 士1. 0 9 1. 8 士 0.7 92.1 土 2.0
solid 

dry ice temp. 63.5 土 2.0 53.7 土 0.5 58.9 土 2.8 60.0 土 3.0
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中止
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1 A 16 紅（ジェキレン,...'/ 7 ミン）コ lヽ・・ルト (111) 儲1,.f0) 

ホットアトム化券

（名大Jt) 0條ん禾碕ー，飯若神久／山令努碓

金属鈴保tJ)晃）出本のホットアトム効果 1-=./町る研究 I2妬 9りく行なわれてきたが‘I
ほとん炉n t鯰，核訊立し＾匂輝によってラベ｀ 1レされる晏社~,~出荏息l'珪0)
如ぷ配置芝よくィ釘在芍 3 ンしが知られ1.. \I る。 L 七｀らい仕店の瑳柑滋してJ
1) 反跳した原丘 I2 じめの位匿にとどまるサ戻る過程と／ 1i)亙誌した原＂＼て卜 'I

り双配ふ（又 12 厄 7 うグ‘メント）と亙応 3 る過程とが） 礼れ冷れどの程度筈与し
1 、 1~ 力‘／固樟系においてほ梵験的 l遵らウ‘l2 されてし9 仁い。兄こち我h.. ll 昂1}'生
砂雌した心養体と有微庫切て一（す•O1) ピ｀二 1レア 1レコール／ PVA) 0\国1辛乎に分散

して廂以但如を行T'J-、"'I, H)の邁程．t抑剃したt蛉 I辺｀のよ咋伶りが戎れる力‘名
校討した。用いた舒~Iちホットアトム如泉/-:..つ＼ 1 てはまた｀屈知れてい呑り恥

畠：口：！門＇tI-｀：贋右竺忍空塁令知 I;J..、カラムク P Z トグラ 7 ィーによ 7 て落 S-fac “-f ac m y 

易 I~ 晃•l'L紗雌i a ととが負る。 (_.-: H,t,/(CH1\Nll(clf2>..NH~, dien) 

冬 [C。(dien)』3tは [Co U(N叫］2ャとジェ今レントリアミンの水シ落液を珀l’に炭店
左下で一屋夜がきまも‘て合成した。晏i｀出手分虹ほ， 0，”ィラ酋万蔽ナトリらム：為液ぉ塔
紐桁l L L て SP也71 デクスカうムて行なった。最終的k!. IJ:1;羞化的として粍品化しノ
シリガゲIし上に 4券店した。錯1~ 1 Elし装＇）の柿晶l<...IJ S寸虹＆び u-fac につ 11 (. Iな
1 'E- 1 レJ'111e,Y 1-:. ついて＼:3: 2,SEIレ‘7.,_、あった。 PVA の 1 ィ 1レム 1::.舘体を分昔文さも吐式
料 lり錯体t PVA 0) 9k ぅ落液I勾差賄し（録手l::. PVA の充骨比/: q.O),.::, d)考及をサう
ンラッ 7° L··ああ‘っい一平牙旦 I豆虫して広 rf, bo" c... -z:.·穀煉して作瓜し乞 7 ィルム 1な
シ') 1)和レJ:_ /沿f}し乙。これらのフィ Iしム,~,さ／クoo I令聡倣競戸'hは，祐お晶の
牙介出 l巧とめられ戸‘＇た。
屁料 I汀゜＇）エケレ叫応3松しノ礼れらを立放丈浮原各カル和研'T'RIGH-I恕’f
即厨籾柵（如：S-x ID"カ・血,~ sec-1)1::.1 しi’わ届~ I.J.ドライアイス茨稔干t亀｀照射しt-o
翌如叩碍3，碍 12 よ I) 1)屯田直1 0.o/ H凶箋に津陪し／ s pセフ，，デ・ク
幻力うム(¢ 17…, x 300 愴,,.. ~ 17. ｢ 30叫,,,.x 300,,.,,,..._),＝咀羞さ也 0,5 M 涌屈
釦トリ加渚浪這紐脅’l として／GJ (II)峰租 [C。 (d,'en)』 3tの三愛餌訟紐
した。丸繹lま2.-IO 心瓜似函 1瑾 ,r.／匹 Iし粒応I(TL) シンチし一夕とシング
叶ャ ;/-Iレ PHA O)雑令せ 1-=-J:. 9 60Co d) r含註計粒し，礼中より得ら中たヒストゲう
ム 1-:.. もと 7•‘ヽ＼ほ疇桂遠紅臼雑速紅革あた．
且上、I くっか0\易呑っ這維条it噂如凸詞詮知豆履l逹しt_巖
直麟疇紅的（か'1'<'/'f.x 紐冗臼カラム， o.S- M ぅ証釦トリウ¢紅）訊
和心恥げ1嘉雄ミれた。得られた積屎といとあ C［表］に示した。鈴ふ必今J
ドぅ 4 7 イス堕、身12" は Itとんし＾0) bo(cはも（lり疇積しして見＂｀出ミ小たが；翌船乞
に加懸しいも令ゃ／対溢竪射の喝合／ 出党昂t切体と日じ釘樟し農の 6(ll州暦iみのオ兌射
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60＾知釦 4ヒ営的し炉店 (°/o)

“;|:C| 仇 llぷ7|rし I'"'-

•• '~‘皿マV 99 ，ピ』．．．、"' " ヽ,,., ' '•一'.,ーII~ I し・J I 'ツ,-・ア11 ,、三
l •一p 
冴
* S-fac : 50°d,“- ia. c : 70.c..，初er: l loーc 
( ）内は，叶 I) 'lス儲姻、,)紐栢場合，知競籾l足か甜祝t:.u森値．

化誉的収年が遅状的に心直ととった。これ 1~, ::.つの要i'与

応『｝社す 3 条 1` t 60砕 Iヒ輝砂冗（1rt)錯肛腿‘す 1言凶）］ ！芦？りぶ“
a 際にt外配毘叫屈が可能 1•あ｝こ'c.. t示し／従来必ー ::: カラム． s·Pセ芍｀奴
圧寮tt応輝岳l碍豆うな知の晃I'生体の灸 I2 つ /] 『輝剖； 0．5心tmt
し 1 1秘知厄雌邁向と一致 L た。一方／釦げVA ? に．r
7 ィ Iしム乎 1沿如と直卯］ ｝し，ドぅ 4 門心知:· -~ 
lょ，凡贔此·比ぺてし（IIl) 鉗体の放紅ヒ咎 aJ U玲嘩権をともIOO
った。とれI2呻l這;"~遠釦臼豆られら。これら］
砕(IIl)儲釦畔 I;}:' 'A砂 1)這知起き直紅ぁぅ森
う。 しかし， 知n みが評は 1 ％足らがt••あった。とこうが／ 烙 500
コれら遣料も加懃可入と、命叙した会t｀あるにも”‘ゎ
らず収脊｀ II 菟 l< t§加した。:['7 I::./1P塾0\斗↑試験で,a:

吋hc

畏和ヒしなも＼~たてトリ 7 又舘体が費I•と化した。し（99ガ輝 0 /00 200 
滋訪/4本積／，，，，，3

蘊伽繹的収年 1な 90屁這可｝とと分ら／屹＾四6ぎと 園］輝叫？松
が7.. 1)い紐叶鯰｀つけらこヒ 1-,: Jtしヽ1 。そこc.:·,位
て‘うべ｀ lししたし（Il) 化冷楕し非放術｝知 mey-L しCdたn)JrJ3 を令む PVA7 ィ Iレムと作
リ，年1}boい項を態知咋研なったとン初¥弁の研＆ひ枷懃のサて 1な
起珪ヽヽ Co(,,)ヽ噂権と邸ltl)鋒炉如負反応t,ら(lll) 鉗炉岳9}訊化が簸厖に認め
砂た。tO)溌集 1;1. 1 P VA砕繹I とした北合1 行）の返程町危献厖がウ‘~'}店ヽ,~
しを恙虹）。 1）ぃ紐刃ぱ心豹訊の広磁哨らかに呑ら手かった。礼こt, g’l 
叶紅l し l 7.., S P 也 77 デ｀奴遣体を啜羞立せ§這L て原践庫射を行；っ
詞と。~O\"知狂釘翻てあ｝が｀I PVA 未叶t厨），照如知抽熱によ｝収
"}叩屯わJI) 7_, I/、さく，切—') 7 遣印臭I謬t観汲11 t.}-l.なかった。 L かしJ
畔遭心昂叫繹"1))]11, 出パl輝岨J叫訊l紅芸閉匹
') 1) 叫這鐸吠したものとかヽしふ1 。粍局，いれらの無足九叶1知舛゜リマー
和"1渇t訊贔鵡と在Jらしく 1 現み-0\ヒこう杵1伽＼ B 昴を達 L 1-い!f_ \I 。しか
し， PVA含t"駒羞t‘あったわか畏ti化の反た 13I X絆挫術とかれにつづ｀く加祖q
褪セ1,"Iれ｀ mlmm 3 ことが｀わかり，不プト了トム劾牟にみげるアニーリンゲ
勅果と庚紐、が高｝とかh- 1ぶ雫味ぅ呆ぃI彰象 2あふ

-39 -



1 A17 岬び＇lレトテ □ 7ェニJレ叔ル 7A ン顔釦（心す）口し
l"らリテ凶シ戸釦院{-:-"J I Jて

旦庄滑盆叫
(Co丁r f)かく
訟釦＇，i兄｛れ 9
りゑ 7o rJセズ,r::フ
的げ、訊‘り 5 。
屑ぅ

羹鯰化 I ~紆詠·痒）
池的に 。洒嗚—夭 ＃輝

l 1-: 臼填移灯I\·`r わ合ば‘’
該（：：：も ~.1‘、ある． L (liiarぶり 2)ほこの 3 過程M鴫l＜羞目 [~1] 
し，（ l 〈つ心叫）鋒｛本 Iこ 719 （珂釦か）う。濠兎り l i CoTfp，屯｝て‘°可吐L
叩輝りテンシ3 ン｛紅左打｀＇：僻昇＇）。今 I街 1 叩（(!l,『)幻t({) / 
叩（叩）砂9C。項（ぃ，『）麟·tJ)')プンシぅソ催（応， 1c,) の差につ II て兒
騎摩泉環／さら1:1 べてo) 7(/0 1!--豆／彦むオー／199ーオー Iレ 0 万ンシヲン俎{R。)

り 。 ‘゜暉 (/0,5成）
蕊
兄f)門吃。と知（バ）叫岬叩亙 ヽoi C;
系ずふう K 砂o)i liとんt'峻＆ l：：フィードされ (5.9 i` 

呼幻‘噸知’'直採叫の/.33 /1eV逗起レ
＇砂‘｀之れる。ヤごf'コ）ヽ‘`lレト叫閑射紺圧c。 [日
/0ふれ｛宴枝してあま只罰虞ってし）「ぶ心
叩 HeV(j)光壱ビ］直輝l}‘゜叱釦嘉
疇匂巧。が｀ヽoic。滋虹（パ叩3閲
叫°3Co“:t紐紐f囀れ。 V(-:,ガパ暉

終1化直ち 1<i叫紐詞）1 /v蘊吋tt：：：：：：〇とし／樺軸 I：知鵡疇，縦釦
9, 33MeVの放射能もと 5 t l⑰ 3遺叫。今叩 l：：：1,'VJて七＝叶疇鰭旦
ん，鱈鴫滋痺して一釦（J. 9 た時の砧鯰紅
す§。そして七：：：： 01：：わ＇（ I t和在し（：：如cら吋Coの原手 ↑屈心
如忙戸心。I Mo とする。丘疇の縁麦定数土 a 
ぃ勺とし1 月')“の I,33MeVr｀り叫燐疇豆ヒ
す如i’, A, -B- 1Jび守＇蛇決叶＇嗚わざれる。
a= t（の， 002午入」応。＋勺心）崎）

も――·---

｢ ：：：：士入3 （応9。+ 心） --心｝
鳴をとリ是 Iこついで網く心鳴叫。
血＝ もス忙l<〇,00呼一久7\.g ーー一(3)

［国刃

七氾e

応0 /lJ (c:i.ーも）
孔｀ 3 tJ>知位 1く，んも直訊‘入す如化：：：：：07'ゎ兄りもの秋和以‘洸ありれか
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Co丁 rft羅籾パ芦豆 1`、ドライアイ這羞知'5鰭閉虹、加し／直知雌I）
婢訟量：ょゾ Co丁f惰鱈叩（リテンンか／）紗知fこ。化学分蘊叩
崎刷（トーり lレ）とげ‘／ンロン卸らにつ 1) て， I， 33MeV元和°ークの立
紐噂岨虹釦fこ。ここ 1｀・トーグ）りJデンシっ崎応麟 I~対レ，因 3

1`'()~ a/ が幻＇‘求めウ凡式｀ □‘う色心’・丸＇め→（紐）Tct...i / 
咄）¢efeぷ叫として，々の比どと 5 。

｀｀T ＝況／誓＝是—- (4) 
（・：母：：：：均！艇＝心）

叫 I~ 輝底：J刀われfらトーり）ピ）デ‘/シ▽碕釦／窃間八珈
如§珂知揺す。万‘ラ万デ1- J 5 ゾパパ＇れtl1 1 ~~直夏（色）k ，
岳）丁旦＇めでい麟濯叩と長＝1.00* l （り炉 Rm といえ 3 。

®キハ土）V7°01!-ズと 1丁ァロ包ズ が

こ七ひe

゜は1 4] 

知釦'J C。{JJJ滋俎二つ
ら IJ応咽戸仮定して，

rco 7ー0 -eズ lこ［哀総島知｀起って｛ I う叶暉、して心．
Co (ac んC)3 鋒俸 I祁（｝てf< l ピ (C`), —ーれ 1ば麗＇＇さ（J I)。濱知虹oT『P
心t 1［りの G(AC 止）3 の羞応狐f <1 T’•あみ Co 丁 Pr に関ば佑
紅輝繰囀も‘た I~ 言Cす。
1) Fm = R/) て｀｀古 5 。
2) 応く応す「§わJ f＝侶＜ 1 7`' あ 5 。
3) (OMらユ呪。 7°ロセズ 1こ〖；；蜘喝釦約／0/ あふ
))(..t:. 3 尻ぢ＇よび｀ La昴＾心ン心初輝雌t読哨するたの 1｀ ＄う,:蒻レfこ o
す（iわウインダーヌティシャ l レ<J) (四箪をかた）‘゜叱o O IT壊虔 I: Jる
鯰履移t//fJ‘}叩 m ヽ゜｀豆鯵麒謹程があ')/ :02過程の町直
乳机f(f) 1直 l：：：影磨するい議訪れか，
1)池If/'詞訊吐 i扇印稼釦（か心） 1I m, ((l'7｢) 
泡的臼荘り 的6叫ぱ年~(IC/ 77-免f次阪）直該

2) 巳匂炉仇しシ 江凶r/’ ')U(C..l, C知爪、匁、7, (l967），立叩{f厄）
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1 A 18 トリスアセ干 lレ了セトナトクロ1..\ (:nr)にあ 1tる

c o,n) 反応 1こイ半ぅ心学的効果

l 東北大'fl!) 0 菊地蕨光 大森~蘊 逗l11 考信

1 、固体卜＇）ス了セ干 lレ了セトナトIJロム（皿） Cr(acac)3 セ惹市曲子照射 L t：：：
時に生船す召 s1cr 椋薗池洋謹の固紺恕了ニーリン'1‘‘挙動の扉兒 1;!:. 、将 l：：囃i水冶珊
以外の化学直：：つヽヽて、そのか雄1/1ために、新し、、カラムクロマトゲラフィーが
開発豆LI) 、興味古 5知恥噂ぅれる羞＝なっtこ 0 かい、 Cr(Qcac)3 原吉晶た、
か線啜射し、 s2cr （o,11) 51Cr 反応によって生成す百 SICr燻識滋冴滋l1)、固柑

釦ニーリング反応m凋べ、た。
2. 史験
Cr((,\cac)3 屯東北大卑萩理釦 LIN AC にあヽヽヽて、 GOMeV 制罰放射繰し

肘ヽ9 て、ドライ了イス葺瓦てヽ照射 L た。照狙言誅叶 1さ餞鱈ょ尤‘ドライマイス中に、
貯絞 L ド。

鱈叫1，ま｀ベンゼン遣い五尋慌酸危這ヽ＼芦鱒坤武法'~.-:c-、有2費
柑喜歳‘栢疇離 L t::..。諷体 lぶ ds-Cr(Qcac)2.⑯o);, CirCC¥cC¥c.) (H20)t, 
Cr (H 2.())i:,3十て‘'ある。さら 1哺燦狐戸jLミナカプ A 這 I＼て、べ‘ンセ‘‘ンで｀I
Cr(ac邸） 3 0)フラクションt斎随し、＇）テンジョン履屯用めf::..。また水遥寸、

研
Sp seph叫e-x. C-25 (K 形）カラ A 這ヽ＼て、 Cr(a.caC) ぶ (Hl.. 0)ユ＼ cメ(acqc訊0k
｀比O)1,3+ ·1｀分離し↑二。競鰈 1J: k,れ£‘れ、 0.OSM K改 045蕗疲 C pH 3) 、
o. 2. lv'I N這— I0- 11.tv\ H 虹4”息叉、 1 M 枷＼a磯ー 102..M H 改04 落知｀高 5 。
照射試凡熱了ニー 1）ンり｀ば、温度調配れた才イルパスた用ヽ＼て、空気中 I立て

行った。

51 cT の匁声は、1,\)ell-type NaI 直） ジンゲルチャンネ）心線スベり 1ヽ
ロメータセ用ヽヽて測皮しに。

3. 病果

麟柑、水肛抽いL t::. 51Cr標識化弊耀”‘い、惹中祉子照射輝出場合乙
1 ま 1ぶ同様彗維果炉示しに。布磯相中、の 51 Cr 1さ｀親疇物 Cr(acQC)3 の碍
/J‘`` ｀ア I謬tカラムに残存すが碍煙fl)割合が大きヽヽ，仝有歳収、率は、図 1 の
＂マ＝ーリング曲巖涼□l □様に、記＝ーリンり‘‘1::. よって増加戸。鑓の
旦｛によって一息棄墨ァニーリンゲ反応速度亙遁加し、高温て‘'はほ乙 K 込＇史量
的に、 SICr牒職疇紅 1碩譴子 □疇合す吝こ労ぇられ 5 。
図 2 は、を6゜ C ，こ二'-') ~'7‘反応盃り、親疇掬李加幾豆遠知誌。
露 C にお I\ て 13 、視鱈ょ｀） t ̀ むし 5了）しミ十カラム頃濯必学厘への熟了ニ
ーリング文庫‘、ゆ百やかに追行 l L-ヽ＼吝:.:. "t...が‘わらた。＇）テンション礁ほ、 2
“以内 1-:::_ --Jラトー侃直戸 {])1::.如て、全有戯収辛は 10 日間ヵ遺 L'-- tへ 7゜
ラトー値1ま得ゞれt”‘フt。
一方幻姐 1::.抽出された SlCr 楳裁酉譴千不足水乎痩の力涛は、オ夏雅て＇あるこ乙
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がわかってヽ＼吝於、初期碍て｀旦 I::.` as-Cr(acQc)2 a;, C叫叩）：土
Gr(Hュ 0) f+17)フラクションに、大部ガのぢ1 応が‘分M'r LUL ヽヽる点、中雌子照射
麟違釦同様である。

図 31:::. ` 80ー  c 芍疇芦—')ングにお,t &. 0.0叫 k改04-、 o.2t-1 -N遥
I M- 1'1塁藩知‘‘、い1 四濃紺され &7 うクション17)収幸の変作女示 L た。
c`十よよが Cr(ucac) Qぐの求和ふ羹l少戸。一方｀ CrCQCQc)邁

十

屯含む、 0、o S- M-K C.Q, 0心瑕疲藩肩『 7 7 りション 1古、速やかにデラトー値に逹し
て、澤。このこ之より、 Ci--3t ~ft\忍叶滋乙した．｀叱，r 牒識罪釘ネ足衣岸
鹿違了＝ー') >I/‘反iゞ Iよ、 Cr(_Qco.c..), Cr (_UCC\.C)之t甜由 LE stepwiseh 
配位予丹誰冶反応てつ紅 x 考えられる。

~ 80 

9 40 
u』

こ

| . 
゜ 80 
図 1.

40 

ヽ゚゚

•一•-•--•__._//
0 --- 00  100 180 
TEMP. Ve  

CnacaC) 3 等蒔了＝ーリン'l‘‘(l o h~.) •ハ磯収率

g 2oy•-•-•一●. 
゜
lo-0-0-0 

゜

•ー•一） ー•

図2..

10 30 勾
TIME. HR. 

cr(acaC)3 専遥T~— I) ンり，， （露C)

20 
50 -0ー＼ニ

●全砥瓜率
0 lj〒>ツェン

•-)—• 

0．二］ ＿ー：
30 40 50 240 
TIME. HR. 

.6. CT(acac)五 0cT閲

● CT(acQC.)、

1) T.0mo汎， T． $hi.okawa ，知虹hen．兌幽ana.Q.:fett.詞， l6り (.Iq叶）．

40 

合 l‘▲-•--—▲

9 20•..-•—• 
IJ.J 0 

> 1¥ 。 1 °• 0—-0 

゜ 10 20 

因 3. C rcacac) 3 専温了ニーリンり‘‘l8C゜()
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1 A 19 ウう二）しジピ／ゞロ-1 Iレメタン金脳柘濯華牲1：：つ＼＼て

（金沢大理） 0下沢秀夫・蘭根勧・打揖'~f．板戸Eイ古
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紅考えられる。なおこの毀酸結果の傾向い）}}1.. UOi. (d pim.）よっ II ては昇華唱l
逹諄230 認して月華をおこなうご℃が‘）充分な届非名おこない虎蒻直珊＼世を
なるべ‘く碑保するに 1 i J適i当℃思われる。
さらに LエNAC 噂れ）0ぷい）2に昇華分離法をおこなうさい〇錯体界華 n釦嘴

厨棟討を試みた。それには 23...,訳‘デ＼‘‘)Vされ
た uoュ ldp心を合成＼、兄碍華史駿(f)~\)幕
黄培怜誼螂該疇連続的に瑣喉芍るよう 1ミ
L た。まず‘麟国（磋管封入）の L1NAC
顧（ず，代）反応によリ叫贔謬」応o紐）
をつくる。ダーゲ｀ットを硝酸ヒ溶印刷夜芸、発乾固
を数回反復L たのち直当董虚肖諮ウラニ l レさ添
加した水遠減l-;:1 H-DtMアルコー／レ溶液ピアン
モニアをフざ‘つき‘｀に加えて uoュ（如）2 を合巌しt~。このようにして信畔阻疇 11 :L 
印湿華 l·d:: I) 精餓 L 杞この株峻試料放射能に）なJ rス'\°り卜）v\こよ ')237U(f) Iま
か立をさくわっ‘‘ガ‘認め七が',他の（ぶ岱）反応辻戚拘 0瑶在はとく疇恥なか
った，界華渕）吏菜置 1ま叩 l：：：示すか‘、電気炉1討炉配‘1お温襄勾配咬 I) よう 1：：：し）『
揺餡N'ば（Tり） 1‘枝出し昇華荒著碍ぅ豆増加を 200Ch; PHA を MC5 てード (20
“隔）で使~L 1..約・1 時間遥品汀l史 l t.。堺華壻内の負密疲をうメ／0久tor遣釦
し，一淀情の試料を恥ヽ昂華唱の愛ll逹ぅ鼠肛を維々 1：：分えた。昂祖祀紗げ）椋出放韮t
の時朋疇．化の 3特）を l炉午上半令ゃ k 示す。なお BK は評分をさしひ＼ 1 \..片対数西
ヅドするt瑶楠の立上り詐分 1：：：隕 l 国 4 下半粒にもわ[ 1 示すように）直裔鱗
与炉む七十 b (A; co叩tts/s-ec、) t；が西, ~ s-e._c 、））が，昴韮叡l)逹湿飢約）？0°C
疇260℃的虎恥‘｛噴られセ。（堺葦誓豹I逹舜霞 1'70℃以下の場合に 1なA：：尉＋し＇
渾原‘Lなか）さうにA項きい昂革堵慕終到逹温復いの関係を栓討しセとこ 3 国 5
疇すよう這緩叙駐れる．同団＼こ＼ま ”Y ヲ '\‘')Vo) y（仰叫3錯釦｀の同祥か梵取
”鱈豆‘\ uoュ（←）ュにくらべ｀慣pl)>I,)3 i)月か‘‘あきうガ‘l渇華しやす 1) ご't'...を
柔し1.いう。：：：の事t 1丸両錯体の早草才7 位置関係兄
も矛詣せず‘)両錯佐這ー温
知‘の蒸知E とも関連すると & しば二：：:"'Oat>.
兎ぇうれ弓。また日団げし 叶 ：「：bsヌ与；：
訊練li LINAC 照射試渕 ｧ 

(2メ／0戌）にフ 1) てか史駿 '000忙

舶湛果1‘‘ わる＂

"‘ヽ‘,\ L 
ー·tuヘ--しnl
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I A20 希工穀ぁ‘よびアクケJイド戸ーシ‘‘ケトン錯依の尽展丘須’J足 (1)

IS詮浜ラベル E久はp仇）3 ， 24如（d.p"11.}3 のゑ尻丘

チ＊·

（金沢人匡校狂・東北犬紐） 0天野良平・鈴木進

` 希 L類ぉ·ょがア 1 チ／イド・ジ｀ c• バロイルメクンはp=）釦和昇庫楳 k っ\\て．
＂の一人は、その昇象戎着瑶度這ぽごし、分離の可能性にフいてすて'’la榎告した。
鐸ょ＇）これら化合物のよ＇）基礎的知見t得るため、素気釦則定t菜終的に行うこ
とにした。

刹定方広として 11 ｀高比放射能化合物屯対象とすることもあるため、動的比叫五

虹ぽい紅した。 K巫必泣n 流出兎、 1-t,高温での全底の蒸尻丘刺定兌、として一般的て‘‘

あるが‘、広研尻のような店微守レート化合物で、IJ‘っ 1約藁て万剰足例ばなヽ I 「切、

静幻紅すで 1&、気丘の成められていろ E以伍）3 につヽI て， K叫伍叩適用し「ヘ
さ S I て k,,,,.....如→乏、の特長も生が □勺処（心巫入 n 蒸辰圧g成め「':;.

＜笈覇とか氏〉
1 、朔1 定装置 1-j:、殆単な車一分子蒸留器、（ F惰・ 1) 'l. /8-3"ステンレス製t /L ( 
F,j. Z) よ＇）組み立られてしヽる。 —‘れら 1ま夏を和に連結ざれ娃時間 1-::: IO-9~ IO—ヽ応．

に Bl逹て‘‘3 る。 Fig. 2 の k伍ol..s砂1!. Iレは、 F,8. 1 の B卸ヘセットざれる。 A 詞げ‘

瑾集舒て‘`7k y令｀ざれて v ヽる。ここて｀見ばして？た姜、尻 Iますぐ手籠臭される。 F1,3•2 の
k伍ふ胚セルのオ I/ Jィスの面積，ま 0、 00 乙／ c叫c, 高さ 0、 o3Z 玩である。

2 、徳l 足方%. :ー足壕度て＇‘の姜、尻圧玄 11(.、めるの Iて．、長低 2時「日は＇炒字である。そ
叶 ll阻危述べると次のよう 1てなる：

（、イ）．ー足嘔度にした効盗 1-:: 、 K心砂is紐1!... Iしを Z ットした分｝急、幡痕屯千が‘ら 3c爪

ほし‘｀のところ 2 で殊1 禽に浸す。この陪ジ令う蒸、留器平 1ま、アルコ｀ンか‘スて｀星揆ざれて

いる。（口）． K必む恥 E Iしの議凡が一定になるまで｀約 1 峙，fa1特つ。（ Iヽ）、脱気する

~I司り手 1-:: 0手間t訂測する．夏を計 I~ よると 30 かパ Iこ /0冗，r, 台 I：：入る。（：：：：），一
定り、い伍之 lし守の試利を条杞（昇箪）ざ也ら．（1tヽ）、一定時間緑過、後、真
皇t級る。このとさ、アルプンザスぶンベー）社船ーリー 7 コッ？ tつなざ、負皇足
該ったン了、アルフ｀ンがスが茫，＝入るよ）にする。（へ）、その後沙玲ょ＇）分 3 役藩'

界区瓜し、包 lしの瑶度が窒壕程度

になる 3 て＂待っ． （卜）、分ぅ忍笞←＝ゞ＝ご：← water 「：ニ二1
器A d\.t.d).試粁叩吃着したァ l し

ミ箔厄牙又．＇）成し、放射能を葱I 足1

る;.}:'.. I：：よ＇）、蒸発呈とり、蒸
登逸凡/l1\./t訂血可る． （チ）、よく

呪浄した忍箔器 A 上に新·レヽ、ア 1レ

ミ畠t艮を 7`’I ースて国足する。
A 

（＇））．岳全体tアルゴンがス墨炭 B

する． 門． 1 、 Mole叫 s七Ill
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次の温度の瑚釜て‘｀、 （イ） ~ （リ） 3 t̀̀ <)逸 1.

3 、羞凡丘 4 訂脅．•以J:. d)よう「心的ガ広が釆｀められた羨、発返度（界事逗度）西
（令／cぶ•sec.)立 K巫心ら1Z. Iし囚｝・必奴SIヽ"'l lJliJ J.て様正し、夏の、菱発速度ー m （ぁ／ぶ•Se←)
た来、める。この巫パ‘9 るヒ店、系たp ,1 采、めシハゐ．すなわち 長応倉｝是疇
よ‘)導ク‘むる 1““S胚の式 I= よ）、姜，気た？とおめた。

口／
T ··絶灯湿皮．

P= 
ヽ

に巫4·匂＾の式

M: 和賛｝量，

胃徳j定低足立 Fio.3 I-::: f、 L た。
心， ’”E“ うへ｀ Iレ E以パpm)3 ：再現桂牛ェッ'l //)ため、 K心4巫乙 lし/~ l.f.囚試粁幻＼

疇心坑した。（●, •, 9 ▲の＇＇）頁に行·.,た．）その終果？ダ'c~ |60 ゜ C "'範囲
で、丘（4f仇）3 の差知丘～萎度曲線（門3, a.)がはじめて得ぅれた。この紡晃 11:.、
Sievers シ、の 1 ワ 0 cー ～乙Io 0c 遺止亥のり線(fi'3. 3, C) と外押するti手,i‘‘—玖し

た。

泥A-.“戸」：勺
砕3A帆t伎用し、 .,_93心（←」

t合氏‘した。合餃した

匁メタが入 It徽量て、あ
るため｀ベンピ‘ンう怪硝役
恭夜として K心¢ls肪と Iレ

l＝釘紅、乾‘煉俊、房、気
圧兎l1足試秤とした。（な
あ‘.,._”心（メp仇 )3 1コ菰色

を呈し、 50 り…仇 '2 喚吠
を持， 2 いた。）

菱員ji_瑯’1走拮泉 1な｀用．
3, b 1＝示した。 ~(olp...)3

(i)驀気圧 l1 、 Eい（かf""')J d) 
それよ＇）tわずかにf奴，

13 o ·c 付近で．約半分て｀｀
ぁ， T：：：。

珂 3. V呼our press 心.e. of 
E(.(. 如知心｀va,与I介e必ふ

0... E以年叫必四rl:.

b. /hi.（←ふ叫四rk.

C 、品(4fり認五血"-.
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2A01 1'jレガリ如□枷紺晶の屯飴晶蔑こ｝又 I\ ウ Y- 7,..ベ 7 I-iii 

（れ•K 組） 渤怠良正． o 甲斐徳久・面田哲明

如しナトi)ウムに収％の造犯媒ー麻t韮 l 、睾靱した生成吻 0'} ス｝、、ヴ了ース

ペケ~ i\;を魚＼虎し、そ n 辰内 n 腺イナ、ノ〇挙直h 在全として結晶心粕祟造と関進ヂ

＼「て悦寮する扁浣色すで 1ご奇艮告·しセ。 (1) 
今回ばそれをさらに泥康さ•\!::、んの一蓮l(!) l" Iげ 1) 塩北吻 (L i C,Q, .,Kd, RbcQ, 

CscQ)に首回と固巌の方法て‘教％ o 如心—数をドーfしt辰（急冷） ltフヽ＼て、
メス}~‘吋—ズパクトi\n: X幾回折（勅末或）の投＼史を行い、興昧ある結果ザ待少
且〇て囁釦結果と封比して報柑する。
LiCl- 即＆示

2. O a.t o/o叶炭を居t』utリナ占ムの｝ス／研了ースペクト＼V-i＇は、怠スピン F忍1:::
ぷる＋のと思われるシンゲ｀ lしピ- 7 C 6,:::,, /. /0”';t)のサが得られ、鏃の違衷を3.I 
at °んに増加させるこ、 :: rt,ビーケの心b収ガ‘‘さらに増加 l 、訊 aヤ。ん m 厳の凍稟ていこ

のピー 7 の nk収ザやや黎‘ケ L. さ~ I::; 百釘藩； ＼ヽ喉収（かfez.03 (/)内領\2本0)咽収と甦

われる） （玲Q符か~)が煉稟された。

KCQ -FeC.Qz 派
18 atプo の岐を危も逗Aピカリヤム'Tl} 7... Iミウ了ーズ尺クI- lV で 1古、京スピン苛o

ダ‘f L 、v 卜（狂 r. rぇ•””Is- J 4Eべ／．タク””ん）と虐硫 Iヽ唆吹（t~o訳）か/4)が得られ

、鉄の瘍祖を 2. ~ o.t 0/0 Iこ増加させるt..さら K 四極子侑変 0 大き志下ざのダ 7.,.\.. 、y lｭ
（狂／． a3 初Is, 4Eベダ．f2””Is) がお少ホれる一カ、雨卜の喰収ザ強く存ァている r11 が

棘察さ永た．

固CQ -Fec0ふ

2.3at%(/)腺右居も堀．ALIV ビジ古ムf).,.又 lミ占了ースペ、クト IV て‘は、福スピソ咤

のダずしット（~~ /. /(,.,,,弘， 4E~ /. £7-,,,;./.$) と厄分の移 II /1友収（狂 0.6/ ，，，％）ガ｀得ら

* t。（十ヌ k｀汁了ーiくヲナー 7 ー（了 1 ヽ／マーy 7 卜， 四涵子布裂） U やや浸なる
が、ズペ 1 I- lレの秒北は KCQー和c必呆tこ叶ら木ti 0)とよく似て、ヽるこ乙が‘紅‘フ

た。）さらに躾の浪度t 3.2 at %, 3.6 吋％と l g、に増加さtると、：：：水ら o 哨収

が強く存フて、ヽくのが‘煉廉さ氷た。

以.t..界した三 7 .:1)系 1こ 7 ヽヽては．

）を行， E が．回折 lく勺～ンヒは、

c碍—.fe.Cぶ禾

それぞれ 0 練，0)遭良 1こ対して X 根回坊い約知文

匝とんど肉化サ‘みられな力‘った。

＝い条に 7,、て4) i-1... Iミサ了ースペ 7 卜 IV (i'I戎＇＼肥ば、室温て｀ 15 咄収ザ得ら水存が

ったセめ、すべて液4茶望長温畏で行フた。

3."a↑％り腺を店t蝠収t：シうムの｝ス 1ミ、ウ了ースパクト＼して‘固寓スピン厄へ

ダす｀し、ラト (5~ I.oぶ弘， LIE~ 0. ？夕叫／ン．）と尼1/)紡 lヽ吸収（丘 O. J知必）が得られ｀

セ廿しまよしまさ・ガ＼ヽtf)リt入さ・ 1こしたいて 7 あき
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嵌の戎戻をり．\<,tt%1ミ迪加さtるt.. z ら 1こ四極子ホ製の〖きな爵のダ‘ナ｀し、9 ¥--({  

た 0,1乃，”/5，且E~ 2．紐・m/s) が俵究さ水t。 文．・メ線回折（耕天去）から＼さ．肢<J)

兼襄口通加とこ七 Iて塩化セげムの町訴Jぐダーンは戒ケし、 お A E lこ喪稚3 回折\{
ダーンがおらわ水て＼ヽることが‘わかフた。

以..t.得られた結果ガら，、更のことが‘方ぇら＊る。
LicQ-Fぷじ森．．｝ス）＼｀ウ了·ーズパ 1 卜\\Iがら褐 4 れたピー 7 は、 Na.d-Fe.鳴辰てい

蕨知＊た中知シンり‘‘I\.., t.ー -7 （＆今 I. 0 9 mm,1)とぽぼ同じ位置 lこあリ、高 I t..0 
ン屁吋四極子屑棗をもtな 1ヽビー 7 ぜおることと、 L紅fe汽のイオン半径ffら芳え

て、大祁勿の戸 Ltと醤授 L 、対侮性-,,,食ぃ位：夏にあると芳えられる。（内なわち
、この Fが•すぐ血く（氾疇·Y\必1hbo卜） ＼：：： It空炉、点 (VQ.C｣1/Y¥C)I) V- が｀点在して 11 な

＼ヽ：：：とを示 l て，、る。）

叫） K碍 F遥ゑ．．：：：： m =-7 /J\呆 1：：フヽヽては、 ナス 1<‘ ウ了一仄ペケト 1\1 "改｀
い＜極似（ lぐヲ｝ ～ダー甘やヤ要なる）して 11 :g：：：とと、 と＜ I, 賢 F遥戸目課

(J)煮良要イti：：対してズペ勺卜 lレの形ボ Iミ梧とんどがしザがら爪存＼ヽごと` K び‘X線
回折げ鰭玄）の結果とを芳えおホせて、齢化カリサムい‘虚叱iレビ‘ダウム麟内

て̀ ‘1ざ｀坦渇—株＼パ糾灌（ ai臼ate) 乙して存在して I\ るこ芳ぇ少れる。 尚、こ
＊らの斥I;: 7 ¥¥ T tr、了ニー 1) ンゲ咆駿を行った役の＊ス 1ゞ｀り了ースバクト＼v n 受

札ガら再栴討する。
CscQ--To clz 系： G~汀這z 和の相箆 (2) h‘ 少芳えて、 こわ界に 7 ＼ヽて行フt朕il)

栄衷抵函吋、噺しくおらわれた回桁 l ぐ 9 —ン0)位置バ、⑮記co5 }tし‘C象瞑虹
が庄成・さ水て、ヽると芳えられる。

又，方回行っt東、町‘‘似cQー怜（し荼と同様な結果サ＇侭ら水 ELi co-Fe('紅 Iミ 7, 、

て．先に『緩を衷豹した堀朽I]) }スド｀ら了·ーズパクト＼レ 1::71 ヽ T t戟告芍る。

傍彬文献
（1) 福島・甲斐・面田・木江，荊 20 回敬如直討獅友げがり菰演予稿侯 3A q

(l 仰6)

(2) z. a.nor&. Gtl¥1. chQmie,,荘2 ， 1(I 蹂6)
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2A02 叙： （証）-'}ン恥贔がラスおよび鉄（匝）ーホウ砺溢ガう lヽ の
『緑懸肘効果
げぶ狸・受緩入幻 畠島良正•O西翫鱈・叩叫這＇

ウぅンを含t ｝クリー／町リウムー祠汲（ウぅン潔度 90 ~Imrr爪， FI Fe ＝夕）
ガうスパ邑町1 這伯 1~ l') 生し・~ 111噸片し 1l．．うス内 d ふ原｝との和五作 l利 1: っ
いて l1 すて 1`、弱告 (I I :z.)してし‘~.子［•-メダ汀•ウ蒻れ1 l) ウムー蔵，1（茅二鉄(fj加5)
がう 7、遺守‘惟｝畔 1・・笙 L· }メ線ャ四 (/08 (?1.,メ広） tガうス切の石原i ¥:. 0秤

詞If) I ｀ーフ、、t i)J-. Iく・ら？ースヘ゜ 7 卜 1 レt'If Iゞししてすで 1 ・、籾そに）し 1 い？． L ` 
すい場合l·- tメJ... I｀・ウ 7 ースヘ゜ウト 1レで観測さトウ Fe3.,.の P)坪（ミつじ 1 11 アイyマ
- ::.／っ卜の｝曾加，証1いlit-殺¢殊沙しいう、？．も累が得ら Krく。

その後ウランげ元）”‘t令もメダホウ酸1Jリウムー誌化茅:::.ク文 (BIFe ＝夕）ガ以
吐A．tJZ 1・臼｝懸．り1 実、除｀と行 1[ し｀ I ) J.. I｀・ウアースヘ゜ 7 トルiぅ和1走 L （：さ呑果J:.述のウう
ン b 令そfiぃメダす・ウ蔽塩ガラスの場合と［うし K じ（司一の経果が得ら卜 r:. : KIづ
IOB l 凡 </-)~L汲た:'c J.3t LL l1-t,})及戻 l一ーお＼、 11亥反店 l•· 間ふ了違｝敗，J亥反応·酌句

柑共 l^、前かわ吠さいこしから、合町1号ざJ-<.7. 11--：卜らの町和 E 5 R(I図 I tt)の
測走で 1~ 3 3 四匂i這 I：喘か、 1 み，，吸り" l 微臼）が観測さ}\. I 芭町り（原｝
炉）照り1~‘℃, -r紆界照知 I ｀髯 3 う吸収の袈',tけ観測さ KTi 11‘ っf：． そ‘`で叙q濃度
t iらくし,‘゜し― r、t原の □1 t 1予i, 1: tこみ越微掏構迂 l紺5) が観測さJ,-1.{: Q)で
和紅ぅ．
ク厄 03 -/<'p 03 1J‘・ラ入
謬い）の喝知叩表(1)”fe 濃度直持し／叙の今潔力を 16<m rふ町；e の

濃瑶危？2 ｀ 3 t］の町序二鉄を 1更用し 1こ。7i•う入の言輝 11 ..t. if_-,,文叙 (l12) ヒ 1月 1f«
tｷ / その経•果白っ [1.\.｀平直 0/:l ft 71いうス（ P /Fe= み／ 0 ；欽0\ぅ泥危 2叶 Opp,.._)而得し k ［ヘ
このがラスの）J... Iヽ｀ら 7 ースヤクト Iしも預’l 走しt.-、t蹟 Iが綬し [1'畠広＼ヽ吸収が｀・1月 5 k 
7 4‘Jマーシフト／四極ふ分投平 1直嘔 11 1 ぃ·,J,-\_. 0、yゎ?K,.../s., o、'f§加鍼／s ， a ff",...Is
1:ｷ i-i, r-- 。 ESR スヽ・ウ~ Iレ l：ついて (1‘゜し— r 線照 ~1前後の結果が（因 l ふ'c I且 I c, 
ド未してあ｝．‘゜らーに現孔、＂1 （ 1 (i禾届｝ガ玩究所（東海），，‘゜(,,.,-a線．照卯施設（
/、 2 x (o‘k ／衣） 1乃疇 h、よぴ l み 0 玲叫常温町1k 行f［い，照り11含直? I, 紅温
およ V-1 1, o゜し付近． 1補'l足し行 T[, T~ 。 1l9・ラス l1 ね繹り"f I~ l ＇）示幣色 1·. 羞色し／
この着色守 Iゞ {1 年か＇炉1 ＜しも狡週間 (1 冬定であう。図 l ふ l1此較町鯰 L¥ I 本、
の吸収と示し， 32四印逗 I~ 易忌い吸加し観測さ卜る。ミの弱ぃ吸収 11 oさ泉竪印も
l1lfl司じ l這責11祢ぢ吸収とボし I 33 匹叩逗遠徴、珀構也し2..平） 11 その麟
か●●希し＜毘 Ti，てい 7•
国を加前のがうスをメダ＇）シ蒻カリウムでさ~ 1~ I 四怜に命釈して言用躾 L ［；刀｀．

ラスげ／Fe..=;;.I ocrO; 知濃度 z祠ofP"'）の r、t紅翡1 も行 T[ っ「淳．舌累受 11 リ超知鴫逹
か·観測さ~ r~ 。国 2 久 l: r紅界懸術前の ES R J...ヘ• 7 卜 1レと未してお ')I)2-fTll年1迎

rこかし子よし 3 さ・にし 1くてつあき· ri -t)‘や子中うす l1
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に 1図 l ふゃ国 I v1·. 見らい謬り1 遭似の Pい圧観覗ね./A F各惰該、ぃ咽加 l1 すでに
消ぇt \、 9. ：の7J`•うス., r、t界照釦の、祐果 111困 2 ふ,~ -a-.でト1.. \9 うが 33四年1迎の

2 和超微掬構造't. 3か奴村む丘秤打午．'f. Tj呪収，うらにその外i町、祐合定数(,わ午

叩の弱 l‘ 咽り2 が＂梗測さtl- f:。中央c7) 2.応）虹 11 1 他が 2 、 DI 也、t玲定数、合切肴
で謬 U, 1t-) 1: 郭告さ K てい｝ i』(命=). 0 ／夕J 4-/今）しよく噂 L 1 わ＇} I 誂素店i

心謹1足さ ~1'.．正炉 >'P原i (I＝士）し m 超微掬和五作 1利しガえし卜｝。ず 1-:.3四

(q- 11 也の非呵. Tj略り21 ｀、つい 1 11 t他か’•月由電｝ " 1 れよ＇）大きく（3= 2 、 0 四）／照
加追聞(§直：：：創さ卜｝こし力｀ら稽： 4 1 ` ／危孔 1月 1 ヽ袖｀4足さ卜「て電J. /ヽようユ吐濯収
i脅シら卜う。叶 1年郷（i：：：;J..01 I, b 砂 11 強力が弱ぃ Iこち 1.. 'I亨ん疇伍•ある
が／浅し T·. I 4-の咄加I: 1 ~ Tj ~ 1,:・含た lf吋） r., 3 rこえふの吸りa Tiシ 11・・文詠（午）の、T・・

リリシ諦 1 卜 I/ ウ U "'Jも合 l·. 柑測さわていうリン原；上の正 .}l r 31p伶J. I:遺詞

相五i乍 1:f) I::ガえらり。
`令- KB02 が．うス
リン諏＆ガうスの名が（司様 I・・知濃珈叫m iまいガうス（ B／圧33760)知

“力、ケ7?r,..) も禅l粒し[:. E5 にの測走心古果咄収 11 I iし K ピ観測 1 卜てし、 TJ l• 11' .. 

贋翌りすじより非叫fI l 牛の略りJ (t  J.、吋／）が惰見現ljさ卜 1 ¥̀  }。} i邑 11‘湘田電
｝のそいよ')もすし大きい: \:かしがうス 1月の正孔 I`. 3 う咽り2 1J‘．．ガえら,I,,.7. 

)..-'j,...t..の、堵果 r 、環町1時明や則足温危の違い 1 ・、ようE: 5 R スヘ゜ 7 ~ Iレの差夏， 111 ヒ
にピ視穿されず1望1I`riが｀り強雇考化がみら卜 3 祁佐であっに。和名い•|1 メ l, Iヽ•ウ
？ースヘ° 7 卜iレの和l定の和合から ”Fe.e 11 I利したが通奪の l 亨 9わ）競 1, 1:'.f :::-1註
用い T：喝令 l:. し 1司iJ.,,り綽果が期待されう。

a
 

a. 

ふ

し ふ

／示）呼沖知如吟 Im a四紐が～丘¢
囲 1．知）ーがI;／磁 1I リウムがう又., Es(?か° }lレ． 印．今tl直） -n,}シ訪か］ウムがうスの E5R応°氾研 r/Fe ＝夕；ふ，し I1 PIFe ＝み10 ．叫畔伍． I)..，いも I: P/Fe ＝みI —. 4I}虚砂IOtR)熙殿
今紅叙‘

(1) 高島良正・品田哲明，家 I徊狂靭咋討言命令謡朽紡見2M01 (1975) 
(2) 高島哀正面田哲前，茅灰町奴炉匂’訂怖令謡ぅ景和あ夏3A 8 (1976) 
Y. Takashima and T. Nishida, J. Physique Colloq_りュ， C6-919 (1976) 

(3) A. Hasegawa and M. Miura, Bull. Chem. Soc. Japan, 坦， 2553 (1967) 

(4) Y. Kobayashi and N. Matsuura, Bull. Chem. Soc. Japan, 廷， 1346 (1973) 
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2A03 メ 7ヽ lぐウァー分光法によろ溶液およが凍結落液中の反応心研究

（第二報） 合失キ L ート鋒体の分畝状軽，およがた化労反応
（東大理） 0佐祗春雄・喜永健

メス／,·ウアー分光王（直恥‘‘きる対象 ll 主~ L て固体の試科に限られ窓輝‘科を

直袴測定するこ LIな困難であるが渚凍を：東緑すれば‘スペ 7 卜 1しの測定が可鎚 1 なる。

前靱 1) にあ 11 て礼｀々 Iなトリスオキサラト錬 U[) 蒻カリウ L、の固相，液相，凍糸i釈夜
にあける光ィ心労反応の励究迄靱告した。本戟で 1な｝ス／く‘ウ？ー効果 1：：：ぶ It~緩和見

象 9：：着目し， トリスオキりう卜鉄頃）諮ヵりウムの凍釉惹液中の令蔽状態 1-::. つ I) て
のみ即突を行-, rミ。 またこ東諏這法により得た溶ぅ夜中てのた令稲准凡‘物叶も品<fl I R 

などを；紐 L' その構造を袴言寸 L た。さら 1-;: ジオキサぅトジ｀アコ鉄（皿）蔵カリうム
ぁ、よび‘'7 l. :,鞍鈴(l![）の先化労反底r:: っ 19 ての条且果tぁ・わセて報告する。
［東瞼］ 1 ）試料 k3 [(~q Fe, C~) (o叫］ •3H 1. 0l:t.応〔”Fe (OX)3] •3 出 0 't. l<3[(D 
(OX)3] • 3 出 0 を 1 : 3 3 の出り合かI< le 溶解しぅ夜1本窒桑で急冷 L 凍箱待ー'2 1°CIミ保

ちながら凍紐薪燥＼て得た。 K ビ Fe (ox)灼I20)ュ］ Iな新たに調態した過剌 o 咋豆03

．又出0 にシュ勺諫およひ‘｀シュも諮ヵ＇）ウムをそれぞ＇れ o.03M, O.OlH 含丸黄浪

を加えヵ漣磯口過 L ，瑛J王により敢蛹しt....。 s'f FeCbH s- 0'1バt篤号の的 Fe. 2 03·:l.出0

℃らH が）qをぅ昆合 L 合臥｀ L 良。

光照的ぁ、よび測定 光惹的には超畠圧水含長t1 (300 ～も 00 1'\'l'h)を使用 L t-,_.

メス Iヽ‘‘ウアースヘ°ケト Iしの現誼 l-::. lj. B 立 A A 一4- D 型および｀鳥津 ME G- -2 翌メ 7、

Iヽ｀｀ウ了ースペグトロメー勺ーを使甲 L た。

3) 凍餞方法 測定試科を入れた宿器を液体窒累 Iこう晏す方牙、 (A)

体宦，素 1:::. 西袴油下する方法 (B) で行った。

〔蝕果℃老寮］ 1) 卜りスオ守りラト線Lfil:l
蔵ヵ＇）ウ L1 の分敵状態• I<3[Fe(DX)31•3 出0 の

固体 1-:::. おけるメ 7-.. I~｀ウマースペ勺トル ll.緩知
現象，ミよう線幅の広 Il 産ービー 7 を示すが lく 3

[(..D(OXh]·3H ュ 0 中 I ミI< 3 [snFelox)3]ｷ 3 H ュ0

を 3 o/。緒農含む逗晶をつくろ'l., 切 1 ・ a のよ

うなスベ 7 卜 Iしが得られる。 これ 11 Fe(acac)3 

の場合 2) '1:同様7-... t,•::...ースじ゜ン相互作用が局百

j_ I) 緩ネ0 時間が長くナiったためと考えられ，

l<3 ［叫~ lOXh l • 3H i 0 が分齢 L て Il °3:: ℃を示

L 1.りる。 切 1 • b, ｮ ¥1 •C. 13 芙 l て K3 戸Fe(oxlJl
の o. o o ~ n 水蓉液であろが b IJ.オ安， (A) て＇‘

凍緒 l C. l'J.才去 ll3) で凍結 l たものである。

凍純速農の遅 I) b IJ国体のスペクト／し 1裏唸似

＼，渠集が起っている昔のと考えられる。

図 1 ・r}._ Iい聖約cJ) I< H 臼応を含む lく3 やFe. (0Xl3]

2) 

x、よが試料を茉
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印 1

a) K3[(9Fe,Co)(•] •3H 2. 0 （固体），

b叫） o.o咄 K, [5~Fe t ox)3] 這淡（連結）
のメス／＜‘ウァースペ 7 トル

-5 •5 mm/sec 
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o. 00 ぢ M フl直液た急．こ令 L 在もtf) 7,"'0.. 1-Z 

似た 7、へ° 7 卜 1しをあたえるここから塩集 L

てりなりと思われろ。ま在C: I} 6 よりも a

のスヘ°ワト l し 1：：君似 L て 1) る。凝第また l"l

令飴 L T-,_ 1灯姪．にある凍糸配磨ぅ夜をq q K て｀｀先

熙的した生取‘物 l'l.' りす‘｀れも遠来照射 1こお

lj ~住戌・物と同じ｀メス 1ヽ．．ウアーバうメーター

を示す。 応四 Fe lox),l 0.02M 攀夜を 1 ユ 0

坊照的し在のち宦遠it咋応Iくしてゆく℃充分

解住栽物 11 Fふ 04- • 2出 0 I：：度化 L て L J: 

うが，凍糸辞這法により囮I~ 1 るこ凍糸却落

液中こ同じ‘パラメー勺ーを示す生甜物が得

られる。 ：：：の生京、物は1<3 [Fe (ox)辺 •3H ュ 0

の T 練分醇住研‘物のいず‘れしも要なるのt"/

メス／,::占アーパラメー勺ーおよがI. R む‘ら

冷の化受形 1::. 9 りて掩定を試みた．

2) シつオキサラトジ｀アコ錢直）蒻ヵ')ウ L、

のた化受反応、 う‘｀オキサラト全船本の奢浚を虎熙射 1 3 t図 2 のスヘ゜クト 1しを示す化

合物が得られる。 Fe2.十の生凡、物 l:J: 3 訪がら bo 紗へこ函間の象を過 I：：つれ累I、生体シ 7

トおよび皿極弓分製<fl 1直力‘‘‘,I、さくなう。 k3 戸 F~ lox)口水薄淡中tflた熊紅生汲‘物よ

りも午守定であるためこい事漁iる(.,'凍緒速液中‘c'.. 11 I):同じ｀ペラj. - 9 -を示ず

化含物だ‘lす 1‘｀なく， Fe C2.0'I-• 2 出 0 ぽt‘‘が環社 L' 嘩紐 ll できなむ‘った。

3) ケエこ醗鉄(1iI.）の光化労反応9

7 エン詔錬 l][)IJ函料遠，屯易Iヽむ饂な乙｀｀があって Fe し出ぃ O'lを一恒の組A｀で得 3

こてし1難し 1) が‘ミ：：：で合瞑 L 托化合物 1本元槃分析·の純畏舘℃'7 l..ン酪葱の割合がほ 11‘`

1 : 1 に近いもの℃｀ある。 この 1 I.ン酪全生 (1lI) オ＜遠い夜を光照隼［す 3 ℃シュウ酪含体と

同様 I：：：全生が還元される。 コ::, \'.:.o ュー勺ー解析 Iミよ｀）あらかじめ 4乍穂 L Tて知衷楼にお

lするピー 7 面積の様量線と光分解生成

物のスペ 1 卜 Iしの比昏たがらグエン談令失

直）の光による還元反応• ti)速襄が｀来め

られる。 （図 3)

以上のよう 1ここ峠謬液 1：：， メス l<‘ ウ

ァー分光：去を応用す"3 <'..)分椒 1訂姪．の

邸内ゃ充反応の定量的な訊内が可観て‘`
ぁ I）， また生京罪tfl遠液中l.‘‘n 厄在 1t

慇、 1：：闇す 3 囁戟も得られる。

［文蔽）

伍縣，

Sano) 

一
｛
｝

•,{·{ 

s
~

い
”

”.f_ 

^

.

i

.

}

 

・
、
＇
、

t

.

9

.

.

r

 

.. 

ー
ベ

... 5
. 

:r.~ 
{9..‘ 

、
”

... 

い
＂

.. 

•0..,

f 

...... 

9

.

,

t
 

f.>."..“-

.
 

.

.

.
 

/
 

」
.
"

.

.

 

.

.

.

.

.

.

.

.

 

1
 

...... ヽ
、

... 

`‘ 

.. 

ヘ
＿
．
i
．
f
i

“”./ 

.. 

/ 

~{.~. ——^ 
ャ

a
/
b
-
C

•{ft —————— 
0

3

5

2

3

6

 

8

7

0

 

0

0

9

 

1

1

1

1

2

1

 

（
も
こ
一

a
u
u
-
e4
u

」
a
d

g 
ｧ 1 :•9: 「;,•J.9..... ̂ ’^··'..: .••• —•,._•,—``·..... .... —·—`._.’^‘ 

.. .. 
•.. ·.、. ... 

78 K 

-2 -1 
mm/sec 

切 2 た照わした k匹之 (OX)2. l l-\ :,_0)2] 速浚

a渾的前， b) 3 坊照的，c.) ID i'遠財
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2A04 トリス（オキシャト）コパ1レ1-（孤）麻（沖のあン尤 X スバウァー
スヘ°7 卜 l し
債雌虚） 0原函碍 l競秀将、蛋釦呼，｛裔稔

1, 謡 1-:: おり瀑疇五謬＇そ疇諏吠巧畔夜lで．蒻｀遵四讀1.’,h‘
清釦＼り格かいため麟疇畔切窃i虹'l謙出 L にくい。杞光バI⑰17-
”品ほ，瀑輝和叫籾履紐釦辱繹を僻rで｀＼1 珀壌をもってし l る。
招 I謬前 I-=- 呪o（止）3~ Eし壌復によ ’I tf-じ＇クケ7知疇 l：：：鐸糾紅砥（グ
げ Iレ）がある立と菊窄 L~＊。を：：て＂グ［9. 卜 1) ス（1オシャト）か’IL-ト（厄）辱/;1, 1-: フ
v¥ 7.. lii-1し恥 Z愈苓ずる。印た磁即疇現象を希い恥｀加贅嬰直l定
わために芦ぃ望知揺雑鯰）1.`｀ぎるメス／⑰77 -/ij光癌休｀．I沈和知たため，箪
勃船tui,速貶綬衣環印紅 1"〈抒セt俎苓ず3,

2 ，如）3 (ox: オキ貶） ／紐ぞox)濱知麟｀，び，倣lも 1c fを，た。またば蛤
叶

鋒印， A、 A杭如の冶府i広IC ょ，た．二た惰綺l 巧元斎仔桁 双スヘ°7 卜 lレかじ',
によ'!確認し和暉）、花(I)卸和ぅ昆晶11光船知いた．メズ，げ｀m -スヘ• 7 卜 Iレ
直嗚ち吸収紅＂l碩箪隙｀乞枷戎臀/A, マ lしケんャ注 Iレ1' 1 ライず一印更
知戸II I 紅I紅 11,鰤卿釦t、'J 7砲が M-ol51 紅摩炉濯］郷媒易マ
1レキイャンネ lレアナライず｀づ1NAI年の石ク91 ユ／ lしの蛾み右況 ,~s る。

3 ｀試‘炉紅琢1糾釦知甜l直）定に行 LZ 朗鯰碍紅繹I項ぶ疇ガあ
釘ために， IC 臼仏｀＇飢且納註 l'丈穿紺）ヽ？長にとどのた.二{l)ため忍捲妾l.f. ::'..自戌
方形環，正痴知 I6渇 l慮生す｝イン 1 ーシ lレg /)3；；年を（更 I刊し／この三角i及と
毛ち v i □0暉M-o I G"t駆籾した。iた同晦に恙虹クが咋紅環豹荏砂 LZ マ Iレ
千キャンネ Iレア十ライず一のズg -ト\-`)が一t L 応こうして比較的還し濯現杖
直心 HJ-)てり）駆勃l: t'ぅぅ息l定でも鯉 L たメス／＼＇ 1ウ 7 ース'\• 7 日Lt得う二こ
訊｀て11昨。二(/)1扇滋む凋}tli]を名].1 1ご示す．｀

J1fl 

to Multi, 
(Start trigger) 

Fig, I 
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斥J` 2~ F4、J '41 く それぞれメスパ切
ーズ1\° ？卜 lレ厄才、 L 応高心環鋒（4
であ 3 卜＇］スすわ ;--1 卜邸）（足ク） 11
に疇むぁ'Jf 2 のよ）万仰蜘知＂I~鰭令、2(/lように磁気嘩戸.7 
ト 1し1頂嗣）されな凶疇憶冴江゜ン疇傍の原｝内瘤みスピン項詞ln し坂
如紐咽かく恥1..巧遁譴て＂璃嗚辺疇び文叡lされい研）てみみ、
一方鉄叫紅四 Iし亨ウム国筍和坂、晶中芥 l l yf_復弧1困IOh兄［絨和ぃ•7 ~ 
l し削 K らい（乃．3). すなわち A（加） 3 応o){lJより「い紐滋物知＇＇紐炉戦
（巧穀ら）を希釈す紅，鴎命1 う齢紘牲（し手穐閻雌恥釦I"釦いためにI A ヒ°
ンースt.゜噸訊枷｀＇釘 L て緑加躙鵡く 7砂 0 :::.碍釦根．＼9 ;zハ‘わ？棗嗜

I不，自己遭和ピン l埠 1"ば碍l勺口事知＇’と 1甘幻渇和スI\°7 卜 1レが褪iり＇）
されら．印たな怜X)3 ほ S;::.o t"及祐、＋知舒（双＂ぁう。 二の不票痢譴物Z'亙多三三喉
にともヤうが光 X ス 1 ゞわ r -7べ 7 卜 1しを尻戸 l ：：：訂。 F^切 3 と比荻す）と知邸
S □Iしミニ炉（正）経 l和我恥喝合
'l疇屈砂噴事蝉賓1J|'斎
知此釈厄臼ね叩匹
＼不．印ヽ,. l叶狐）篠叩＇熟隊 1：：：命釈され
てし I~ にも1J\ 1)＇いず瑶和7、i\°7 /、 1レ
\1総叩が如。二如瞑莉 l魯苓し
戸杉チ lレ？也卜社移{1叫易裂 l~l
康 1じ社佑和叡只迄浪唆
璃に咳の手わ 'I l 渭滋姓応子祝．·
ゅ力 1レ）が＇歩村砂たの日恥恥ゎ

ら。

共 H 、 S叩，了、知如松戌、 Cし“1 廷， IDr
a,77), そ舛A、 A 以6V" I M胚必込訟記加

＄必， Cじ＾ソ T 5" 3, 234 (Ii 33), 

l l 
-15 -10 
,Fig. 3 

上
5

上
5+ 
l l 
+10 +15 
(mm/s) 

. . ...  ...  ... ~. _...:...-. --.. : 
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2A05 メス／＼、ウアーケ光法の考古化学＾り項（オ 4 殺）
妙錢‘守のズぇ｀のメズ I i・ウアース八゜ 7 卜JV
（東丈復） 0 名永 偵・竹ヽ鳩癬祖．脊条和杖
（国立文化財枡） 易投11 ス天

メズ／i｀-1 1- 1i光戎ば，叙々ズズ｀ fJ £/!)メズ／i｀ウアー元参ti)和紅犬態，Jらが‘I<- 府在
骨に 1月する,,骨柔及をいたえんのi‘, z れら元表を含ぁ和釦加舷匪釘和紐 1 し
て品•近を［月 2 纂f) 1.い h.'） 土墨厄著 9J £｀の直判ヤに合 1 れみ紅バと労ば屈 I: 41' 
1. 11 を爵的にかfJ,, I)紅白切れて分リ、か叫？れも五 l1 ，わが国の項 1) や
が記， 3） fJ五釦雌釘和よ 1 て Z叩遣犠惰他ぐ裂滋和わ椎走i｀該
日節,t虹｀ n ん z とを素反老してし1 る。 L b'L 月がら， ズズ• K I月して 11. 手錐l嘉·、と M う
秀多労t重わ釦7J)が11>h I~ 屯が 9‘ れらす‘z れうi・テ坂外 1‘、 4 れ紅卯濯紅111
た＜行かH くぃfJが1 た。 い切れ 1-1, 1 に中国瑾‘（青銅貨）中ハ 1 1..ヽの証
iえ紆tメズ／＼｀ゥアーラ玄にJ, 1(1 じ｀めて硝らが 1そし戸が，4) if柔及i• (4 3 ら l’-"xti) 
”・剣蛉ヽJ 6・日和名錢｀ 1,. ク lI t "’sn ＂メ 1 バ｀ゥアースI\゜ク1-ルの痩l が行
った討裏 l~ ，，~\ 1 殺舌する。
訊糾グふ b` ぅ刷走うラ去 テ,,1走した
践料 l-1, l翫直多，成乎元多・，皇

桑直多元壻直を，和稀直多，ぅ茨
式直宕•'’t"争， 9賎直を，直
光直至 rJゞ＂ヤ園ガJひ．．蜘軒 4 古

特‘t,？た雌全青乍直季q i`I'). 

a ;f俵滋錢｀i‘h る。いわれも御t
狂｀釦し 1 スり l3 9‘5知曲能を
な1 合釦｀ h る。 系(-:叶1 ら苫錢＇
訊影恥｛幻 6' 放約瑾祈!,) fJ 
t̀ (: J 'l・｀得ぴt雌＇：テす。
メスハウアースI\.ク/- lV I1 が1

I SO~25'0 m~ ~紐叫窃床t紐
俯 (O.5~o. 'I呵 '99伽／cm2) とし，

Ba."佃紐 03 ~紅 l4 そ1 して多和
祖函呟 1~ ょ，てラ［／足 L た。 スI\゜ 7
トルの肩証 l4, 1目 2 の P及収ヒ°- 7 

バり E ローレ‘／ツ努'lし＇ろ A ら
の忌9釘診 lくよ＇）由填の Curve

-fittin］を行クた、
鋒昂｝ j t｀芳春 古錢｀f絲
のメスハ．、ゥアーズ＾゜ 7 I-ル 14I 令
含稚1> Sn (o) 1~ Jみ吸収ヒ°-7 （易

拭料
I I紆元追名•A
2 ,, 8 
3 ク c 
k 成平元全•
5 冑床直名·

ヽ元哨迫各• A 
7 ク B 

t ク C 

9 元柘直全•

/0 ラ花武直至·

"'和埋直多•A
92 ク B 

13 ク し

I“ 互月漁手直多・
,t直光直多
,1,戎武直多（ぅ析）

17 ク ~~)A

l2 ク 絢B

/9 f，遥多·(t631}

スb ,, (,b68) 

.2/ ク (l762 

-56 -

身 代‘ 紐成 (at.%)
Cu. Pb Zn Sn、

AD 6 2./（唐） l/0.3 4-. I 0.2 $.f/. 
ク 86. 8 l. 8 0.1 /1.3 

ク 80.5 7. 8 0.2 11. 6 

998~/003 （雌 8 l,7 7, 3 /.3 q, 7 

Io 3'1 (:;11:柔） 88. 8 9. 0 01 2. o 

/073 (:Iと象） iS.3 9. 7 o.z 4.9 
ク 92. 8 4. o 0.1 13.2 

ク f/.6 q, 5 {J.2 g,7 

1093 （北柔） 約14 9,q 0.22,5 

/ 3 68 （睛） 96.1 o. 2 0, 3 2, 8 

IKII （雌） 窃． 2 6.2 0.1 4-.6 

ク 83.3 7.4 o. 4 3.q 

ク i4. 7 6. I 0.2 9. 0 

lん23ツ1 f/S.~ 

゜
0, l 4.5 

/ i ll （清） 況： 3 J..3 4 a．ク l、 2

-—----------名町す槃 86./ 7.7 o.z 6.0 
~/631 

87、 9 /,/ 0.l /0,9 ク

,., 92.9 o.4 3./ 6.4 

1637 債，}) Q6. I 1. o 0./ /, 8 

I 66fl 84. 6 8. 4 O. I 6.9 

1768 76.S- 0.3 11/.J 3.9 



釦オラブI- ~I. 7mm/sec 

付iii)/) l手が1乙， 立 Y し
て系面さi｀ゎの複[4と 1'I!) I,:
宙季 1 るt男われる Sn(IY)
/) "~収 (11屈れ租 1f l4 ス
か｀を 1オ n,§1 10 °/4以下）
£元している。
合含柑I)枷 (0) l:'..0-7 

(/\墨オ11~ ?'7 I-11, -$錢
n 雌｀ l< ょ，て l. 68～旦
/. 73mm/see n 範目t' vi 1.10 

者’’する Z ビがみピめら
れた。 Cu-Sn ::.1fi. /jj合
含桑 I, /) l I t 11, Sれが

ID at. o/o以下(ct稚） fは
墨 4•ii広シ 1 I-l1 ・ 11 ぽ｀—走
1 元叫tt "る(/)t``, 6) 
古針‘1i Sn (O) の墨移係
~ 1 I-f Pb 含項尻 1: 1::[ 
して 1゜ヮッI-してみたの

、く石図りりる。 団の経畢

が， 墓 It11オクブトの者f/J 11. 打銭沖 II -'7り成釦名が脅 1二 1年クて巣格,~考化す
る”i 11 甘<, CuJ Pb,Zn, Sn fJピ．、主fJ欣＇釦紐放｀ Iくよみ合釦 Iti賃I)名化t
紐存01 に芳伶すみ沢‘嘲fJくわんピ男れれみ。

1 た， Pb f含ぁ古争ぎ柑ば斗-i' 11, Pb 含盾奔が 0.:z~1 at.%付近1)雑ガti｀．多羞
l' ガげん S”(O) o v及，，，1が薯レく弱 1 リ， (3 t A ：・肴9須’l プれ柑(fJみ紆い名が:n t

l.74 

) 20 

択れ. (
ga
s
、E
E
)

」
a
w
o
s
r

0
,
 

ー

5

J
もµ
}
I
0
0
 

_
 

“3 

ー
ー
↑
ー

ー
ー

" 

4

1

2

 

州

3
 

ー

7

1

 

ー
ー

_
o
ー

, 
ー゚

ー2 

1.681() 10 

。
I I 
4 8 
Pb content (at.%) 

古錢｀該‘粁のふ（0) t11墨 It凶店 ~1 ト
（員中の番号(;J表参照）

/2 

”りれ 11.-.
文献
t)、永 促，化冴ハ錆叔，紅（No.9) 印劇中 (1977).
J.) T. Tominaqa, M. To.l<etla., H. fvto.buchi, Y. Emoto, Radiochem. 
Ra.dioanaL Lett.,竺， 221 (1977). 

3) 'fT田ぅ枷叩俎馬ぅ判れ，クエ序希環名永 燿，ケ釦t労，廷， 32s (I 977).
4-) M. Ta.Keda.., H. Ma.buch~, T Tomina1a, l?a.diochem.. Ra..dioa.rial. 

Lett．，迎、 I9 I (1977). 

5) 馬祐l ズ丸釘2 曹紋， 9紅年， ““1- tP，す 33 日釘紐釘噴会
請f長 (197'f豆 6 月，呑虔）
6) v. V. ChekiriJ V. G-. Naumav, ZhuY. eksp. teor. Fiz,I廷、 $3ク (l966),

(Soviet Physics- JETP, 廷， 3 S-S).
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2A06 5正ら 1寸加化合吻における＂qふのメス）ゞウアー発光スペ 7 卜 Iレ

（広島大理） 市波紀雄 0山田雅9月 ・祢宜田ス男

1. 線、核種百素叡＼た試料のメス）ミ‘勺了一発光スペ 7 卜 Iしを測定することによ
＇）、萩変換の後逹効果の観港lが｀達昨符される． ＂裕nメスバ勺ァー分光序ず 11 "唸t\.がメ
ス）＼、ウアー埠i立への筋暴 l卜生 1本諏オかの際に内評恙換竜子 2 放出しオージェ効果乏起こ
＼、 その後迂効果疇千の』ヒ合邪立観測されて 1 ヽる1.,2) 本研知‘\1. 19唸1'1..て浦訊＼
謬虚1こ裡々の記立子を 1寸加して 1寸加化合功と詞嵯し、 その発光スペ 7)- ルを兜l定
してオージェ過程の影攣をガ出し「こ．
2. 1界罰ヒ令吻の調製 lむ訂の様に行fふフ「こ． 手す‘‘IIq"Sn.金駒(NEN 社灼購いたもの）

に加本と＼ 7.ふ合厖を加え塩酸て‘‘処理して＂唸豆椋叡 I f::.Sn.CQ2 • 2出0 と混f::.。さら
にこ収さ窒素氣流中汀梵水して S叫2 とし、 了 1レコール薄遥集中てげを々の配1立うと反
応 2 せ目的の＂唸凡直票諏＼「こふ⑪ェ｝寸加化合窃と碍に理1定\;t拭料を力双 7 ロー型

の 7 ライオスタットを用いて液1本へ＇）ウムで 20K に冷却し、 E\sci社社恐のスペ 7

｝ロメーダーを使用して行fさっf:.。発光スペ 7 } I レの洒l足に先立ち吸収ス ~7 卜 1レ
も菊1足＼て化合詞の 1司定を行「d・フた． 吸収スペ 7 卜］レIJ)絣船象t Co..’'畑恥 03 を、 発光

ス"-e 1 ¥- Iレの吸収祷、 It訟％汎 03 （四＂芯／ぷ）を用い速度の梗定 11 gースズ｀箔および‘

伍恥 0ぅを 1更用しf:..

3. オ尋られたスペ 7 卜 Iしから最lヽニ東表でベスト 7 ィットの曲線乏求、め、 メス）＜‘

ウアーパラメーターてある稟脚本シフト (8)) 四極分葱 (A)) 半 1直巾（国）．および‘
如遠度 (/)1直を碍f::.。発光スペグトルの解1紅｀＼'J sざの墓，l、釦本シ 7 卜と線中の値を
constYa in.e して行「ふ，た． これらの緒果．を表 1 に示す。四極分裂と線巾の埴直\1 I 、 T‘

れも発光スペ 7 卜 lレの 1なうが火きfょ値をもら、発光スペ 7 ¥- I レの強度 1ょ眉しく低下
す b 。 これ l°t発光スペ 7 r I レで IJ共通に見られ、萩変頂によう核の化営的f繋戎叶L

表 1 ． メスパウアー八゜うメータ•一

Absorption Emission 

Compound Sn 
2+ Sn4+ 

5 A にxp 5 A fexp 5 A 
(mms-1) tmras-1) (.mms-1) (_mms方(mmsーり(mms方 (mms一沢mms—り

snc12ｷ 2も°年68(3.61) 1.25(1.21) 1.44 
SnCl,.; C,H0S~ 3.54,(3.52) 1.35(1.28,) 1.16 
2 4 8 2 

SnCl,; 2(Ph).,PO 3.41(3.27) 1.61(1.58) 1.04 2 -,-ｷｷ,3 

SnC12 {NH2)cO 3.63(3.63) 1.28(1.09) 1.28 
SnC12 2{CH3)2SO 3.48(3.38) 1.50(1.39) 1.05 

SnCl,; 2(Ph),,SO 3.38 1.68 1.42 
2 2 

SnC12 吋守゜ 3.42(3.43) 1.39(1.33) 0.91 

SnC12 （（-cH3C卦4NO 3.40 1.40 O. 96 

SnCL: C. _H __ N_ 3.47 1.33 1.22 2 -12ｷｷ12ｷｷ2 

) \1文献直4)
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3.68 1~79 2.52 0.31 0.63 

3.54 1.72 2.60 0 。 58

3.41 1.81 2.32 0.31 

3.62 1.71 2.61 0.39 0.83 

3.47 1.76 2.s3 o.84 1.46 

3 。 37 1.83 2.54 0.69 1.28 

3 。 40 1.62 2.24 0.79 1.37 

3 。41 1.59 2.57 0.94 1.01 

3 。44 1.70 3.27 

A(sn4ｷ+ ') 

A(Total) 

0.13 

0.11 

0.08 

0.10 

0.48 

0.68 

o.s2 

0.39 
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れかう生じ｀たものてあろう。｀菟光スre. 7 卜 I して｀、 IJ 5叫2·C12虚 N2.以外 I;!. いずれも線泉

源マト＇）、‘1 7 スの酸化状終と異「寸 7 fこオ丈餞 s氾＋（ al i ovaIent)が親剰されに記立手
が出0, (NH心 CO, CAH~応 「4 と‘、の為合·I すa. l i ovo. le n.tの＄：＋の強蔑 13 小さ＼ 1 のにく
らべ‘ (C出）ュ SO) (Ph)墳0 および‘C叶I t NO I ：：恥ヽて＼:f o. l i ova. le社のヒD - 7 戎度 l 'J井席
に大であク。棉＇］として S叫必、 2H氏）と＆凶？2 • 2 (Ph.)豆30 のスペ 7 卜 1レ 2 回 1 に示す，
これ手ていに日iedt`ら 2,3)は＄曇•2H.2 0, S鵡 •bipyの発光スif 7 卜 l しを報告＼てお＇）．
S晶・ 2郎）の結烹m径研究と一孜 l ていう。 Fr i eJ1 ら l ;f S11.妬 •2出0 の発光スペ 7 ト

Iレで観剰されるo.li o vo. I叫岐定化 11 オージ｀ェ退程て、、生し‘‘た電子や X 線によう aut。―

叫i Dl y s is IJ)結果て‘｀あうとして I\ う。 したが‘9 て CNHふ co 1 (4Hかはどの場合も同様
に aut,ra如 I·y叩によるものと思あ収う。しか＼ r↓｀が‘ら (CHふぶo, (Ph)2,SO, CsHsNO の

付加 1碕珈において 1す aI i ov刈 e吐のボ径のものがタタ董に府社すうが‘， これらが他に

...:”ふ．．”| 比して耳に正如砧olysrs を妥可易＼ ＼としコ秀えら
... れ rぶ 1', Don«I」 5叫ら 4) l'J記立手とスズ原うとii)

結令弦度 1-;J:付加化令物と安落分手の累ヽ｝知本シ7
｝との礁直＇）によフて計うことがてきると愉
じて、ヽう。 このことかうすうとむしろ N→ 0 およ

び｀炉o g含む配泣うばよ＇）強く 5直ふ：：締合＼
a.,u.t,畔 o\ysi:;泣 I丁難いことに Td` う。 これらの配

1幻 I3RnXを二。3- て.、あらわ 2 れうように酸素原｝
の電子が滉棄1 と「ふってお‘)酸素原手が 5遭手と

配位 I 7.ヽヽう， そして）ぶ）釈手がオージェ効果

によ 1) 高い正の荷電状餞に厄＇）、引統 1) て起ぅ
荷竜緩和の過程において電子不足の状径にあら
燻いの影響いを lj苫電緩和 I'J渥延 1 、 6わら杖
筵がメス lゞウマー｝線の放印所においても 1和和
れていうと考たられう。さらに ahova|entの青
が (Ph)2{iO > (CH3).l :,o て、あうことi"J CH:1茎(IJ I -

如界によリ (CHぅ）迂訊0 の 5原うのア吋生が (Ph)2 ぶ D

のもれよ 1) も弱< s炉 b‘ う＄ずへil)百電緩和 1 ：：
おいて XI＋肝、うの登響砂ヶ rJ< rd｀うことかう説．
B恥‘‘き~. またらHsNO ヒcJ.- CH3 Cs出ND の場合も
l司孫に説明て｀‘さう，

Absorption 
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図 1. メスパウ了ース＾？7 卜 1 レ
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2A07 叩叫庫夜屹窪乱メズ）ゞウアースペク }1レにおける
散乱嘔冷のエネ 1レギーi、よび入射r線の角度依存且
（者汀：天理） 0渋谷 弁・遠藤和豊・佐野呼攻

1. 濱呑ら 1 す托しいメスハ:·7 7 -lit知広闊l廃とその応 l:J:l (1)一環として、“qぶぃ硼和
役を汀灯L滋を位1 いて、腐食ズ 1板の仄徳1,‘布 I) J,'よひ，i打をのスズに合切 Iわ＇芯
叙乱吃丘菰牝 2) と緩活して 3 T: 。今 19、表面層の我琢がメスハ•ウアースペクト 1レ

にとのように反咬されみかさみふ 1：めに、 ”Fe濃縮鉄藷ど用いて、所玲しを｝の 1 ネ

I しf•一利 l こ、す I ：，入約パ恨素杓の 1I す角とかえてスペクト＼しと衷＇」定し 7:,f・古誤さ

秘芳すみ。”石鉄謹ど l,Jい l ゴ）｛ 1, 脅姪直うのエネ Iしキーが＂芯に比して、）、｀:'\ I ( 

ぷの戊ぶ叫涌凜佗｝のエネ Iレギー1< 20 !<釘、J'子みで• (1 7)I＜辺） Iこめ．ぷ拭

和cJ I/ も因層ヵヽスペクト Iレド及咬さ卜、表面効昴 e 観副 1 みの I 滋絆含刀、‘と，

鉄 I 1 I砕るな秋、盛気分歿を有すみ］こめヌヤクト Iレ ’l青枝が忽 I':、と 1 で］み．

2. m汎うの杖出 1こば、釦｝のかズフ 1J -石幻疇引粒烹 (1 r; x1ox?.bc肌りさ困

I 、 I こ．仔杓時に 1l ・ハイアヌ脅厄、～ Iz i;-ov k すけ、Qガスを～ {O CC//11.ih, t此し
1こ。憬源lo lj"叫”らを 1 月 I'7 ~。繹冴とに例叫ぼ砕枷｝躇釦'1 20.0 研飢て，江町吋r
粋の直的にフ＇） I -クとみ'\'l て，

3, a) 脅utしを手汲名スペ？卜 1 レのエネ I レ 1- -94 メス Iヽ•ウアーヌペウト 1 し 国 1 I: 嗜i

I•1位応；宏箱輩バ紅左弓滋石スペクト lレを示す。 ：卜さ I ～寸の仰坂（シ分劇し、メ

ス／＼••ウ 7 ースペクト 1レど創定し I こ。そ忙t回 Z/ ：：オ．~. t・＿'Jの半f座幡j I l·} ひ”絃

度にf)'惚オスペクト，しか滑叫揺，「1 と国 3 I ：牙．す。国 3 から｀どの差衿のヒ•一
f]も、斗涅祐が直綿幻 I:・増加して‘‘`み(l)がわかる。粥茂比 1 ;:わ＇（＇て 11. 吐→ r遠杓

とぢ、丑遠衿と/7) tt 1)、 3 : 1 に 1jらす、偽エオ・ 1しそ·ーコ・『ぴ高エネ Iしキー併1 て＇庶少

して、｀み。直摩 n炊＇豹冗屎層から出て〈み I匂 1 'iと｀エネ l し 1- I1汲含みみ。し［：
か＇？て、低エネ l レ 4” ー危手にJみ育韓紅メス '!-10ぅ
）ヽ・ウ 7 ースペ'7 I-I レ I1 ，試杓沃令 n 杖態と

ふらゎ L て、みと考えて』い。ギ吃悩の 1a

) (7)傾（5］ 11 、し 7, が 1 て，涅層 I了ど紅効序

み1Jヽ滋ヤして 1 ，みー、とど示していみ。'l 7, ~ 
ミ

ぷ1 flヒ" -7 筏知／む切［ ：みみと 1, 可/ i 
'..寸/7) I'l"' で（A }して＼｀み。 : n : t刀，ぐ
ら，了（ TI 醗扉t l1)り切和夜脅子が砂．く と

` 
四し、汀{/)f紅国で la I イズ々 1 がな,. f) ~ 
がわかみ。吋→叶香砂し吐→；；ナ邑衿 n 花~ 3 
比が，i印頸f 'I も｀内少して 1 ，みの（1 ．’佑

叫i和八知うの L ら I-:: r み知印 l}磁喝 1:

叶 l~ -:J~t n~ 息ゎわみ。禾炉院l2 わ＇ 1, て

蒋 l 冴げ、浮 I I fl) I 情蘊砲 5 /1)言ェネ I レ 1 -

但｀l さ;!, l·Jして 1 ズ／、ウ 7 ーズペ'7 ~ I レを凋J

3 ... .... .. .. . . 

゜ 100 200 

... q
300 

cha.nnel nゅm比r

図1'"Fe 散乱を和）滋高スペクト lレ
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定し「喝令（国 1 の寸 n f麟）、骨知見ヌノ＼0 /1 } I レと、庄釦透遥スベ’クト Iレしとカ
几合わて l ：ょうバスベクト Iレか情り卜 l ： ：してあみ（図Z サ）。：わ I 凜1見を子
Au}eyを冠玖 l こJみ ”Fe乃．各{l)勺
軌皇 l: 、メス／＼•ウアーヌペクト l レの

I ヽ••,.I'l 17- ウウント·· l :)<.みべきを；力1..

i・翌｀．1[ われみ］こめで(J 1J. 1'n· と但．わ

化み。

b)入身·1 Y'甘f心伏粕と(1) lJす角の食（（
か如L I ズハいウアーズヘ・クト9 1 レ 1 ＝与

えみ昂旧紺 本t朗：：ょ• I ヽて 4 、こ’
ーク幅11" t,ヽ·滋少 3 みにつ卜て増
叩{1)¢復白珪．し l ：：：。 こ卜 1] 公)(7)j男令

と 1叫 l こ有効月みの噌9/Jて投用さヤ
み e t.o - Il f該 I 'J吋→エむ昼衿f1Iヒ‘ー
,1 0 滋・t,· /J I・著し 1‘0 ：れ I 'J •伊―e メヌ・・

I ヽ•ウマーf線が、磁元的 711.} 狂対t1

吸収 b すみ I ;: i'>、△ M 二 0 {7)屋イタて (1 行 HO

我月が、入射 r線と内初か易fl)主秒茫
t 0 /i 3 角もI} I:. L /こレ易含、 9 iれLB , 

I2 rc 秒Jすみ lcn t••あみと考え¢ヤる。： IIO 
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●：土 3/2→句4 邊朽、△：戌→サ忌杓

x ：干y1. →己｀ん遷朽
図 3. ヒ’-7 中島、t:•ーク茂夜の変｛C
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文杖
l) 燐谷，主孫，仮野 1年和含析（¢庁令第 Z5lB平幻訪念届知辺(1916) ;洪条

豆藤，｛ち均，第 1 "1- liJ環エ,t I ：：み・ n る Ia 位え号加幻で表令各首某f I2 (/f71). 

2) K Eh心） H・アに加炉J H・む年o. R°"必o c.~e."".知み.o 1v1 c; l. L...仇 ュ r （たり、 2 6 2 （／夕 7 ク）
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3A01 叫(-a',p) 1i・ょび・（f, 2 p)絲 l= よ"8 ''Ct紅が3SS り揺儀

（東幻滋仰，井東幻m.t., "凍虹弱化）
／＼知紅，直祖硯疇＊山奇逢，｀Ill且

1.)'r Cい畔疇紅揺條＾ぅヴガ、べ鰤臼としtいパ鵡（奴ダグ）
tもってが｀＇） ` ：れが釦雌勺．互砂暉、e' バ遣‘、その府肌1似這り知“\.、いか｀＇
hる、／臼ぃゃ恥 1鯰崎L しt暴いり紐（z珂）七叱溝澤諺
紅：：：収 9 炉紅叶l釦的叶旧呑荻鱈町砂和｀あ令力｀＼ ：：：払パ｀，＂乍囀
召令なう 9ぶ麟叩ーけ1乃所）のシ→¢片 v ／ダ／シして釘潟ヽり％‘なく板挽f手
h脅＾＾和1 ＼月ぶ｀肉 L りれ｀叱雌謬玖心茶麟疇訳ん今ぶう＼＝なってきや，
叫 Iこつヽ，そヽ4 和＼ーガ直和奴｀f ••I ¥ f 1--ム lt灯正｀叫（了， 9 ） “5 t臼］
しやク，多遺兎作い14 、、今． v ヵ‘し叱““"¥螂；紅げ紐叩
＼ヽf# \‘, 4□S 9::'7,, 1. \令4-0 Ar け， 2 pう令ぶ rr· 40A'((f I)?) 鱈'"'い靱炭紅｀
釦｀＼賽片遠で 99 今 9翌虹f狂． A卜t ［ゲ、‘I トソして制疇射緑這術仇
ぶ吹 1 表＾ xぅf遠傲廷ガ｀狂起し｀オれ＊ ~l の歩紅晰t牙しウが（和漱細叩が
n 厖紅釦厖が、紅され令ぃ紅叩＇1cいょぷ鯰り令：：とがいが｀令，〖：：
1.令 Af t平応I ~、レし 1長禾か滋崎相l疇糾輝術＼＝ 3 っ所しいが1rs の
料疇t坂め．さら 1項知尋雌14紐、釦囀いりらm、朝歩あが＇令
釦い饂澤\"'',,てク、多の総祁祇泊ら
ふI.. 3~(Q 11亀ぶ 6 唸パ仮疇碕\1足： Aftが多 5迅，糸さ＼o区の引叡鰭菜羨
マン 19ル＼ふ］知心叩が、\. 1 叫屁eヤ碍1珈蔚釦＼裔暉、的乞彰和）
~ 1,••I り、1- /~ IV り咋 3バ汀，碩約知疇追し 1釘伝し、 0,>堺虹昂51:: I}\圧
-:,;,<.,,.. 9 --i悧，、紛9喝吐託絲鳩、術り l利恥 I卜 5 くし惨消 l叶可イつ衷巳，，，釘角向i:. j:. 
りi令｝う＼シし'f;,. ~ %-'h釆 1 /̀ 1゜ w 4‘5 6 雌づン／：‘，，，•ダグ＼令知 1髄＼知知さ
っ｝今＼＜し~.バ｀冴亀如も、りから．ぶじ碩疎もし・1 小パ黒絲将豹診う,{ ¥ 2 
)¥ｷ 1 反 Ar ダーゲ ••I \-＼ぷげぅ北仮反ヤu tいい紋利

Target nuclide Reaction Q value Product Half-life Decay Principle Y-Ray 
(abundance:%) 、t'f_Ee (MeV) nuclide mode (MeV) 

40 Ar(99.600) (i',n) 9.87 39 Ar 269 y B 
(Y,Jn) 28.30 37 Ar '.J 5. 1 d EC 
〖 Y ，叫 12.53 ”Cl 5 9 •• 5 m g 1ｷ. 22'1,•2z,o.246I 

(Y,pn) 20.59 38 Cl 37. 29m p 1.60,2.170 

(y'pJn) 37..00 36 Cl :x105 y町(+,EC)
(y 2)  22. 7h .'3 S 2ｷ,87h 1.88 (J Cl) 

(y,a,n) 16.68 豆s 87.9 d ~ 

38 Ar(o.063) (Y,n) 11.% 37 Ar 35. 1 d EC 

("Y,pn) 20ｷ. 54 36 Cl 3:x:105 y釘（引， EC)
(Y,p3n) 4 1 • 76 1'tm Cl 31.•99m IT,~ + ｷ3.32,2.13,1.17 

(Y,2pn) 27.72 35 s 87,9 d ~ 

36 Ar(o.337) (Y,pn) 2 1. 14 3 如nCl 31 ・史m_______!_'l'__,+ • J. J 2, 2. 1J, 1. 17 
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イ元クダー 9こさっ 1 袂＼淡し、惑栢りパ如もt点出f:::.。 m、証鮎紐厨朱畔
食粁ぅ羨丸遣封し，（Q］彦碕t仰戸知冦く 1) 4‘ い勺（妙頃、t．ざ 7 ¥"ｭ
so臼餞ふ亀げ｀ Hm t仰し畜 1罹裕とうtくりぶんレ松Sl)q.奴殷七比｀介、｀で•(je

t Li)森““濯ししヤ勺影繹研澤ャふヽ）．む心が紺幻げ、パ餘讀：ヒ＇
/ 7 這液1i';i ~'{_ ¥"-.J..., t ̀  ＊い輝のり的建遠めや a
2、 1, 9渇遺釦和cい噸l製いかい釦翁燎闘遠\Jr:い遠イン'7° \レ，斜
芥や｀付鯰咽ン 1＇，ゞ~~--r,,::1-ーエり）一 lV 卜巧 ‘`17゜，条船濱 4 らな今卿直
恥n < ̀)I 、野、栢キ蛛釦□ 心蚤、ヽさ心紅 1 ＼く 8..., り知鰭町いげ｀を淵細
At詞豆知噸屎い-::.'(, 1:裕 n fが遂叩1 ヽ吐知0飢吋町胎 I2戸い，tb崎
彫）髄此知｀｀公\'t-臼素噂的乞 41＝ぷ茂泊豆｀‘`が、口紅輝煉名抑碍l
掟舒万 4`1 n ワ 2 ＼吋｀ぅつを悧、9 1.が｀こな，，fco
3.1, 0ぷ｝祁併急豹沙＾ 9 §づ‘/ I<̀, 9 ーれヽ｀柏＼豹飾射怪t桑移さ｛，怜＼知ゎ祇
斗仇＼り 9 ℃‘/ n 影採森寃彰氣他壌埠r\. 1渇忽憶、虹條3 針＼夕斤＼ぅ戸（い;•ぶサ｀
窃s ~疹紅疇t沿 9 ＼系ぽ 4 や怜＼ぷ？1）知 9Z ¥う祁（い臼）渥応庫の
吃ふJヽ）ゲ方、） {~ <. 1~ じ｀が紗ぅ牧弘釘択‘4‘｀紗沢｀ ＂窃応訊＼違い、他匂糸 v 1= 、
2 瓜ぶう竹（い I J糸¢ Ar t｀瞑、射奇ウこ｀C I-:. &, tげf清濱吸ハ｀さ令：：：'l-,J(1\,1 令｀
っゃ唸の多糾企身ヽ1 沢父の｀仇収の約 O, I.,。 4`‘ 祁5 パ咳 s 濯岐4つり I逗
"切如ば籍「iつ＂緊があ今 2 tが｀ゎ令？ゃ。こ収 9碩訊怜t如筏食湛炉｀應
知ぐそ今が~,~令い勺紅い収令t忽しち札令。嗜照炉パ Iv tJ謬ヽ A 、/'"'
殺採心げ僻いいv釦，蒸4iI令内（い翡頃喝象日蝙•/1· I\の杯樺創kり振糾□',:.
條屎，呪見ふ‘i 6` 祁5 \1-柘ャ希ヤ厖翁凶＜泉いぶが叩へ戸1-- ~｀吋虹狂闘｀
知い， 1応紅やかし喘感t---'岳澤ず令::. ℃ ＃｀碓めらぶや。
ぷ＼ ＼咀 AY ダーゲ．｀I f,n乳似反杞 紅、内釘絡ハ｀｀這遠瀑蟻料＼ー｝つ

＇シ 5 令 1'l c t 4` i謬畔臼疇祖紅｀ヽ4 、 Ar (1\汁0)釦伶輝的＜｀、あ
、 令が記紐呪し、d約 1仇t1)イク o ヽ／爺

迷惰サLしそ釘和）粒軒； ＜捕知い
化るぃ，吐ふヽ）派紅かct＼各匁患I遣，
釦り＼令胴及ぐき今ク℃“`'祁，めら札や，
Ar: ("'~ (¥ :4) り兎も，燥姐恥叫l
碍沢碍璃糾砂ら（，熾碓釦炉（い’‘
叫打くり幻仕ざれ和→勅多
研（い｝楳疇1-- //｀ー）ィ道澤クいりー
'l.'：：ぶつそ孫冬｛収や·
匁啄 1くりい［叫碍如け、茂、1
叩c2） （氾叫iチ｀ i企即恥蒻翁化
烙呼ぶ｀殷心い令こて介｀冽后めちいfて．
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3A02 加速忍：：：よら淫．坦休RI 製造か主氏最迫糸件の検討

（都立大・弛） 0 永印諭ー合ゃ・中m．み、道 対上悠紀雄

［いJ 鯰．勅パ l凋司 rバ紅褒ゎど加遠悉りl 痢 L て裂ク，L.. --,くられて、ヽら

がその裔．目的滅袴の収奇．及び蛇度妍使肛急柔な湖題となっ 7 くら。 L f2 
分いっ-z.虹隕 l即遣勅t茨 1-:::. ~,.J,\.遠度畔がどのように変化して、‘'--,o＇と
ヽ‘うこl- t.っ‘＼3 セ V‘／グにあfc っ'?, 11. 十分 12 矛虜．しなけれ l1• ならな、ヽ。 こ紅
道廓哨勃 I2 行なが只遺討をした。その依I l, l -z.広く板区ぽ 1-: 痢ヽヽら小 1 心
も0..の生氏最遵含件を．天然亜鉛をダーり‘‘ットt l 1. d座射の瑞合 I': ついて．本も
法で詳細遣炸．更に杷ぷ如遠法- Zr¥ t -p'~ 仏＋ ol 2)'2いo( 4);ーと h 比
較を行 rJった．‘如の裂広て，、特 1:::.1り癌しならの 11. 魯 I 生氏勅棧加（乎洪浪紅んr)
の遵で．ヽ急、、線邊を肉係痔 1-:. 与i., iため(':. ダーげ •I 卜 8 ら分緒t行ウう..t1:b. 

丈名な鴫培しなり．兜呼 I".:. つ゜ロセツンゲする 1,::., 1-;J. '-I~ t日の冷却呵国＆溶すi,
こ小ら1l)溺I 宅爪釦を加を．汝和げ的純度なt‘・パ籾も行，，Jうfc,.hi-:..構尺ぃ殺．射
豆 Iレギーにおけらも{).d).忽、、 9- げット収乎．並ひ’に．不純拘令aの混入哀と冷評
哨 11i]しの剥係と．臥手すらことにより．最堕、唖射エネ Iレギー．冷秤時 11il.放射碍
的純哀なけに対すら知現が．登易 1パ得らふ b こしがわかっ T乞

（曳、峻） 亜釣 1 オイル (~/3 呵／cが• 91. 1 °/。)を．スダッりとし？． d,

を｀理研サイ 7 ロト a ソで行.,J.., T乙。照射糸件 1す 入射エ,:Z. Iレギークo 呻，
惚知、砂A, 照射時町1. 数分～ 30 分で行勺っ（：：：•生氏筋娩のャ線の藩’I虎 1;) 、
fJe (Li)渡辺． 9/)四p HAl ltl‘ぃ 症立体角法 1：：：よ＇）お）なった。

〔紅・角察］ 叫1で樹菰された令核猜 Fふについて (/)h!J起関数も求め更にそれがら房 「 Zn+ ct. 
V‘7 ーゲ、ソト囀乎曲謀忍半ぅ咸期が 1 紆｝司L‘人・
上(J)椋神につぃて求外尼図 1 I乙月い 1 一ケ
ゞ1 日遠油禄も示す．用e 反記で｀ば、 ‘‘Ga の
混入童臼r翫い<.‘珈追応してび
反応り方がすぐ｀れていると丹われるので、以
下小反応について汚繋も行 r訪．図 1 b‘ ら明
らがなように、 brrGa の生成に対して妨喜とな• f 100 
ってくるのほ‘も4 と‘釦である P‘守‘釦 •l 1,半豆
滅期が線3m.と薙以ほとんど竪、おで 3 る仄
め、‘好ll 岱 □‘ぐ）可過と＼r£ って〈かし仄 P‘‘‘?
て、 これら(/)しとt芍應し(目的核柑℃4 tl}
“ぜ、身TI ネ Iしf`―，視いクーゲ、ット取率，
放如噂的純皮を求めi kめに、 l図 2 に示す
Jぅ埒卿T~ 行な?.f-:。これに 11 、かず．牙
1 に、図 1 勺‘ら‘呈，ヽ7Ga 心直 lっ汀する湧

3泊墜射
*’ 
しーム

focc 

叫ぉ

” 

ゃ
I^
I
 

66-‘ 

, 
、
、
9
,

、

S

＞
、9

ル
，
・

’
5
L

“,‘6 

’ 

’ヽ‘ 

ヽ

/

r

,

p
 ヽ

, 

ヽ

ヽ•9 
＇'ヽ 
＇
ヽ

ヽ

、

9

ヽ
＇

, 
、

.
9

ヽ

‘
、
,
'

,
.
,
'
 

，
ヽ

I

ｷ,. 

バ
'
l

'ヽ 
り
＇

ヽ

20 “ E. CMaV) 

上
・
王A
は

ヽ
＇
＂

。

ぃ .0,01

-64 -



当 rj I ネ lレギーi直 E決めら。
こり場令 2?凡V ヵ‘う）恨 r::.
幻， 20, I~ M,,,V t'>｛直をとリ、

：り。又::昇ば 1ヒ‘:`『°゜ミミ冒m.1.
} u 、ブトすゐ。そして、条々J 50 
trJ Iネルギーにふ｀lT る‘℃乙l1)こ
如［：：ダすする放如噂的純度
と、月謀 l=時l恥）灯数として
プロットする．こい和純度
(‘匂a /1)ぅ昆入重）は｀ 1．夕， /.0 J 
”’o.1 X で示してある。これをみると、例え Iむ紐4アでバ翡;1 I 行びっ仄時、‘釦
を／ % ｝で減嚢させるのに約3 日定辱 L ｀このと、守“全がK卑 la. ?oノGル・んに
riる。｝刃2 がら明ら紗 rJふうに、‘箪のう昆入量万： 1 ％以下にお 3 え、かつ、同社度の
如成率を得るに(;J.、月知エネ lしギーを 25ん、ア以下にする方が、不用の ‘‘G乙を決
輝逸L rj t'という奏及び氾叫l司を厄ガ＜で｀ 3 みという長 riどで荷かl がンとャ‘.1
ぐじわ v‘ ふ~ v: I q 11-e.."紐蒻我行↑jっ訂窃令に、照卯直後が収率 l177メe·んA・t-r
し力‘rよくて 2紐叩で殿忍旬 L P-時の半分以下であんp‘‘.、後有で 13‘‘qaoぅ昆入遵忍 1 1. 
う芍蒻恥f riければな 6 けいので．史親•ic 利用で 3 ん b'lGavl 取率は、 I紐4び偽
釦ぁiリ変わらば l ，ことが良くわがみ。
麟叩とを他0 宅＆ o製法にも邁見してみた。厘ぃターゲッば李疇Ia、ふ
”反応に関しては文献4),5) 頑J/危凋粒of'/計算で求め、らバ，ふ喝及たで/J
ゼれぞれ 2), 3) Iii文献 l這った。 Cu ＋必反応を例に苓げると、これで l'J逍 l-:: 、たと
ぇエネルゃ‘ーを低く L ても、I,匂a (/)純度p浪＜ / 1 rJら riぃことがわかる。これば
‘箪，‘松Gad生成 1こ対するし、す l` i直がら溶易l手J莉で、うる。このこと l な． Z元f反
応でも同様である。£'11 +d 反応で‘/3 、‘笞乙(l) mゞ‘喝るの生戒反 lだJ.')し 3 ぃ値が
高り、 B加ェネルギーfl)低下とともに、届紬度の‘伽を博年とがで3 る。こ
れに4 ると、幻伍び見鴻紅珈で｀• ／170メ砂ばr(/) 喝辺店‘軍ばくして笠版す
ゐことがで謬。

以上の桔身よリ、目的核複の生戎景酒条件r復討する燦I乞とりわけ副生成枝社
に同1町秤｀ぅ屁入する渇合にほ、どの解ガ庶が有）目で｀あると界われか

臼．2
Zn + d 

20 

19 

゜ 2
 

,
T
 

COOL.I lll3 TIM: 

6 

(DAYS) 

ぱ戟〉

I). H.B. Hupf, J. l:. 13eo..VeY, lht. :J. o.pply.'Radiat. Isotopes,2.!., ?S'(/'/'lo) 

2). V.'J. SilVesteY, M. L. Tho.kuY, よb;_d. ） 2.1.,63o (lf70) 

3) 3. Steyn l 紅． Mey eY, i b述．，辺， 3if (lf73) 

+).M. Hil 1'e ，ぷ必， Nucl 、 Phys ，鱈，ば(/'l'l.2.)

$"). T Mc1~e, 吐 al., lbicl., M互， ll (I??o) 
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3A03 冗ぃ製造かその放射化豹肛研究

（都立文，理） 0う渡辺逍人 中馬弘道村上侭捉雄

〔目的）

訴 Iし1- 13 ．會栴tJ生元素であリ・ビ｀？ミ .::..B 12 dJ中I~金届と L て知られ．そ(/Jft`
謝更弗 l填l亘L た．疾愚/J教和（ある。 そり診断l：：は ”G(2794、 ECIグ1o)
如（ 71.3d.EC 臼）か．卜しーサーとしてが使われて ll ~力＼｀ここれらの核袴
で l'J.半武明．希息惰等，の呉から．,q郵椛謄に向題が｀力る。 そこで＇．コ II" Iレト材た
射任同位体 l ：つ l ）て．内部板銀息景を MIRD法で•計算 L T-=-。

Internal radiation doee; 
uniform source in liver 
co5 。96 。 7

htl:f_J.ifel J.8.2h 178.5d 1271d 
p+/EC I 426;8~ 

伝：釘 ~:~?(I 1.5 (MeV) 11.49 
（（知） 477.7.16 46.8(100) 122.1(85.2)|810.8(99 

511.1(160)/l037.8(14) /136. 5(11.1) 
（劣） 931.1(73) 1283.3(67.6) 
1408.3(18) /1771.5(15.7) 

D~I 0.02 13-79 I0.468 10.516 

Co 
豆·1y
p-

1.4以 0.12弘）

詞誓覧，
1332.3(100) 

37.12 

これからをわゥ'~ように 5しl3従来のなCo. ウCoI：：くらべ‘てを被膊量が＇四＜衿折
用f- L 一寸ーとして．非悌l二肩径であることが｀わかる。
元の襲IJ・砕凡 (P，7). t'ヽ足(p，.:>tl)で紐したとりう赦告 l;Jあがが＂．俄幸
ゃfitl紐核彰知l鳴か、あいので＇．本研吹で/;;J（呪＋ 3He) 及応祠虹 l f：：
知・核反応嘩知：：li)の却楚デー 7 ーを倍るために（咽'.,.ぅ He)反応の隠
肉教も求めたのであわセて報用する。
〔寮験J
？ーゲットとして 1了．ア 1しミ (99.99%a.3 吋＇~"'-)..t 1 ：： 金属マつかン (9¢
砂）を夏空然着（ a ん 5 伍秤りし F をのを 90へ li枚スタック l:L て用 1) た。
ターゲ｀｀y卜のマンカ＇＇ン（涌\)/l)で•、アルミのキャッ干ャーフォイルを付けて庄戎＇反
既核種を訓J足L 「-::。 非 1畔9こ応、いて 入印エネルギーを 1J心くするために 71レ
ミ叶＇ゲう井一？ーも使用し「：： o 賠．射la 理研の寸イクロトロンで｀ ·が尽 U',3He
を豹如H汀．儘煮 I J-,'Aで 30 んんか肉印rわた。 祖l定にIJ.如辺e(_ LJ)
”“が 4. PH R を l和）．定立体角浜t\1行「J7 た。
（括奥・充脅J ¥ 

着l 定 Lた結果砂（幻心 3 H<) 反応のl利起舗奴目ーユ）を求叩た。 これかり
帥の叱クを嬰五ね暴約照印条件を求のがたnlて．厚 I ）？ーゲ｀ットの仮幸蘭訛
(ｮ-3 ）をf和「こ o これによると 4炉2妍iV~J萄のエネ IL ギー（？ーゲ｀ソ
清 ll4呵・ C盆）tべ＇ンガ＇’ン（こ町たを陀如社 ,r 泣 厄／AA・ん の・
的砂収年O｀哨輝うが□鴫潤教からもが1'討うに妬． “Gq紗 l渇馳ぅ
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皿 l) 。 し 0｀し．その割£i-l"J 品＆で・ パ砂 ”んでla o.{)外l：：過 3＂rJI) 。
更にあり収率加疇rJ鳴合1./0~.ro f1.e.アのエネ lしギー（？ーゲット屡／”
叫9Cぶ）をf翻す叩' 920 µC1/ルA・んが｀．

得られるが‘．このとを最もぅ昆入の~<J I l 払んl:
肉 L てを．湮が ／，ぽ／0 ／こ石•3 えられさこと

が｀わかっ r:.o

ミのさうに”し
を裂造するため

の核反た•として

（加＋＇成）
誌が｀． 1屡れて
lJ 3 と l) うミと

力＼，•本実験で••

ゎゥI った o

医営用 R エと L

ての立喝で IJ.
ゥらの Iぬkav

(97%). I 3/, Kaァ CI'/~) tJど,a:.爆れて
I) ~か＇‘.半科珈｀ 270 日であることからギ栽
珈短）知濡辱を求めたが". rI/k汀（

I/. or•) の 1線を語っ立とで＇拓 3 c これに対
して げCol9 /9ユ朗 l句で•依rokeア (/2 0/o)
tt/ k汀（／砂）疇希が） li俺れておリ・
しがも．狡眼蒋号I3 ．戻 lこ示しr吋~う l:. メ()
／加） と紅 L て 1) 紅奏で優れて初、 3He 
にね寸叫JI)(/)製返の可能釦ぁ 2 らかに
L E意秀I~大きい。
d 該につりてはオ夏合核形爪＇をへ訓過程で＇
砂れ~.典坦約fJと°-7 か’`hられた o 弓
E ．原ナ魯号ザマ泣’'ン磁傍l二ぁ瑾汲
に予憩され紅うぢ全麟緬稲が＂求められ
たI) 項につ 1) て I iJ・・全癌約l:. (3 ル2P),
（う地，n）謡叩うrJ．逍麟程のものが｀
勾I) が＂．こ配らのこと l ：：：つ I) VJ.ラ r：：次函
に報伊 L だI) 。

図ー2
芥1パ ’He

lct

10 

ご
•
ミ
＼
さ
1

只
C。

JO 

” c. I 
zo 30 や
fa (MeV) 

回ー1

1o1 

10 
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ー

店• 3 
此, +'He 

やm
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3A04 77Br-にたりすか埋々0)製逹ぅ知比較

（理研） 0 舒崎正・席本正手・伊東茅手

［目的］ 隅（半痰北月 97h) lJ臭素の最長寿命 RI で卜しーサーしして府 1用t'あ
3 が、 屹の巖造法の研碗ヒして， の種々の様反応にたいす 3 生成の邸起胆線を7,Br

(16 h) のものヒヒ宅に測定し、 (2)痘したターゲット物倉t還定し、 (3) ター'i’ッ

トから釈患釦本、億茨脊瘍拭徳への介鎧法を砲立す a 。 そ L て，用い 3 加速泰社王
能と '7Br の 1吏用目的が与えられれば、仮通の裟藍紅示すことがて｀さるよう 1.2ね。

［方宏1(l) nrAs(d,2n)77B卜， Se(p)xn)77Br)”&(B 3n)79kr 直ム＂ワB卜の 3

反応および'16蜘心I 生 I くたし1 す紅JJ起い線を瑣'|定した．d..叩手反応のとき 1ょ疇

法で＇i乍懐しf：：年As以％ ターゲットとア Iしミニウム箔 I勾 1 こ封じ｀、 それをスタック
と L て理研ザイクロトロン（可受エネ（しギー，藍あ 43 Me.V) で、照肘した， I司峙 I て
数稚エネ lレギーにたいす 3 宜Cle 丁argは Yi eld t測定した。隔手反応て'1項研
のシン 7 ロサイ 7 /Jトロン (52Me.V 固定エネ lレギー）によ 9 Ba.ふ 03 あよび＇

N a.,知のペレット (0.2~0.3 8／叩り乞ア Iレミニウム第に封じたものを重ね合せて
照射した。モニターとして錮板のスタックも照射して、 ヽ3 C<(p,n) し3ZII.) 、56(
PI 邸）心疇疋｀＇生ず＇る “Zn を刹Il定した。 (2) ヒ泰とセレンのターグットと
して、紅嘉、目的元素含量、懇射伐の化除処理I/)娩易 竿と総合的に検討し，し）
くつかの西．当と思のれ口初項乞吏阻；；熙射 L てみた，臭条ターゲットとし 2 1.;t 
N l\... Br が最逝と刹断し、 1也の物頃 Iれを訓しなが？た。 (3) ターゲット初復ガうの
”B卜の、雹留、留幻勿中の'1'1い蒻袖出や吼羞玄摩：：ょ 3 精裟等について突応
て、グ難り公＇，キームをi湛した。そして、 中性｝放打化分杵によリ、 ヒ案ターケッ
トヒしてピ化ア 1しミニウム (Al As) を用 1) たヒきの、 このスギームの各段階/,奇1 ／プ‘

Jヒ素なら仄に（非放肘棧）息索叩屁入量む身1足レた。 （．瓜Br ターゲットわ＇うの
町＜卜の分離につし）て 1豆I I ：：す土告す 3.).
〔結果、考察〕（I) 廂だ朋線を図示す 3 ．綸手 Iが司じ＇エネ（し点ーの臼豆 I こた l l 

して 10 帝余りの瑕遠呈を有す｝から、4-0MeV 程度の易手照、射が可能なら 1ょ＇，棗迂
年,~ぱ窃(p, 3n) 7'1灼→ r'1今 反応が有利て＂布 3 。また、鳩子工;? Iレギ＇ーが＇

25~30 f1汀桂皮のそ＆翌伍pa.ct AVF Cy clo 七r- on z."も、 ”Se. (p) 2nWBr 
麟によ1)、ガな‘りの収率が碍うれ 3 。この喝合は 7、 Br ゃ 82B卜のう昆入が多いが、9

これらの寿命ゃ嗚叫養々の使用目的ガ．ら秀えて、ぅ昆入が評危され 3 希合が多いと
男ゎルシ． りrA返 2n...)'17Br 反応11 カ‘なり大きな新面積を有し、瑳濤 lこあるよう

な Or-叩-a.r-y- type \'.-1砥逗を用い 3 湯合に存用であ 3 。 (2) ヒ索ターゲ
ットと L ては Al its が通したターグットであることを知~った。二れは約 2000 K ま

ては約定で．競畔I t含む醸Iこ平塔であふただ．遠氣て釦 r::.か孵してヒ素も失

うのに在煮¢ねば＇ならぬ。また、亜ヒ毅塩l::.. も通当な‘ものが＇あると愛＾われ 3 。セレ

ンターゲ＇ットとし 2 ，ま酬雙庄イに合物 Al晶e3 を最近入手したが＇、景ふ l:::. たいし、t
ら 1：：：不平定なtJ)がク戻てあ a. 現在手で 9# CaSe らを使用したが＇＼宅っとセレン含
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量の大な適切な物噴と探東中であ 3 。fがあ\ ?7均心、忍射中 1 ：：：ターゲ',:., I、から逹 lf'去
リ易く、婁望中の高線史照肘lわ和記当てあ 3 。 (3; A/As ターゲットからりクBr
乞知謎．無、芸含囁状態に合舷するスキームと、 そのふ綻階にあ lj ~ヒ索と皇桑CT)
混入壼しを条示す 3 ．同様疇馘紅たいて l) のヒ素とセレンのターケ99 ットに近用

で＇さ 3 ．素から笑aかるよう 1: 、翌焙を 2 Jfil繰り返す弘零 l芥ないが＼臭和嘴朋羨ゃ
畔力‘ら忍入レ易い二と 1こ免分歩党ぜ扮ばがらぬ。::.-の分雑．操作tナ約 2 時1匂と産し
｀の収哨370 ～g o ％てあった。なお、知尋’面這麟砂成功しなt）フ
た・規在、駿造した"l)B心雨水中q臭索の土虔によぃ暖羞と植物による吸収の突険
Jて ~l) てし） 3, この実険に 1よ、原和ヂ吼のが.2.8濯、半救判が規りばか1)でなく、
比放射能が低くて使用て｀＇ぎない。

77 
Separation Scheme for ｷ'Br from AlAs Target, 

and Contamination Quantity of As and Br after Each Step. 

Step Con;~m i na ti o~( j'-g) 
As Br 

1. Dissolution of AlAs (lg) in H2゜2-H2SOが

77 
2. Distillation of ''Br (50 ml Distillate). 

/ 
2ｷ. Redistillation (50 ml Redistillate). 

゜
2

4

 

ー <2  

く 2

3. Shaking of Distillate or Redistillate with 

Fe Powder and Baco3, and Filtration. 

4. Passing of Filtrate through H-form Cation 
Exchnge Column. 

ポ Both for Distillate and Redistillate. 

,<:0.6* 13 土 3 芥
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3A05 唸e に対する殺々 o製造法り如較

（理研・北里大南生） 野碕正・ 仔東芳手• O)J、 l') 幸次

（目的〕 牌戯のスヤャン：：：ンゲに現在 Se- 75 か｀心兌ーセレ）メ今オ：：：ン：：： I て用

¥,¥ ;れて l) る。 しか L ~—'IS IJ:や減期か 1 .20 日と長く患着等への被曝に麿幽があ＇）

、短乎武賄tしシ核種の利用が望まれる。 ＄ー 13 lょ半淡淘 7.1 吋紺l t"炉崩壊さする短

平威期核種 C｀ある。 ::: 6) &- 13 さ製造す 3 ため 1泣)欠<1)研究さ打った。 (l)稚々叫訊

応叩t軟検討 (2)適当なターゲットオ初賃刃紀定9)&- 13 のターゲットカ‘5 9娩々砂分
紐汰 9 ．譲立。ターゲッ l、物賣と `I tりゲ）しマ＝ウムとヒ索 9 存在比は)欠")ようであ

る。 70 St aり;e Iso t op閃゜f Ger芹:nium and7:rsinic 
Ge,21吸； Ge,27"/o; uGe,8"/o;,.. Ge,37痴； Ge,8吸．

75As,100"/o. 

［方汰J u)理研りイクロトロンと東大核研シンク＇コ寸イクロト Iコンさ用ヽヽつき‘‘り諾

反応ち•よび‘ ~-'1 2 9 厨1 生成反応 9 励起閃数さ咽l史 l た。 GeいHe. st YI) 13Se, 
条（ d, 江）芯 , りsAs (p.. 3n) り3Se 。 卦I定用ターゲットとして、『Jレ

マニウム 1よアルミ＝ウム箔に熱着 l たもの乏用い、ヒ索ターが｀ットはヒ化ア）L ミ＝

ウム（叫s) とア）しミ＝ゥヘ殺げ、の茨合物（A窪沼），三華允ヒ東 C 知03). また If.

ヒ°ロヒ破マク‘‘ネシウム C M32. As2 0-.:) DJペレッ．I、さ用いた。

(.2). ~e -73製造用 ‘9 ーゲ、‘) 1、 l;t耐葱．岐屈が設か化学分離等さ考慮、＼て｀金属ゲ‘)レ？ = 

ウム． AMs,'すたは Asz 03 ざ用いた。

(3) S -73 のターゲ、ヽ））、応直維 lょ少量虹韓 (Hふ03 0.1 吋）さ加え単体セレン

とし、て分摩tた．jた現在全ー 13 の無担背介離さ呵虎中であ 3 。

［結果J u)測定 l た諸反屁り励起間数さ I司ー1, J刃ー 2 と目ー3 ド示す。

)20 
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一~ 100 
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ヽJ

‘ヽノ g 
せ ..w 

りヤ芯 寂
¥J Iぬ

内

g 60 V¥ 

・ぃし00
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` 
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令〇 e 
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l / 
20 

ー , 口＋ー一~••- --- I • I 

10 20 30 40 

Ener0'j (Meマ）

図ー1 』知佃逗n)忘ち心湿（3\te知）芯紘臼励起閃数

ll!l.2.o 30'+o  
E ri er釦y (MeV) 

図ー2 金（dぷn)心＆むね‘v知似nfS反応嘔ヵ起輯牧
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：れ 5 11)溜l 疇果がら、高I.矛）し¥‘―

(40虹）遺這痢が可能な 3 Iま｀・ □3

o 鐸晋，およ V‘耗痩とも叩＼s （r. 3i1)唸‘で
・反応が優れて＼） 3 ことか｀功力‘3.

（のゲ）しマニウム・ターゲ｀ットとして 1ま含屁

ゲ｀ ｝しマニヴム板がよく．ヒ索ターゲ、，， 1、

と 1 て 1I Aし化が耐熱性等力‘5 優哨て、， 3

ことかわかった (Ai As, ̀  2,000•K 付灯まで分

解しな叫 l 力‘l ：ニクロサイクロトロ

ンt碩韓r 0)ときは線束が小さ、、 C0A

以下）の C` As., 03 乙｀、も昇革の 1心碇がなく．

後りft‘乳介隙か 5 いって都令ガ｀よ＼＼こと

か｀わガ‘>た．

O)0.i吋祁残の亜セレン函貧g坦絆と 1 て

やO

全

3 

門 I :S 
『

l」

20 3(J 40 so 
Ener紺 meV)

匹3 心As(f', 3h)忘紅がすん（r心＇芯臨サ励起関数

加入た喝令のヒ表‘Jーゲットと I 'l: Ai As さ I司いた吋の分饉試ど尿す。

73 Separation of'JSe from AlAs Target 
．—-・· •一•一→今―-- -ｷ • -

1. Dissolution in HC1-HN03 (containg Se Carrier). 

2. Remova,l of Insoluble Residue by Centrifugation and Millipore-filtration. 

3. Red Selenium with H_NNH-ｷ2HC1. 
2 2 

4_. Extraction of Se _ into cs2. 

5, Removal of cs2 by Evaporation. 

抵o，さターゲ~Jトと［た場合は 2 の操惰 1ま不 l用とな 3. ,,. Jしマニウムターゲットの

ときば． HF-HNO3 t"葉溝い 直に単倍セレンド還元i遠 1心令渭釦れば＇よ＼ I• n季時

間はゲ）し？ ＝ウムターゲットて｀ lt 3 睛間，t:表ターゲット Clよ 2. 5時間て、北乎的

み惰却季は約者t‘‘ば似，後者で 1すクt)メ乙‘•あ 3 。加しマニウムターゲ、；；トの瘍令 1J

ヒ手、d) R I.かかな）厨1 生す 3 )J` .t認り介翔法 C" 件が芯はこれ~") t:舌ざ閂砲と 1
豆i liなんでいないごとか｀｀功力‘った。

も，とも高収季乙、、高徒復 9 芯さ製造す 3 には他As~ ーゲ‘ットさや MeV複度りf易

｝り高捉束 □輝 L. 上記 9 み‘皐法さ忠）刊すtr Iずよ＼ l •｀ーのような照射か不可能 1
とき 1ょ全属ゲ）し｛ニウムターゲットど 2SMev紅度6J 3H違 5 また IJ d粒ふで旦竺兜 l

てもより。 3H遺．牙すと這応 Iす n3Se の収卒 11 文差 4 、ヽが芯這心l 令乏危え 3

と d 栄£ 3 貶釈の方『紺1 c`ヽ •あ 3 。シシク，コサイクロト 12 ンり隠子のように隣束が小

さヽ＼な 51ず｀ As..03 さターゲットと l た方か‘在学介繹か踪易なだ‘11 ADAs ざ l刊、l るよ）

有利 cあJ.

製造した唸e き生含以に復し生ぶ初か 5 り3品ー包レ）メチオニンさ介紐 1 た。約

2、へC のり3品力‘3 全所字叩麟 20府問（唸‘の 3 半汰荊）孜 l: 32.3ノ“C 9 唸←ーセレ）メ

チオニンさ蒋て．喰h 初宦験に用＼）た。

なお現在・全属了）し）しと妥-13 との哭洗乏ネ'1 汗I tた勺ーゲ｀‘ゾ＼、か 5 0)み輝および｀テ

）し）レと 5e -'1 3 とのイオン交挟令惰庄と力‘3 な 5 ぐeー 113 "I患担斧令高街を研究中む‘ある。
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3A06 

i.(m喝/-:

心廷 1二よ 39ゞ Iレ又中t生み、翌射 Iララン疫荘キ/:;年ぶ Lた
放象fi娑セ沙ム心剣迄

麻可 0衿天弘一 9 合令本紋文古）Il迫ー／山抒l え

戎今3丘ぶ応呟紅和，枯心心（す｝絨荷今弁/-:.かわ 5 デーJ "!:'. L -z. 
重兎があュ。四魯臼璃露I2 あI I口唸嘩立奴争這虹：：：未が｀I:..
McHu炉. 1) / A·,v:llVl必入らュ）みうぶ‘に加.D.AJ--う 3) によ.,て秤老エれ．で、,i。四如

学的麟這I 11 た And…一う窃ヽ~.v.''B<'VI.戸丸｀＇在し濯俎淳注しか 3
り井で｀、あい I‘〉 Mc如~ It. /013 ，，，，すかわl四ぉ和＂ l 叶161熙身キしたウランからづ葦し

たセンウムこ知訊宦が叶噂I主L -z..,表2.. I勺 `T すJ:..うな、紅果q森告 L t=o
13兄 s /1.頑該鍔糾，＝たヽヽし遥釦心碍墳疇りぅ，釦管量粒 /3牛沼萩
鐸玩応億む蓄釦 3 ~'L /1:い。しかし賀舟杖/3 3 吠蛉校生成物 I丸ず
ペ 2 1331 平 r、 2 'I 4 /39Y←巳 l33<s とク裏史し乙百種かK 3 。ず；； I:: 133cs 硬 •r玖ふ

叫疇祖とかなり大を 11 ^ -z.`‘，忽紅枷叫と 11 ヒた't,.')た'”らがhl虹輝炉
遠的に全ぶす 1 13'(-Cs 0\憑が＇度紅的Im 。::. 0)た如通が存ふガ汲彫紐評
吐＇3応／呪ょ疇｀砕遠ヽ）紐心し，逹＇社和叩碑叫—")たあ Iニ'1-'I Iロ
ぃ。 L か L 和手） N S R R.. (N叫or sへf々*y Res也叫．込一心）-z."1 1- I J\O ，レス
此ヵ連転 l2 よ 7 'Z., 9 ヽ°lレス半f直中淑ミ 9 秒1l')社短峙l日吐競わ吃われ5 。 L たが｀っ
屯息f中 1：：％雌輯搾這炉•生硲すむ磯/l,なくなリ， 13 '1-C 5 パ虹該炉諏

率這l差すい峰直位が＇埓られ 3 。
”ら 1ス1.:. 0) N ダ RR 噂釦れ叫―§紐料/::---,、、'Z. I 砂Cs 生ぶか尋
し 2秘烈吃g口が‘う 161 叶：：今急位したセジりムや＾ Bm/B7cs 比心．滲'I産ーし"Z.
/3牛Cs 吋虹牧奔“位り 3 =、a試みたのず，｛吋i百采¢秘告す 3 。

2，安躁：
訳料 I::. l ょ， NSIミ遠輝扉料叫 111-, 4-~j利 II た。熙射 I t /97し年 1碩 I 8 

II 時 40ヶ，＝行が杞計洋 I二よ 3 祁走琴、そ壺 l1 1 臼 cふ／i uo2 があっ1'=-。ウラン滉綸
方 l0 定＝撃がぅンヘ・レ・フト秤．oo を屯ジ /v カロイ祁将楕，二甜入 L -i,あ）戸I‘`/
槃射違シヲッ 1 -i‘'へっレ、ブ/- It羞文ミJ角社度 I：：：砕 Iナ7.. \Iた。祖褥烙にはクラ、プクな
とーは認土ぅ紅＇／西知化ウランを販出した使 I;;. Ii '37Cs”古｀伶I追．視似来 34かぁ

..,た o 平出 L t＝疎ィしウぅン Iょ／センウ心担熔 I ooバ-,-tc.ヵo i..ノ的逗約詠青直
下レ ....,.7 ·,叩知シ名諸した。試約象液げ禾を＝ 9 、L し 1釦 500mなて加え／哀＜羞
合して全忠で 500 叫° \I心｀て知
史戟呵" a項詞， 1 へず市町経訊礎イオン訂度即如スタ｀イヤイオン sk

井 1) SA 弁 IOO ／伊祠ずあ苓。召知 A° ? Iーロメトリに使 I~ l た＆e （ L:) 訟
番 Iょ， 0 尺T 'E c.製却和年 I? 厖の毛の-Z,‘‘ある。戎這はアクリ’レタ心り序，
古 IOO 加 m厚，鈴戸”一享→麟昧中 l項を逍 L z.渉I迄 l た。
1) McHu氏J. x~oY J. N~』． CRem`/ 2g(1'l66JI'lm : 2.) Andeがの 1ふ N平E) '2. II (I銘らJ 611? 
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(0  /汐 ('s 生ぶ営辺l定

畔紐炉or,,J.) >Jヽぅ 4~ っ、つりや怜
取しI >(,h_ lf'、水につヽ I "I:.ノイオンを救シ止ょ
yセンウム、ウラJ..--几ぅぷ｀ 1::.頷乙妄統的/;含

趾 l -t::-。ウラン国」骨法，鎧；； ？ーロメ
トリ I /)?CS,ス Y線スヘ゜クトロメトリによリ

妾差 L t=-。 137Cs 濯導 Iつ 1もつうシス CでA
り入手した較配肴堺凍かうつく？た、線源 c

R IAY'¥ 

2
3

々
タ

衣4 i 

ウラン澄 和s,函数
('}) x 101' 

r2,b o 2 、“を5

r2,S-9 2 、夕/0

g.2.,1/-3 2 、 500

li'" ;;.., 70 2．しI., 3

f?-2.,s'7 2 、 !;'I g 

＼行 I9仁。I:, ~z., !,2. 2.,ダ／ 0

(2.) 1JV-cs/1J1cs t:-乙の浅り走 me..." むぶ7 び心
ニ渇‘')這｀料鬼液辺啜這 L, 1令‘瀑e び 0.o?。 O,0匹
澤琴1蒻斜I.....,丈翌詮ィオンを救ヵぅムて直しウラン，鉱心位」し吃ヽ 1 た o
次 I叫翌（ 5よ）磯ィオン立後 4 ラム憚ィオン這んぅり這 I ヽ 1 センクムて
輝ぶ）知叫ましエヽヽた<I'>z y-9S叫違＜臼 I二，ユらに釦辮かがが
叩む水甜｛し叙スキャI\"ンジ＂行、），再ぶィオンう操紺戸 L') か土し巴鉄みょぶ｀
ァンモ::.ウムイオンし今紐 L t=-。
々シうム試｀社滋い薔から 3 C.W\ぶF-小｀、社←～の＜這にお、`-z., 50-300 I<sec 

計枚レたかう吋13,,c, 'c. ’'“c.s以叶可·紐豆の召＆泉tら-Jヽ中》荏めら水な 1} ようにな）た。

今紐しがむ”A I広 197“ 入．り心とがあった o

3，紅果
畔己乎の全ウラン曼.t. 137cs 生ぶ量か遠‘あた全梓灸今訂知盛果 e表し肴
才。＝水巳 oltv1嘩 1i. 2, 0 I,土 0、 0 2.ヒな 3 。 ,nCs オ差牙晏峰 6、社 3％，和

駁言リり私嗅 l73 MeV 直屯1用、成 11", 私表を望 1 よ 976 』I戸゜ュしな 3 。
/3出／137c5 ヒじ遁＇）麦紺衷¥れかぅ忍庭知釦；牧率依2l肴＇ 3. 計応紅
計心四脅て•ある一し屯秀和戸‘ :::.. "')紺珠f他営的方シ乞 l二仁 3 絡果し仏叫
のマス A^., I-P メトリt‘'→繹ヒ 1浪＜令ってヽ9 5 ヒ云土よう•本肛も囀f1広
ォ虹恥和f;. <1')'l.‘‘ノ不終物ヒ L 1 の 139C. s が＂稔丘しな、）がず｀＇） 13“csのユ次的生成透

旦厄ヽ）。港l知心叫5J麦：：もかけ生ス終物があ 5'(.. す 3 し 0，仔p吋訊
訟均センクム令量 I項当すつ。
区紐／二のとうな 1\° りスが移ふ組曲ぇ伍達細埠遣拉知崎·、5 Jdヤ

蹟t'担やあ 5 。今復廻遺和っ＼ l て毛渥Il虹和＋た II 遠土 Z ヽ 1 5 。
I珀cs /117Cs a.to..., rぷ0 /3をs 丘aぶ；。加I z,.d<1pが ndf吋y，・<1 /d

(1, 1 20 、 3) X 10―ヽぷ 3¢… 5° ks 表-rよ" Wo吹

2
 

Mc 如出k

（ュ、2. t o. r)･ lぷ‘心 26¢ぃ 3l0ks

”“'..”= l. b5 l(IO ーし
(I斗 r 士 o 、 1 0) x | 0 ー、

テ·

I, 3 s-メ 10
-b 

{ ;̀9: 1fr")(メ：0゚ :、、こ
サ）‘'，，Cs c. y,：： 6, 2.ヽ 3 ・¼, /3V.)(e <.y. = f. 6f ¼が） 13ワG c、. = l.,171/., 11.,.K-e,.y, =-年6%

3) B叫J-か』ッ c.... .,,1..J, c~...,, 3r（／祁o) 叫7 : 4,.) t./,a,t$ぃ me ふ屯J,仙J． 5d.Teふ l.19(‘7如？．
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3A07 践1Th のアJV ファ粒手誘起核分製における貿量眩率曲線

（京大原研） 西 朋太・藤原一部・今西信嗣•森山栢丈

゜堀川義哀

2円Th.のア 1レフj7森手誘起板分梨による策量収率曲線1;).. 低エネ lレギー領或 (~40
1,2.) 

応V) においては短っが報告さ収ている。せこて‘‘．之 5 しこ忌ぃエネ Iレギーの 71レつ

？粒み&四,.T~ に照射した場合につレ）て報告する。

吏験）丈版大学核物理巳ン，一の A V F サ 4 り 0 トロンて’'na逗したア lレフ 7 粕み

（加速エネ Iしギ‘- ;IIOM-« •, ビ｀ーム強度； l tA--A) と用いて行r4 7 た。なお、ア lレ

フ？粒手総駆ば較正之収た2.次電み放出 E ニターて褒直した。 9 ーゲットとしては

積梨した ThF4 • x.H,..0 (歴之約 10 叫／必）あるいは Tho,. い恩こ的 10 吟盆）こ紋（平叩

J:..し：：うた降 2 t!.. これこ固禅(/) A遺て｀＇おおl/1.ワンドウィッが£にした。照術は ThF+‘
叫0 の場合． 1 分圏、 TuO乙の場合、 10 分、 30 分、 60 分闇げ rよった。照紺倹．孔 F4 ・

x.. H,..O ダーボットが 5 は． As. Se.. Sn. Sb 、 Te と化、営分蘊し、吃れらの核緩がりの

か‘ンマ線豆e(l:)X 梗出痣と 4KPHA e.用いこ剰定した，一方． Tu02.ダーげI'1\­

は、直将年(J__;)¥検也、瑶て‘'がンマー綿亙測定し、種 I2 の板種しの累損収率•こ或めた。

結果込ぃ速衷）

質量数 I 31. I 33 、 134 

においては． 5n 、 5b 、 Te 、

工忌が｀Cs の累債奴率ぁ~V)

ぱ紐立戌率より栢電分散飽

線が得ら‘収、高礎分椒の巾

5 ほ質量恕、により変わ b‘ な

ぃ乙した場合、正 l,23 とな

る。（国 I)

図 2 に l1 ` J:.言己の鎖列に

ついて ozfィ直に基づ‘1 鎖
列収率乙見1放しうる板種が

這ぅ‘れた暇曼ぽ率曲綿こ
I) 

主Th(40•Hふ7-4H<I. I f)の

もの区項に示す。こ＼の貿
量分布が 5得られた全抜分

3.) 

般新面犠 lょ．担［aros/ b‘ が‘‘

ー. ゜p
l竺
A
、
]
茫
0
沼
包
L
L
0.0_1 

• -4ｷ • ｷ -2 0 ｷ 2.  4 
Z-Zp _ 

Fig,1, Charge dispersion curve. 

x、口、△， O, independent yield 

塵, A, cumulative yield 

にし乙もた．ふじわらいちろう、し）まにしのぶつぐ＇、もりやまひろのぶ

ll.')かわよレがこ．
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裁めた全核分裂断配禍 2、2.S b叩
乙写しい。

国 1 カ‘b‘B月らが rよように、や

也i7 7 I レフマ粕み n 核分裂の視

合非対称核分裂の力が対称祓

分裂 l：：：侵？てし）るか‘‘、 (\O Me • 

y/レフ？粕るに仁 3 易合は、や

也▽の場合乙比較レ｀井郷板分

応ほ率遣たが｀易しい。この
ことは．丈芝な工えルギ1 ＿左

蛉oぶtす這I合が追た L -Z.いろ
こい：：侭ろと思わ収る。楚證

図か啜量奴率曲腺‘り判る

ように、 IIO Mぶ7 (I)乱合｀対称
核分裂ぃ鰤）収率の最も恙賀

量数は心HふT遠合にくらべ‘、

約 2~31/、I-<勺？てい-z.'

匂°ぶtLtrtるエネ lレギ‘ーがより
嵩いこ乙、と示している。iた、

.t.言己のほ蒻分菊豆巾が曾暑数に
仁り変わらない乙 4反定して頓量

敬(2.2.カ‘ら｀ l 呼戸‘の枚値 n 紐

立匁率ぁろいほ累頷収率遠量
収率口7)`ら‘函唾亘ふ紅、力‘
なり心ー安定線へ舒？行してし 1 ろ

のか｀わかろ。

100 

゜
• 

お
E
)
N
O
!l
J
3
-
S
S
S
.
O
c
l
J
 

90 110 130 

MASS NUMBER 

150 

232 
Fig, 2. Mass yield curve ｣or fission of ---Th 

induced by ci particles, 

1) T.c ．足o ，insk:, M. E. Dav;S) 血J J. w. C.obble., Phys • R之V・三，i 361 (l岬 I)

2.) J. A. Mvl-i誓o.~~ M.C. Mic.he!, Phys. R.ev. 四 ,I Ibo (¥q6¥s") 

3) J. Ro.. l0-.ro＄グ？ M. 似be.咄面s, G. Ramy, a叫J. Tr1pler Pnys. Rev, 望 1 23i12. Cl硲）
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3A08 ユ 32 丁h の了）しフ了朱互i祇払慇Jn\球 K あ）13 sb)可叫わ
肢凰Iヽが紅疇疇
｀愈而）而咀八篠—犀°麟｛諷

紅l恥，t,n， III 幻方

饂＼媛疇恥庄じた核麟応網叫蒻紅碍を求<Y) 3 ミい1｀核／71\裂しシ
3‘ノ印状態を知｝一つの手か＇＇か 1/ k なる｀L 灼えし小 3 。寸で＇ヤ9 2和」 295 L.1おぶ
臼叩遣Iヤl11 褐麟／か知＂圧ず｀叩＜0)枝叡っ 1口履疇釦疇
繹l配 l ヤー。：叶碍をt IL 碍、が翠哨謹祁庭扉狂暑1紅し＼＼くっか濃
心 3f詞、；昌江／戸切むれそ了 IL 11 勅］を 2う 2Th K9謝 l 1. t\3 な
伽星疇叫込区摯板／叫葎珈、態向“h倍炉't"q tぅ王 3 h、直
べ 3 ため， ぎず｀手介n めt ¥ 7..9 |2羞 (Ty2 二 42 m ）戸：： 8 ; 2,7d プ工）乃5/;
(12 、 4d,T 8 —; 1 q, 0 m Jい）J |28sb(q, I h) 8-) 10. o m) 5 i)おさ1}"
i30 sb(40n) 8—; 6.3 m, 5 t)の枝國Ii犀靱 L庄入新面積訂彬I妃 I た．

輝： ｀灼粒扇鱈セン 1 一の AVF 寸 4 1 \1)̀  ＼？ンで加J_}れを了）し7 了
釘い射叶 l叶'- :3 0 日€ `1J" I 1ｷ0 M-e. V) を 1丹 l1 て東斡を行なった e
1青‘'9 『(1月 20 ド召の了｝し~;'~ム恥 TM心鱈＂灼 I O ni 1心も 1
虹，をュりf'A;年了 lしミニウム飴渭っ少しい直ヽ＼た。“叩疇 l ／か？唖訊
絃＇もに了札ミシ 1りム諮 1 倉た 1 可‘‘’I I、t鈴お的＇’了冴もン槌林t t t K葛］
し， ぢへり／戸翡ぁ 3 ヽ＼ 1 -J-rン今毛‘心収．斤In，紐 I た。加灯q 9卑甜1，仕妖 L i)、
“-4k疇In1謬1'’ザ｀べ翡1、ぺ 1 |、 1ば•印む別し｀ A叫収年，虹碍紅
ザh'い／ 1 -猜如むしを淵雄 1 i, 町定の様種の翡康毒を庄J-\ k. 入射 1 Iしフ 1 礼 1
q泡限、1 、軟正かれた二沢I電印夜仕，屯シ] ---を 1勾＼＼ ？ l和 1庄 I そ。

f手県： 3 o I宜 V お馴‘` I I O Hハ／了yしつ村仕i'を 2う行hK 煎序f I ？彫招了
ンナ元ン l叶仕屈の核県性叶靱］I1 成約面積g } l 表に示す．
Table 1. Independent or cumulative formation cross section of 

some antimony _isotopes and their ratios. 

122sb(8,2-) 126sb(7-8 —, 5万 128Sb(8-,Sり 130sb(8-,5勺

町1 町 6h 61 吐 61 町1 町

232 Th+30MeVa 4. 95 • 
* * 

5.10 1.16 1. 60 6.42 4.81 

\ 
士 0.85 士 0.20 土 0.70 士 0.27 士1. 2 士1. 0

咋 I a1 4.4 士1. 0 3.09 土 0.68 1. 34 土 0.38

232 Th+llOMeVa 
* * 

9.17 1. 42 25.8 4.15 6.66 1.88 2.50 1.63 

士1. 2 士 0.20,！ 士 3.9 士 0.50 士 0.57 土 0.16 士 0.2 士 0.42

町l /行 6. 5 土1. 1 6.2 士1. 2 3.54 士 0.43 1. 53 士 0.41

* Cumulative formation cross section 
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1 2.2,s b あぷ V" 12-疇屯｀’~ -I叶叫ぁ3 が｀r|唸sしれぷ1)'B05b雌皐鱈しの託
こ叶か＇’ふ：し巧b につ I_\ ~I す P国（門、 3 m) q閉莉疇をt..~這財↑お｝
鐸糾凡麟！渇い麟項直｀~l た。 □ （りぉ｝ひ1叫 {5.,.) は，
{ 4\ ぞ｀れ事 1巧n (¥. 1 凡が）お四＇， 13°5n （う、 7l'VI, o-t) 4\ し<J)流ふこれがあパ＇’．
：遣‘和印t..[っ？ヽ＼なヽ＼．

輝··ず I 1iJ1に 11 虹詞し中た！崎（ 81 ア） I 疇（謬―，り） l 1叫（に
汎〗1J'1305虞， 5り核男l羅訊麟恥7区ヽギ'|11 の間牧t l 1 1和、yI L 
謬｝。）月）肛心、年翫叫）， 295リおげ“2叩追、、午印疇騎如鳴
/~い I\ 1磯豹1年紺傭積収の手平俎お匹'•D i k5 i c て丁叶柘2)r、iふ汽）
(?/ f) [E戸し m v] 杉）か製疇しれた B01 (2す 1 じ）， l'lZJ（じり） ／おJ- 1)"  
9341 (8 ー／巳） q i碍も I合也↑ 1? 7 1、＼ ？あ） C 

10 

8
 

6
 

6
I
ば

4
 

2
 

゜

_
 

232Th(a,f) 30 MeV 

232Th(a,f)ll0 MeV 
233u, 235u, 239Pu(n,f) 

(mean value) 

238 
U(p,f) 85 MeV 

70 72 74 76 78 80 82 

NEUTRON NUMBER OF FISSION PRODUCT 

Fig. 1. Ratios of isomeric formation cross section vs• 

neutron numbers. 

ミq麟し身\\ 3 ぷり k, h孔釦統鑓、が知·'旦｀＼］杖か覇核要l1恥，慧守
性項疇謬心． 1 た凶粒1 エ］｀ ＼しギー~,,'面ヽ｀打，知已這＾がか＇1
訊闊々いいf＼き『郎、11 ｀杉、令い知叶叫訃＂屯I;+ 尼祐教枷し
釦汀，あ），II1翻叫籍い直叩麟展に刊行す）に灯れ，⑰／『L l1 fさ
くな~:こq飼叫1、惰／か叶見 S い。／叫紅凰I直バ麟詞 1.i『`
瑾碍叩慣叩了＼ 7. 核が託卿山鰭臼這出 I -t-__ ?!違飼汁
象を行存）賛？＇『ふ).

1) N.Imanishi, I.Fujiwara and T.Nishi, Nucl. Phys.A263(1976)141 

2) M.Diksic and L.Yaffe, Can. J. Chem. 53(1975)3116 
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3A09 I l O M-t:...▽までの2.32.訳（改 I 又几）反応の萄面犠。

（奈大原研） 西朋尽゜蔽底郎、今西慇綱森塁紅
瑶I11 其歿，

諷言 ウラン附血以J:.の重ぃ屏ふ核り倍枷＼て溜淋亥箱の研究亙行う潟合、それ 5 の
庄成断面犠 l誌文分裂乙 n競争 0ためにレ1 ちじらしく IIヽさくな遺合が‘幼い。吃こて｀‘
未だ‘r.,/r+ が‘かれ l紅‘Aヽ←くな幻‘ない所で｀、核這、祀凶夜分裂ヽi.. n競争叫般ふ互詳し
ヽ錮ゞ｀て置く：：：：z'... l'J.奎要な：：乙で｀ある。 232Tht °'で起こエ疇反応はこのよう贅J

しして幽当て‘｀あろ\'...兎え 5 れるか｀‘、徳、紀叩l't.み数が 5 J'-ヽ）丈芝レ9 工え Iレギし憎諭て‘‘
l打和をま之＇｀にあ 1 り研究心和り収てし）なV).、之こで投合板形成の代表的な反応であ
るい人、江）反応社詞囀違l定諄知た。主た同時に（c:J..., P X:..Vl) 及が｀（r:/., I ぬYI)

反応の断向領についても剰定したの Z`’ その方法乙結果 I~ つレ）て報告する。

2) 史綾及び｀結果 ダーげ｀ット物質としてはThF4久Hよ） （甘渇有率 6{,, 81,)配氾

降芝、し：：ょ， ZA姓底ににマウントした屯のさ用いた·照鯰ュ丈阪丸労核吻痺巳ンター
の AVF サ 4 クロトロンて｀‘以粕キ 30I qo, 40 及が‘lI O t-1年の照釈詔和た。翌和使

ターげ｀ットは細酸こ含む卓酪1：：溶僻し、坦徒しし乙天然ウラン /00門牙匂加え、アソ

丑二． 7 水ゼー旦 7栢酸イQ物\:'..,して史殴すろ。これこワ N硝装し：：溶かし、 イ｀）っ・ロt:/レ

エーデ Iレて｀地］出＇した後．］にて｀逆将地して塀妃アンモン水落液から‘二、ッ IT I凶音J:.に電
着した。し1J‘レこの力迂、ては、 Thの衰入が｀以スペり卜］レに見らいる瘍合がしばしば‘
ぁフたのて‘．途中に営分麹翠豆一部こ茨のように変更した。即ち 7よ臨化淫来藻虹翠
温羹項踊し、アニオン交喚灌嗚遥己函ーし之U こ環蕃之巳.よ<.茨, -z. 0 、 OS N温

酷ざ溶綽し忍この湯合はmは全く衰入しなりが'. P辺‘て八挙動芝共にした。電筐

Fig. I (!.ｷSpccnum of U- fr必tion separated f9om Th• t ar ge t bombarded 

by 64 91｢V ·ん•Par ti cles.
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した試料 l'J.表面嘩壁型半葛倅旋出患＝ょ）て凶線入ペクト 1レむ卦直した．疸,J定紅｀‘
に君した日閻 Iぉ斧勺 30 分 Z｀｀あ，た。改線囚＼＇ワト｝V の一例と F,`,. 1 に示す， しば、 6 n) 
¥:'... （ぷ、 7 几）反応の庄戌物て｀‘ある乙1017 /立q vi)`‘‘直に認めら収、それらの崩壊系列こ

属す紅度種もすI\‘‘て存在が｀認めらいる。 げ、 P即八）反応のか Po..~こついてほ、そ(!)も
のの入縮 1口妨害によ？て追認出采ないか｀‘． uqFr t:. 21 5' Atの或衰乏迫碑し Z雄認て｀｀きた。

この上う l：：：航嘩系列臼l 用すろことによ， z °'放餡倅の渓Il定 1i磁庭に、力‘っ容易 1 こ

行われるようになる。妄IJ定悉の言れ艮効率は同じ‘升紅亡の策知試料によ 7 て森ぬ｀化I羊
肛率はす叩鯰t1k UR(-:. よ知放船に分年：：：j:フて求めた。礼の視釦エ訳が｀ダーゲ｀

`‘l 卜て｀｀あるのでrJ...スペグト 9し中の年布イの 4 、 01 '2., 3 、q 53 Mふ7 の妾1j定によ？てもとめ

た。 Po.の場合は仮にでし全く固じ‘とした．得られた（吠，又yし），（吠，px.八）、（以ぷr..n)

反応の析面績 e To.ble. I に示す。

Table 1 Cross-sections of (d.,xn), (t:J..,pxn),and (ct,Cl.ｷxn)reactions in 
232 
Th induced by d..-particles. 

E(:I.. (MeV) 

30 

64 

66 

88 

110 

Cross-section(rbJ 

’’ Reaction Cd., 6n) Cd., 7n) Cd., Sn) Cd,,p6n) (d.,(lSn) (ct,ct.'6n) C<f.,d7n) 

{ 1 5. 4 土 0.6 
35.5..2.1 

5760. ｱ440. 

7480. 土770. 29.5ｱ4.1 207.+69. 

9000. 土940.

603.ｱ.43. 4 1. 0 土10.2 47.S土 1 1. 3 53.7 土 3.7 540.;!:171. 133 ．ょ 28.

3)老寮 劇酸したエネ Iしギ‘ーの間嘩も来だあ 3') に租て｀＇励起圏駁l:'....しこの議舗這け
う段陪ではないが、 l()(,6 Y\.)反応 1こ？いて lい4 乙淡M迅7 の闇に極応直があフて、

その直は 10 叫叩広｀｀ある乙角丸られる．い如：：井して凶q几）反応の断面磯（1Il心

す乏‘‘る。＼ObMぶ7 て｀＇核分裂の断面複は 2、2.ぢ b z:｀、あるの乙｀孔／rfば丈倅 0紅ぐ｀ら V1'('._

推定こ収る。（(X.鵡Vl) 'l.(凶r/...加）反応 n 新面犠 lJ. llO M-<(_ ▽で 11-ぶの放、化、の悉、 Vl
七のに虹いか吃れ~こ..t:匝I ?ている。 このことは(_d,._,c/-./t,V\.) J (d,..,ぷq n)反応の起

漁~ L Z. Iま dec:.p,i,,e.{a.st-k c.o u:.,,o)'L左固ってくろ司筵1坦屯老えられて．励起圏敬互

詳しく諒八‘‘て見?l I必要がある。ぷ放射咋屯化営分離L てぷ緞鐸直によ 7 て断面攘
さ天ぬる方忠は新面積の小さぃ喝合に特に有効であるが｀．以諌碩lJ定の為 1こ TOOド分

/(l-, /...F n 屈さで均ーな唄I) 定試料い乳きいし．本知，竣て‘は電着こ行，之いろが｀、咆
善の同間が‘10 分程度ては収率が｀思、｀込速色必唾とする廷頃命核緩 1-:.幽 Lr5 1/\，（司が
これに替る方逹、こ関祀する必要がある乙走丸 5 れる．
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